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Foreword

This　Annuai　Bu〃εtin　No．43　records　the　activities　of　the　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo（NMWA），　during　fiscal　year

2008，namely　from　April　l，2008，　through　March　31，2009．　The　reports　cover　acquisitions，　exhibitions，　research，　education，

information　sciences，　and　conservation　department　activities　and　their　related　materials．

　　On　April　l，2001，the　NMWA　joined　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　and　two　other　museums　to　form　the

Independent　Administrative　Institution　National　Art　Museum．　The　first　five－year“Midterm　Plan”for　this　new　entity　ended　on

March　31，　2006、　and　fiscal　year　2007　marked　the　third　year　of　the　second　five－year　“Midterm　Plan”　begun　on　April　1，2006．　When

the　NMWA　joined　the　other　two　museums　on　April　1，2001，　to　form　the　lndependent　Administrative　Institution　National　Art

Museum，　there　was　an　increase　in　its　role　as　an　independent　agent　rather　than　its　previous　role　as　a　national　institution，　and

there　were　great　expectations　that　through　activities　suitable　for　an　art　museum　the　museum　would　become　all　the　more

broadly　active　and　accessible．　However，　in　fact，　since　its　change　to　Independent　Administrative　Institution　status，　the　museum

has　been　subject　to　two　systems　of　rules，　those　of　the　national　system，　and　those　of　the　Independent　Administrative　Institution

formaヒEach　year　income　has　declined　year－on－year　by　approximately　4　percent，　and　human　resources　expenses　have　also

been　reduced　approximately　l　percent　year－on－year．　As　a　result，　the　museum　must　watch　every　expenditure，　down　to　keeping

its　newspaper　subscriptions　to　a　minimum，　and　it　is　absolutely　impossible　to　develop　new　projects　in　this　current　fiscal

situation．　Probably，　the　result　of　newspapers　and　other　media　implementing　the“original　sin　theory”against　Independent

Administrative　lnstitutions　and　tarring　the　National　Art　Museum，　which　is　striving　to　develop　and　disseminate　culture，　with　the

same　brush　as　all　the　other　IAI．

In　this　sort　of　situatjon，　the　entire　staff　is　employing　every　strategy　at　their　disposal　in　order　to　not　experience　a　Iessening　of

the　functions　entrusted　to　the　NMWA　and　a　Iowering　of　the　quality　of　services　to　its　visitors．　Probably　as　a　result，　the　actual

number　of　visitors　to　the　museum　ls　increasing．　Further，　the　Evaluation　Committee　for　IAI　established　by　MEXT　has　given

NMWA　an　essentially　appropriate　evaluation　for　Fiscal　2008．　However，　the　level　of　staff　efforts　is　fast　approaching　its　limits，　and

it　has　become　harder　to　clearly　detail　the　future　form　of　the　NMWA．

　　Today　art　museum　activities　in　China，　South　Korea　and　the　west　are　all　under　the　spotlight，　with　new　facilities，　added　wings

and　Iarge－scale　special　exhibitions　all　catching　the　news．　These　activities　seem　to　be　in　an　inverse　ratio　to　the　situation　inJapan．

Each　ol　those　countries　acknowledges　the　importance　of　art　museum　activities　to　their　countrゾs　own　cultural　enrichment，　and

each　has　the　byproduct　of　increasing　the　sense　of　theircountry’s　presence　in　international　society，　Conversely，　in　order　to　avoid

the　stagnation　of　art　museum　actMties　in　Japan，　we　must　hone　our　various　strategies，　even　though　long－term　strategles　are

difficult　during　the　continuing　and　constant　trend　towards　lower　budgets　and　human　resource　numbers．

lt　is　our　ongoing　hope　that　we　w川receive　the　good　opinions　of　all　as　we　seek　to　break　this　stalemate　of　worsening

circumstances　and　continue　to　develop　museum　activities　that　are　powerful　and　effective．

March　2010

Masanori　Aoyagi
力ircl‘Y（ノr－G〔’〃〈・π〃一～「‘∫’～（川〃ル7”SE・t〃’ofレレヒ∫∫er’～！‡t了，7～ノメくγθ
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まえがき

本年報第43り’は、’ド成20（2008）年1変に関するものであり、’ド成20年4月lllから’r成21年3月3111までの’iG［iC［、ヒ西洋美

術館が行なった、作品収集、展覧会、調査研究、教イ「普及、情報資料の収集・発信、保存修復などの‘ll業もしくは分野

における活動の報告、ならびに関連する資料や記録を収めている［

　lK位西洋美術館は、’ド成13年4月1日から東京IEけ近代美術館他2館とともに独、玩行政法人国、1ノ：）こ術館の単位と

なり、’ド成20年度は、’ド成18年4月1日から始まった第2次「lli期計画」の3年llにあたる　’ド成13年4）Jlllから東京国立

近代美術館他2館とともに独立行政法人国、ヒ美術館の一i単位となったその時点では、lkけの機関としてよりも自山度

が増し、美術館にふさわしい活動がより活発にまた広汎にできるという期待に満ちていた、しかし実際に独、Z行政法

人に移行してみると、国立としての規制と独立行政法人としての新たな規制との頑のしばりを受けるようになり、予

算も毎年前年比4パーセント弱の減少となり、人件費も毎年約1パーセントの減少となった，その結果、現在では新聞

購読さえ最小限に抑えねばならないほどになり、新規の事業を展開することなどまったく不可能となっているおそら

く、新聞等に報道されている独立行政法人の性悪説などが作用し、文化の普及と発展に努力している1玉ぽ）ミ術館も

他の独立行政法人と十把一絡げに扱われているためであろう．

　このような状況にあるものの、西洋美術館に託された業務の遂行や、来館者に対するサービスの質が劣化しない

よう、職員一・同さまざまな11夫を凝らしながら努力を重ねている。おそらくその効果が徐々に浸透しつつあるためで

あろう、来館されるノ∫々からは好意的な声がかなりの数寄せられており、来館者数も着実に増加している、また、文

部科学省に設置された独立行政法人に関する評価委員会は平成20年度に関しても、おおむね適IEとの評価をくだし

ている。ただしこのような努力も限界に近づきつつあり、西洋美術館の将来像をはっきりと描くことさえむずかしくな

っている。

　中国や韓国だけでなく欧米でも美術館活動が脚光をあび、施設の新設や増改築だけでなく、大規模な企1由隈も頻

繁に行なわれるようになり、日本の状況に反比例するかのような活況を呈しているf’／それぞれの国々の文化的充実に

とって美術館活動がいかに重要であるかが認識されているからであり、各国の存在感を国際ト1二会においていっそう

増大させるという副産物も生んでいる。相対的とはいえ日本における美術館活動の沈滞を防ぐために、われわれはさ

まざまな工夫を凝らしているが、人的にもまた予算の上でも恒常的な減少傾向が続く中では長期的な戦略さえむず

かしくなりつつあるのである。

　このような閉塞感をいかに打破し、活力のある美術館活動を継続的に展開するにはどうすればいいのか、是非多

くの方々のご意見を頂きたいと希望する次第である。

平成22年3月

国、Z西洋）ミ術館長

r」j：柳IE規





新収作lll　llI

New　Acquisitions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルロ・インノチェンツォ・カルローネは1686年に、イタリア北部のロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンバルディア地方のスカリアで、この地方を中心として活躍した画

カル・・インノチェンツォ’カル゜一ネ［1686－1775］　　　　家噺に生まれ、1775年にコモでこの世を去る。彼｛よ初めヴェネ

《物エリ・クスと聖アダウクトゥスの栄光》　　　　ツ，アの臓ジュリオ．クア。V。2tllr（1668．1、751）の下でイ、胤、ウ

羅1｝鴉。ス　　　　　　　　　ディネなどで彼の助手を務める．その後17・6・1・から11年にかけて、

90×120Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマに赴き、フランチェスコ・トレヴィザー二（1656－1746）の工房に

C、，1。lnn。cen，。　C。，1。ne［Sca，i。1686－C。m。1775］　　身を寄せ・アッカデーミア’ディ’サン’Jレーカで絵画を学ぶ・このと

610rificotion　ofSt，　Eelix　and　St．　Adauctus　　　　　　　　　　　　　き彼は17世紀後半のローマ派とナポリ派、とりわけピエトロ・ダ・コ

c．175g．61　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルトーナ、ルーカ・ジョルダーノ、ソリメーナ、コッラード・ジャクイントら

；ぽ、漂s　　　　　　　　　　　の様式を丹念に学んだ・その後ウィーンに赴き・マルカントニオ・キ

P・2008’oool　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリー二（1652－1730）とともに、エウジェーニオ・フランチェスコ・デ

来歴Pr・venance：Private　collecti°1），　SI）ain・　　　　　　　　　　　　　イ・サヴォイア、通称プリンツ・オイゲンに呼ばれ、彼の夏の離宮とし

文献Literature：F．　Lecchi，’‘Un　elenc・di　abb・z・i　delle・pere　di　Carl・Carl・ne”　　　て建設されたベルヴェデーレ宮殿のフレスコ装飾を手がけるt．そ

in　At’te　L°n7bcn’cla’　v（）lx’　1965’　p．128’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　の後、オーストリアドイッ各地で兄のストゥッコ装飾家ディエゴ・フラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンチェスコ（1674－1750）とともに、宮殿装飾を手がける。スペイン継

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承戦争をきっかけとしてイタリア北部に勢力を拡大したオーストリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝国や、その他ドイツの諸宮廷でのイタリア風宮廷装飾推進の巾

9



心となった画家である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舷成されたロンハルティア地ノ」独白の文化現象の・例として、本f／1

　7i・f’i品は1759年から61年にかけて彼が丁かけたカルタ湖llrl’の　　　　Illl｜1は」1♂常に興昧深い’1｝丈を背景に背負っている

サン・フェリーチェ・デル・ヘナーコの教1メ咋堂に描いた人Jl：フレス

コ1山1叩フェリソクスと即アタウクトゥスの栄光》の油彩ド絵　　　f’ITinttの：IK態に関して化1すると、カンウァス地は」1常に識の荒い

（1）o／／etto）である　1997イ1にサザヒースの競売に川品された際に　　　　ものが川いられており、現イL小友粉糊を川いた裏」」ちかされてい

は（Sotheby　s　London　Tl〕ursdd｝、Dec　4，1997，10t　210）、⊥題は　　　　るものの、リタソチや亀裂の痕跡の状態からそれ以前は巻かれた

　　W　・体と天使たち》となっていたが、その後対となる油彩F絵　　　　状態で保管されていたものと考えられる　199，　9　“にRシ．・ファート

　中フェリノクスと中アダウクトゥスの殉教t＞との比較から、本作品が　　　　による修復処置が行なわれ、占いニスの除2、、洗浄およひ亀裂や

やはりサン・フェリーチェ聖堂大井画のボッツェットであることが明　　　　欠損部分が修復され、現在は安定した状態を保っている

らかとなった．1］これらの汕彩ド絵は、カルローネが没した後に息　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品梨光ID

∫のシャンハッティスタ・カルローネによって作成された、コモに残さ

れていたカルローネのlllfJの財産目録に記録されており、本作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1∫1
は以トのように記録されているフレスコド絵に。亥’1］することは、主　　　U（exh　cat）Carlo　Cattone／686－1175　Der　Ansbac／～et　Aufttag」pete｝O

題および・j’法から疑いの余地はない、すなわち、“SFelice，　e　　　　K「u（kmann（ed）’199’　0’　PP　74166－168

c。mP。g＿。　gl。rl。・“・1・フェリ、クスと仲間の胱》・、・1湖・縦　2）牙蒜｝品；；1罵鵠゜zzl　delle°pe「e　di　ca’1°cd▲1°ni　，　in　Aite

lBrd／60nc”、横LL2　Bra∠”となっている。　i2メートル法導人前のミ　　　s）A（lo　Vlenmen～19　Aichiepisc°Pu～，　MaityJolo．giLini　D川Kdl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Septeinbris”，1n　M19ne　Mahθto4ia　Latt〃a、　MPL123，　pp　342づ44

ラノフラッチョが5949cm、1オンチャはその1／12σ）495　crnとなるこ　　　　D〃〃f／

とから、メートル法に換算すると、縦か892cm、横かll898　cmと、

村1品の・」‘法にほほ止確に介致する

　そもそもサン・フェリーチ．L・テル・ベナーコ聖堂はフレーシャ出

身のストリッコ装飾家、建築家のジャコモ・アントニオ・コルヘソリー

二q674－1742）の炭”1で、16Pl紀のllゴい聖菅を収壊し、174（）年から　　　Ci　dllo　lnnocenzo　Ca「lone　wds　bom　ll］1（）86　m　Scdlld’ln　the　llo「th（iri）

“JikC・建，剛められ、1781鴨誠したこの鞠よ・P・フェリ・　1：1∵ご㍑1；三「1㍑：lll島’：㌫∵：ご膓：f＝「1ごllぱ1】∴1；；

クスと聖アダウクトウスとJlllフラーヴィアに捧げられた教区聖堂で、　　　　the　Venetian　painter　Giulio　Quagho　II（1668－1751）and　he　］s　dLso　knoNv｜1

そのノJlにカルローネはΨフェリノクスとΨアタウクトウスの栄　　　to　hdye　wo「ked　as　an　d～sistant　dt　Udine（after　1700）Later　fron］170（）　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1711he　lived　In　Rome　where　he　worked　ln　the～tudi（）of　Ftdn（csco
光、」“iフェリノクスと1｛’1アダウクトゥスの殉教》を1759年から61年　　　Trevl～anl（1656．1746）dnd　studied　pdlntlng　at　the　Ac（adeint（1　dl　S（II～

にかけて描いた　この聖人0）仏説は、実のところ、9111r紀にウィーン　　　　Lu（αDuung　hls　tlme　ln　Rome　Cdiloiコe　diligentlv　studled　the　Rc）Mdll

ノ＼lll教を務めたアトか残した［1殉教聖人録］に。己されており、聖人　　　cmd　NedPolitan　school．s　of　the　ldtte「half　of　the　l7th　centu「y’mdu（1ing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the～tyle～of　Pletro　da　Cortc）na，　Lしlca　Giordano，　Francesco　Sollmena
たちU）’111遺物は1361イ1からウィーンのザンクト’シュテフ・ン人聖堂　、md　C・rrad・G・aq。・n・・H。1、・。，　h，ad。d・。　V、e，md，　wh。，e。1、、。9　witll

に保nされている　アトによると、紀几後303年81」30　H、ティオクレテ　　　　Maicdntomo　Chiarm1（1652－1730）he　worked　oll　the　fl　e．sc（）decordtioi）

i　1’　’Xス宙とマクシミアーヌス’～1～’の時代、法務官トラクスの命でキリ　　　of　the　Bex’elede「e　Pala（e’whidh　wds　built　as　a　sumiiie「Pdldc　e　fo「

ストrk徒フエリ・クスがセラピス・1・il殿で捧げものを一・たとこ　鰍。霊竃；蕊1，∵1＝：1㌶∴㌻㍑蒜1

／）、セラピスの像が消え失せ、さらにメルクリウスの神殿で1｜1」じこと　　　stLlcco　decoration　artlst　oldei　biother　Diego　Fi　anc　esco（lb7H750）

をさせられた際にもたちまちに神像は消え失せ、さらにディアナ神殿　　　　When　the　s’し1ccesslon　wd「’s°f　SPdM　btoke　out’the　Austirdn　Empiie

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　expanded　lts　power　ovel　the　northern　gectlon　of　Itdly（md　embdrked　ol〕
て1・1しことをしたところ1・，Jじく神像が倒壊したという，日そのためド　　　numerous　building　programs　Carlone　wa．s　a　palnter　for　pdlaces　b。tll　II］

フクスはフェリノクスの1∨1を刎ね、このとき側にいたひとりの男が自　　　　the　Au～trldn　Empire　and　m　German　couttg，　and　l～known　a～・1　1））・1］n

分も．1リスト教征であることを｛ll白したために、トラクスはフェリソク　　　　p「oPonent　of　the　ltalian　palace　decorati、e　gt．y　le

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Fh］s　wotk　was　cieated　ds　d／）・r：ett・・11　prepdrat・1’x・　1）dll）tlllgl　t・）i　the

スとともにこの男の首も刎ねた　しかし名前かイ・Si）’であったため、　　　G／θtthκ（itiθn　of、St　Fe～t．x　and　St　A〔／‘∫〃（々∫～cellmg　trc、s（、o　that　Cdll。ne

あヒからこの男に「史なる発展のために（ad　auctus）」という意味の　　　　pdlnted　betw　een　17；9　and　1761　dt　the　p・ul～h　chur〔hot　．Sdl］卜elKedel

アタt’／　1／トゥスという名前をf・1けたという　その後彼らが殉教したオ　　　BeTiaco　On　the　ShOieOf　Ldke　C’drdd　When　this　V～otkdPPe（Ued（it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dLICtlOrl　ln　Sotheb、　s　London　（Thuisd（w　Dec　l　l997　10t　210）thc
ステrア1⊥」道沿いの場所には祈りを捧ける人々か後を絶たす、のち　　　　sul）le（　t　y～d、　nallユed　db　Til〃IA（1〃（／4tig」（，～～but　ldte1（OMI），UISOII　WItll、1

に即・：・か建てられたという　IIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pellcldnt　／）o＝一．r（・tto，　Mai’A　i　d（川（）／St　J・’ehx（UIC／　St　Adati（tus　c　1、Uifie（1　tlldt

　現イ1ては、必すしもこれら二JPI人の伝説の」W5は定かではない、　　　thig　was　indeed　the　b（）1：（’tto　fo「the　ceihng　Pdmtmg　of　S‘1nドelLc（i　h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The．se力θ＝ρrηwele　Iisted　ln　the　II）vcコlltorx　of　the　C、ulOne　studio　m
しかし、ウィーンのサンクト・シュテファン大聖堂に中遺物が残され　　　　Como　LO［npiled　b｝lus　son　Gidmb、itttstd　Ccitiollci　clfkel（’，nl、、nCsde、itl1

ており、また9世紀のウィーン大司教アドが伝記を残している聖人を　　　Gixen　the　tollovN　in9　iecoid　of　the！）oご二（’tti・in　the　（issets　（　，it，il・g，・uc　d〈・・vlx

守護」1・1人として建てられたサン・フェリーチェ・テル・ベナーコ聖堂　　　　theie　fis　n∩「°om　fOl　doubt　tha「the　NMWへls・ne　”f　th（，　1）dii　gl、en　thcni

　　　　　　　一　　　　　　　　　　吟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　subl（．ict　mdttel　and　medslllemellts　The（atdloque、tdtいs　sub］ectof　S

と、そび）叩人1ムに基ついたノS井画を描いたカルローネらの背景に　　　　Fe／ice　e　Compagno　ln　glorid・and　height　equals　l　Brd／〔、　ol）（　、ind

は、18111紀におけるこの地ノ∫でσ）オーストリア’制｛｜の文化的およぴ　　　w］dth　equals“2　B］aブ2）The　Milanese！）i〔lc（t・va・ds　d　pl℃mctu（

政治的影響力の強さが如実に小されている　18　lli紀ヴェネツィア　　　　measlllement　thdt　medsuied　dPP「°xlrr）dte／y　5919（m　vvhlle‘mθ”‘　1（t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wds　l／120f　a　btaccto　dt　195　cm　Trdn．sldted　mt（）　lnKitll（．　mpd～lllellle川s、

やローマの文化圏とは異なる、オーストリアとの交流、札枠の中で　　　　this　me、ulS．　the　height　wd～892〔mand　th（i　wldth　II8、）8　ull

1（］



aPPr・xilllak・ly｛heいXac｛m・；｝SttT’e川・11t・・　・・f　tllis　w・rk・

　　ThいS川lFいlk・い（le［Bcllaco〔・hllrch　w；ts　the　wo▲’k　ol　Giiic｛）川（レAllt（川io

COrbいnilli｛167・｜・17・12）、三l　sltl（・c〈｝au’lisl　illld　architいc｜　fl’（，ln　Bi’いscia、：ll［d　il

WilS　1）lti］t　t・｝’・・plaCe　a　l旧c（・nt川さ’ch川’cll，W・rk　Pr《・9reSSやd・川lhいnいL・’

sn・ucmre　ft・oln　l7、1｛｝（，nwar（IS　and　it　w；IS　c《）mpleted　m　1781，S川）Fehcい

wlls　lhe　diu｛’usan　chllrch　d（・diCilted　to　St，ドいli〔・い，　Sl，　Ad《UldUS　alld　St，

1－．1《1、Fi～［＿　1）ll（1　（．ξ11エ1↓レ｜｜〔、　〔1（、（、〔｝｜『；ユt（、（l　 its　（一｛Lili［［g　 、へ’il｜l　 tl｜（i　＿11（∫’．4、脚ノィ／（’r∫～　 rノ／　＿～’，　 ノ・｝，／i、

‘1〃（ノ．S”．　t、（／θ”（’〃ls　Iu［d　of．S’t．1・～イ八．イ’〃（／．Yt．．・．、〔／‘1〃（”〃s　i〃（；／r，’：、’h“ol｜l　l759　to

1761，The　lい9ellds　o｜thc，　sai｜lls　SL　I：（ilix　amd　St　A（lau（’ttLs．．illいcしar（・

r〔・c・rded　hl　tl［e〃（〃’tytイo／・μ～〃’〃・I　Ad・Vielm（・11sis．｛h〔．・tii‘cl）1）ish・P・f

＞iいlma　in　t］1い91i】c・el］t川、㌧Th（・rいhCS　onhCse　samts　Werいい1｜shrinCd川

11S61mVie川1；ゴs　St．　Stel’）hari　Cathc・（lrai，　Aucording　to　A（．lo，（川the　ISOth

dav　of　thc　8th　month　of　303，　during　the　reigns　of　EmperOls　I）ioc｜etian

三md　Maximiall、　when　the　praefed（．）1’［）racus　ordered　the　Chi’istiat］Felix

to　lnake　the　saし・rifice　at　the．S　c，　rtl　pis　temple、　the　statue　of　the（1eity

disaPPeare（．l　il｜air．　Similarly，　W’hen　the　S三．1rne　yvaS　carr’ied　out　at　lhe

Mercul⊃ビtelnPle、　the　statue　of　the　deity　shatter（三・d　and　colhpsed．　aiid

al，aill　at　the　tel．npk・of　Diana．n］Dracus　ordered　Fe｜ix　l）eheaded．　and

because　the　Pel皐SOI）standing　l．｜ext　to　hirn　during　his　beheadh．｜9　E・1）SO

conlessed　to　being　a　Christian、　he　too　was　beheaded．　However，

because　the　Ilal．ne　of　this　person　wEls　n（．）t　kllown，　he　was　named　aボ（．κ／

〔，1，（’tus” ，　literally”fOl－In（．．）re　developmellビ，　which　then　became　his　1）ame

Adauctus，　There　was　thel｜an　endless　gad〕erillg　of　people　iHaking

offel’il｜gs　tl1］d　prayers　llt　thespot　yvher（・the　n一1artyrd（）ln　took　place　along

the　Via（．）s　tiense、　and　fillallv　a　c｝mrch　Was　built（）n　the　spot．b

　　Todav　iいs　l．）《）t　clear　whether　or　not　this　legend　of　the　two　s　ain　ts　was

based　Ol．l　a　rea｜OCCUrrel’｜Ce．　HOWeWr．　it　iS　trUe　that　reliCs　remain　at　thC

chu｝・ch　of　St，　Stephall　in　Vielma，　the　legend　was！【ecorded　il．1　Ad（．）’s　9th

century　records，　a【ld　San　Felice　del　Bellaco　was　built　with　these　saints

as　its　Patron　sail〕ts．　Carl（．）ne　painte（l　this　ceiling　painting　based（）n　the

martyrdom　lege｜．｜（．1．All　of　these　factors　speak　of　the　cultural　and　I）olitical

po～ver　of　the　Austriall　Empire（）ver　this　regi（：）n　dしlring　the　l8th　cerltuny．

This　paillting　has　as　its　background　the　extrernely　fascinating　fact　that　it

is　one　example（）f　the　unique　regi（．）nal　cuitural　phenomena（．）f　the

Lornbardy　region　that　was　fostered　by　its　interactions　with　Austria，　al．〕d

quite　urllike　the　cultural　spheres　of　l8th　centul’y　Venice　or　Ror”ne・

　　ln　terins　of　the　woi・k’S　CUrrent　condition，　the　painting　was　painted　on

eXtremely　rOUghly　wOVen　Canvas　and　tod～）y　the　lining　With　fl（1）Ur　paSte

remaills．　Judging　lr（．）m　the　ret（．）uchir｜g　and　crack｜ing　traces　，　the　work　is

th（：）ught　to　have　t）een　rolled　at　some　pOil．｜t．　R．　Shepherd　carrie（l　out

cor｜servatk川work　in　l999，　when　old　x’amish　was　removed，　the　paintil｜g

was　washed、とmd　cracks　arld　rr）is　sing　areas　wel’e　repaired．　Today　the

painting　is　in　stal）le　condition．　　　　　　　　　　　　　　（トレ．1itsumasa　Takanashi）

Note

l）　（．exh，　cat．）Cθ〃o　Cω’／oノ．le　1686－17715．1）（！t・’Aノ．isba（ゾ～el．’Aitftra9、　Peter（）・

　　　KrCickmai）i．｜（ed．），1990，　pp．74，166－168．

2）　F．Lechi、“Un　elenco　di　abbozzi　delle　opere　di　Carlo　Carlol．｜i「’，　in　4”t（・

　　　Lon］br〃’c／（1、　vol．X，1965，　p．128．

3）　Ad〔．）Viennensis　Ar〔：hiepiscopus，ル1ω’t．y”o～ogiL〃n，”D．　llL　Kal．

　　　Sq．）tembris”．　in　Migne．ノ）a〃ひ／r▲9↓（∫Latin（ノ、　MPL123．　PP．342－344．

4）〃〃’（1．

ll



一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会歴Exhibition：Vilhelln　Hammershoi、　Nationaltnuseuin　Stockholni，18．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Feb．－07．　May　2000（カタログ外、追加作品として展示）、

ヴィルヘルム・ハンマースホイ［1864－1916］　　　　　　　　　　文献Literature：Alfred　Bramsen　and　Michaelis　Sophus，　Vi〃ielni　IVainrnershoi，

《ピァノを弾く妻イーダのいる室内》　　　　　　留：1ぽ㌶㍑㍑溜；耀》「ぽ，㍑瀦㌶㍑；蕊㍑P」°9；

1㌫。，・7ス　　　　　　㌶＝蹴＝：㍑品三膿＝聯㍑㍗
76×61．5cm
l［llilf［iイi一ト’（こ6己7IVH

Vilhelm　Hammershoi［Copenhagen　1864　－Copenhagen　　　　　　　、
1916］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィルヘルム・ハンマースホイは、デンマーク19世紀末を代表する

Interior　with　lda　Playing　the　Piano　　　　　　　　　　　　　　象徴派の画家として、近年、再び評価が高まっている。没後、デン

1910　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マーク本国においても忘れ去られてしまうが、．生前にはドイツ、フラ
Oil　on　canvas

76×61．5　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス、イタリアとヨーロッパの国際展で次々と高い評価を得た画家
；il；8㌶；「「ight　with　m°n°g「am　VH　　　　　　　であった。以下に、当時の名声の例を挙げてみよう。。ダンの秘書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をしていたライナー・リルケは、ハンマースホイに会うためにわざわ
来歴　Provenance：Mr　A］exander　Maitlandl　Edinburgh；Admiral　SirNigel　and　　　　　　　　、　　　　　　　　　　－

Lady　Henderson；Swedish　private　c。11ector．　　　　　　　　　　　　　　ざコペンハーゲンを訪れた。ハンマースホイは、リルケがロダン以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外で唯一、芸術論を書くに値する画家であると高く評価する。しか

12



し、残念ながら、リルケによ・）てハンマースホイtliltSが着r：されること　　　い　本作品に描かれているのは、白い大きな扉でつながれた二つ

はなかt・たこのことでリルケは、ハンマースホイを紹介してくれた　　　続きの部屋である　白い扉は我々にlfiJかって開け放たれ、左手か

違術り↓家のカール・マスンにあてた謝罪の「紙を残しているまた、　　　ら射す外光が室内を劇的に！！（tらし、奥0）部屋では妻イーダが我々

フランスの批評家テオドール・デュレは1890年にコペンハーゲンを　　　に背を向けてピアノの前に座っている　その後姿から、彼女がピァ

訪れ、ハンマースホイの作品を高く、、’［三価したことがある（Vad、　pp．82一　　　ノを弾いているθ）かどうかは定かではない、しかし、両開きの扉が

85）ドイツではベルリンのパウル・カッシーラー画廊がハンマース　　　我々に向かって開けられているために、ピアノの音色が画面から流

ホイの作品を求めて、コペンハーゲンで少なくとも2点の作品を購　　　れて出てくるかのような効果を生み出している。また、妻イーダの

人したことが’Jlllられている（Bramsel1，　nr．270，280）IS）05年には、べ　　　後姿は、フJl．ルメールやエマニュエル・デ・ウィッテなどの17世紀オ

ルリンのシュルテ画廊で個展が開かれ、1911年にはローマのk｜際　　　　ラン列1‘〔金期の室内lllliを思わせることから、ハンマースホイが古典

美術展でクリムトらと並んで・等賞を獲得するなど、デンマークの　　　［llliに取材していることも見て取れるL／イーダの頭」二には銅版画と思

lllli家として先例がないほどに名声を極めることとなった、ウフィツィ　　　　しき額絵が架けられているが、そこに何が表わされているかはわ

美術館はそうした業績から、晩年のハンマー一・一一スホイに自ll柄象を依　　　　からないため、オランダ黄金期の絵画とは異なり、鑑賞者はこの絵

頼する‘ハンマースホイの没後、妻イーダによってようやく寄贈され　　　　の解釈のr一がかりを見つけることができないe同様に、前景には一’

たジ1画像は現在も同館の肖像画コレクションに収められている，、　　　　脚の椅仕楕liJ形の食卓が描かれているが、そのLに載せられた

　しかし、ハンマースホイの名声は前衛芸術の台頭とともに急速に　　　銀皿が無機質な表情で我々鑑賞者の解釈を冷たく拒絶しているよ

忘れられていく。ハンマースホイのコレクターであり、377点を網羅　　　　うでもあるテーブルの右後ノ∫には四角いテーブル、さらにその向

した作品カタログを1918年に出版したアルフレズ・ブラムスンは、　　　こうには何も人っていない本棚、そのヒには風景版画と思しき額絵

1917年、自らが所有する28点の作llnl｜を国立美術fi1’iに寄託する契約　　　　がもう1点架けられている、同じ年に描かれた《lllii家のイーゼル》

を結び、それらの作品は通称「ハンマースホイ・ホール」とよばれる　　　　（コペンハーゲン国のξ術食削では、これと1司じ版画がより鮮明に表

賛沢なスペースで展示されていた（Bramsen，　p．76）。しかし、1931　　　わされており、この版lllliがCAロレンツェンの絵画《4月ln、コペン

年には展示スペースの不足を理由に、すべての作品がブラムスン　　　ハーゲンの闘い》に基づくJ．F．クレメンスの銅版画であることが確認

に返却されるという事態が起こる。再評価の兆しは、1981年のオー　　　　されてはいるものの（Exh．－cat．　Copenhagen／Paris／New　York

ドロブゴー美術館でのllll顧展まで待たなければならない。ようや　　　　1997－98，　no．68，　p」76）、画面全体に何らかの意味を与えているとは

く1987年になって、返却されたブラムスンの作品28点のうち6点がllJ：　　　思われない．こうした冷たい表情を見せる家具や不鮮明な額絵モ

び国、ヒ美術館に戻されることとなった（Vad，　p．93）。その後は1997一　　　ティーフは、ハンマースホイの全作品に共通の造形語彙で、作品ご

98年のオルセー美術館およびグッゲンハイム美術館での巡回展に　　　　とに配置を換え、何度も繰り返し登場する。それはまるで、舞台装

より、ハンマースホイの画業が国際的舞台に再び返り咲き、1999一　　　置のように生活感を伴わない「しつらえ」でしかなく、かろうじて室

2000年にはイェーテボリ国、ヒ美術館とストックホルム国立美術館、　　　内を満たす白然光が、人が生活する空間であることをほのめかし

2003年にはハンブルク美術館と展覧会を重ね、ハンマースホイ作品　　　　てくれるのである、

の｜li場価格も劇的に高まっていった，，そして、2008年に国立西洋美　　　　　ブレズゲーゼに住んでいた3年間に描かれた室内画は、どれも

術館は日本で初めての回顧展をロンドンのロイヤル・アカデミー・オ　　　完成度が高く、ハンマースホイの後期を代表する室内画として高く

ブ・アーツと共催し、日本でもこの画家に注目が集まることとなった．　　　評価されている。ブラムスンのカタログによると、1910年から11年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけてハンマースホイは、15点の室内画を描いており、そのほとん

ハンマースホイが描いた作品の中で、最も愛されているのは室内　　　どがこの2室をモティーフとしている。カンヴァスの・」＾法はストラン

画であろう。19世紀末に活動したアンナ・アンカーやピーダ・イルス　　　ゲーゼ30番地での室内画と比べて大きくなっているのは、新居の

テズ、カール・ホルスーウらに代表されるいわゆるデンマークの室　　　　天井が以前よりも高くなったことと関係していよう。そしてそれら同

内画派たちが、明るい光に溢れた親密な雰囲気の室内を描いてい　　　　時期の室内画は、どれも青灰色の繊細な譜調で画【ftiが支配されて

たのに対し、ハンマー一・・スホイはモノトーンと見まごうほどの渋い色調　　　　いる．そのうち、白い扉が画面中央をtlfめ、なおかつイーダが表わ

で室内の情景を崇高に表現し続けた。その大部分がコペンハー　　　されているものとなると1911年の《室内、ブレズゲーゼ25番地》（ア

ゲン、ストランゲーゼ30番地にある自分のアパートの室内であり、妻　　　　ロス・オーフース美術館）、あるいは《本を読むイーダ》（ストックホル

のイーダが登場人物として頻繁に描かれている。しかし、そのほと　　　　ム国立美術館）の2点が本作品の比較作品となるだろう。オーフー

んどが後姿であり、鑑賞者は彼女の表情を窺い知ることができな　　　　ス作品（fig．1）は、本作品よりも白い扉に向かってクローズアップし

い。室内の表現も、何らかの物語を示唆するようなモティーフが極　　　　た構図となっている。蓋の閉じられたピアノに手をかけてたたずむ

力排除されているため、鑑賞者が作品解釈の糸rIを見つける可能　　　　イーダは、こちらを向いて微笑む。彼女が幸福そうに描かれた珍し

性も制限されている。そうした表現から、ハンマースホイの作品は　　　　い作品のひとつである。ピアノのLには、引越前のストランゲーゼ

しばしば「語られることのない物語」と称されてきた。　　　　　　　　　30番地の住居でも何度か描かれたロイヤル・コペンハーゲン製の

　本作品は、ハンマースホイが1910年にブレズゲーゼ25番地に引　　　パンチ・ボウルが置かれているが、本来見られるはずの・青絵付け

越した年に描かれたものである。夫妻は、3年後の1913年に、かつ　　　はここでは省略されている。ピアノの前に置かれた椅子の脚が3本

て住んでいたストランゲーゼ30番地の向いにあるストランゲーゼ25　　　だけしか見えないのもハンマースホイの特徴的な表現である。スト

番地に再び引越すため、ブレズゲーゼの室内を描いた作品は少な　　　　ックホルム作品（fig2）は、一層クローズアップされた構図となり、前
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瞬轡　　幽嘱“　．　　　本作品の購入によって

と国、：ノ：西洋．美1］；「館で開催さ

れたハンマースホイ展に、後

期作品の白眉を加えること

ができただけではなく、本館

のシャヴァンヌやカリエール

といったフランス象徴派のコ

レクションの1幅を広け’ること

が可能となった、，また、1920

年代のローランやヴュイヤ

ー ルによるフランス室内1由iと

fig．1ハンマースホイ《室内、ブレズゲーゼ25番地》1911年、　　　　　fig．2ハンマースホイ《本を1涜むイーダ》1911年、～【II彩・ヵ　　の比較展示によって、鑑賞者

　　欄’カンヴァス・74×69cm・ア゜ス’オーフース酬館　　ンヴアス・73二61　C・・ス1’・クホルム国ぱ術館　に近代酬・における北欧。、
　　Hamnlersh・i・　／titerioi’，　Bi”edgad（フ25，1911，・il・n・carlval　，　　　　Hammersh・i，　fntet’iont，）ith　a　LtVomati　Reacling、　1911，

　　74×6g　cm，　AR。S　Aarhus　Kur］stn〕useしIln，Aarhus　　　　　　　。il。1コcanvas，713×61　cm，　Nati。nalmuseum，　　　一・例を提供する大きな役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stocki］olm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を果たすことであろテ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤ll㍉：樹）

景の部屋で立ったまま本を読むイーダが描かれている。ハンマー

スホイが、フェルメールの《手紙を読む青衣の女性》（アムステルダ

ム国立美術館）を手本として描いた《手紙を読む女性のいる室内》

（1899／1900年、個人蔵）から10年以上経てもなお自作の旧，主題を

繰り返していることが興味深い・どちらの作噸が高いが・ブラ　漂㌦蕊蒜隠蹴瓢蕊il㌶1鵠ぽ

ムスンのレゾネに図版が掲載されているのは西美作品のみである　　　world．　After・his・death　Hammershoi　was　largely　forgotten　both　in　and

ことから、当時本作品の評判が高かったことが窺える。　　　　　　　　　out　of　Denma「k・but　du「ing　his　lifetime　he　was　highly「ega「ded　at

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　international　exhibitions　held　in　Germany，　France，　and　Italy，　attaillillg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　an　international　renown．　The　following　are　examples　of　his
ロンドンの修復家による2007年5月の調査報告によると、本作品の　　　　acknowledgement　by　some　of　the　famous　people　of　the　day．　Rein（r

状態は極めて良好とある。また、1点の加筆もなく、裏打ちも施され　　　Ma「ia　Rilke・Rodin’s　sec「eta「y・t「aveled　all　the　way　to　CoPenhagen　t（）

ていない・同じ修復家によって同年3月には・ワニスの除去が行な　黒i；1霊漂惣慧1、蕊：aごs黙麗1）㍑1〔〕ll；i

われ、’『時の輝きが戻された。来歴に関しては、ブラムスンによると、　　　unfortunately，　Rilke　never　had　the　opportunity　to　write　his　Hammershoi

lglO年にコペンハーゲンの芸術協会が本作品を購入していること　　　thesis；an　aPologetic　lette「f「om　Rnke　to頒histo「ian　Ka「1　Madsen・wh°

がわかる・ただし・この購入は・展覧会開催後の買い上げ作品で　＝蕊1；lttl隠慧：＝、：爾tllJ㍑蒜；lll

はなく、芸術協会が例年行なっていた会員の頒布会に供されるた　　　Hammershoi’s　work（Vad，　pp．82．85）．　The　paul　Cassirer　gallery　in　Berlin

めであった。会費を納める会員は、年に一度の頒布会でのくじ引　　　sought　wo「ks　by　Hamme「shoi　and　is　known　to　have・at　the　veiy　least・

きにより作品が当たるシステムであった・現在の芸術協会にこの　；鵠t㍑；f＝慧＝「；ll蕊麗；罐：惣＝

頒布会の記録は残っておらず、残念なことに詳細は不明である、）　　　Hammersh②i’s　works、　In　lglI，Hammershoi　received　a　first　prize，

その後、本作品の行方は一時わからなくなる。1916年に同芸術協　　　　alongside　Gustav　Klimt・　in　the　Roman　Inte「nationale・These　and　othe「

会で1”・jかれたハンマースホイ1莞後の1・噸では275点もの作iFriが　灘1＝蒜惜蒜：。㌶⊇1惣蒜

展示されたが、カタログを見るところ本作品は展示されていない。　　　in　his　late　years．　After　Hammershoi’s　death，　his　wid。w　lda　finally

本作品が再び公の場で展示されるのは2000年のイェーテボリ　　　　P「esented　the「equested　self“Po「t「ait，　which　today「emai「1s　nl　the　Uffiz「s

スト・クホルムでのハンマースホイ展であった・このときは・展覧会　P°＝ll；三；。，，sh、、’s，、m。w。、q、1、。kly，。rg。t，en　with，h，，、，e。f

中にスウェーデンの所蔵者が展示を提案したことによる予想外の　　　avant－garde　arts．　Alfred　Bramsen，　a　collector　of　Hammershoi　works　and

追加作品であったためカタログに図版が掲載されることはなかっ　　　　autho「of　the　catal°9ue「aisonn6　Published　in　1918　that　included　377

たものの・別刷りで印刷された一葉力・カタ・グに差し込まれた・　蕊1三ご蒜熟e隠蕊蒜1ぽ1㍍1；llll：慧1

　作品に添ってきた額縁は、裏板にエジンバラの額縁商のラベル　　　kn（）wn　as　Hammerg．　1〕oi　Hall（Brainsen，　p．76），　H。wever．　citing　lack。f

が付けられていることから、エジンバラの個人コレクション期に作ら　　　disPlay　space・　all　of　these　w°「ks　we「e「etumed　to　B「alllsell　m　l931・The

れたようだ・カンヴァスの木枠は明らかにオリジナルー…充分に堅　㌫蒜隠1111㍑；；忽ぽhぽ㍍1㍑㍑；㍑；；

固である。また、ハンマースホイは少数ではあるが自作の油彩画を　　　　w。rks　given　back　t。　Brainsen　were　returned　to　the　National　Museしlm

もとに素描を残すことがあり、本作品の素描も個人ll幾で1点確認さ　　　　（Vad・P・93）・Late「l　Hamme「slxbi°nce　as」ain　ente「ed　tl’ie　inte「nati°nal

ll



stdgc　yv　1tl）th£、　hdx¶llnqい＼h｜b山（川held　al　the　Mti、ピc　d　O卜d、川（いhい　　　　up《｝l　ttnel～gldded　bhl“h　qld、　tones　Wlthln　the　group，　there　are　two

Gllgqいllhelm　m　1りり7－981n　l9り9－2000　the　Kon、tMUseUIIII　Got（’1）｛｝｝g川d　　　　　thdl（dl｜1）e（ompd｝e（l　t（）this　work，　edch　wlth　the　white　doonn　the

the　Ndtlondllllusいtmm，Stoc　khelm　Iiel（l　e＼hiln“c）n、｛olk，w（・d川200みl　b、　　　　　c（・ntcr　oいhe（oml）osLtLOII、II｜d　d　d（・p“tloll　of　Ida　These　two　works　are

dl［e＼hlb｜tlolld日h（・日dlllb川号ul　Kunsth、ille　dl］（ontnl）utmg，　（lrdniatK　dllx　　　　　the　1〃’‘・〃‘〃B’〔・（／g」〔id（・25（ARoS　Adlhu～Kur］stmuseum）and　ln　tenor　with

to｛he　m、ukd　l）u〔（・ol　Hdmm｛．，1、hoi　s　wolk、　lll　2（）08、　th（、　NMWA　LII　　　（／Mo〃κノ〃A）（・（1（／’〃4（Ndttondlmuse川ll　Stockhc）lm）The　Aarhus　work

con〔ett　us　lt　h　Ihい1〈oxdl　A（、ldいm、　1川idon　hekl　l、｜pdlピ、川st　　　　（flg　l）i］）otc’so　thcii）th（・NMWA　work，　lsacloseup　of　the　scene　beyond

lct｝ospいd｜、いe＼hlb山oll　o口lal｜imershoi　s　wotk、　lou“mq　Idpdn　s　　　　　the　whlte　d《）ol　I’he　pldno　hcls　lt、　ll（1、hllt　and　Idastandswlth　one　hand

，lttc・1山o［1011　tlus　d山st　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝111hい1）1，ul《）fd（川g　the　ylewer　dnd　gelltly　smiling　Thls　ls　a　rare　work

　　l）tobabl、　Haminい“hol　s　mo、日｛）、いd　work、、ue　his　lntcrlo｝s　Th（・　　　　～howlllg　hいl　m　d　lldppv　mood　A　Rovdl　Copenhagen　purlch　bow1，

D、1川、h　llltc・ll〔｝1　PdmtP“ddl、e　dt　the　end　ot　th（、19th（cnturv　su（．’h・）s　　　　　　　f｝eqticntlN　（lep“ted　l）mot　l（）theLr　mo、efrom　Strangade　30，　apPears　on

へ1川、1Ank（it　P（・tい111sted、川d　C、nlllolsoc　Pdlllted　ll）tellOl～flo（）ded　wlth　　　　　toP　of　tllc　pl・川｛｝，　dnd　vd　here　th〔・cxpec　tcd　undergla∠e　blue　decoratlon

bn　g，　hl　l｜2ht　dlld　cl　sいllse《〕f　mtlm、“v、　whilc、　on　the　other　hdnd，　　　　　1～olmtted　holi｜thc　bowl　OIllv　thiee　ot　th（’fourleg．solthe　chalrplaced

日dlilmetshoi　l）dl川cd　subduc・d　lntellol～、　to　the　Pomt　of　monotone，　wlth　　　　beforc　the　pl・mo（・m　be　seen，｛md　this　Is　d　dl～tinctively　Hammershol

dll　CXdlk・d、Cl1Se　ot　elnOt1（川dl～ettlng　The　mdUOIltY　Of　HdrnnierS　hoi’s　　　　　depl⊂tlOrl　The　St（）（kholm　WOrk（llg　2）Shows　dn　dll　the　C10Ser　ClOSe　Up

xへ　oi　ks　（ile　Llnages　ol　hls　own　dpclrtmcil］t　dt　Str、mgdde　30　m　Copenhagen，　　　　vlew，　wlth　lda　st、mdlng　reading　d　book　m　the　foieg．　round　room　lt　is

dll（i　th℃one　per．s（ハn　who　ftequently｛｝pl）edts　ln　these　scenes　LS　　　　　fasclnatlng　to　n（）te　that　thl～mdtk～Hdmlner～hol　repedtmg　an　old　sublect

lldmmciishoi’s　wlfe　lda　However，　the　mdJorlty　of　the　lmage～ol　lda　are　　　　　of　hks　own　froln　d　de（dde　befoie，1〃rc〃（，iω∫〃～σVVom（1tl　Rea（∫～ng

bd（kvlews　dlld　thし1s　the　v［ewer　Is　not　prlvy　to　her　elnotlol）g　or　faclal　　　　　（1899／1900，　prlvate　colledlon），　whlch　m　turn　wa．s　based　on　Vermeer’s

eypresslong　The　lnterlor　expressl（）n　］tself　is　alsc）gtrlpl）ed　of　all　narratlve　　　　倣）man　Re（～dingαLetter　While　both　the　Adrhしls　and　Stockholm　works

clements，　gMng　vlewers．（川ly　a　hmited　c［ue　as　to　a　work’s　　　　are　of　hlgh　quallty，　lt　ls　only　the　NMWA　work　that　ls　reproduced　ln　a

lllterpletdnoll　Given　these　factors，　Hammershoi’．s　works　are　often　called　　　　　plate　ln　Bramsen’s　catalogue　rdlsolll）e，．suggestlng　that　at　the　tlme　this

Lsl（川e～thdt　are　n（）t　told”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　work　was　hlghly　regarded

　　Thl～pa111tlng　wds　palnted　m　lglO，　the　year　that　Hammer～hc）l　moved　　　　　　Accordmg　to　the　gu　rvey　report　of　Mdy　20〔〕7　by　d　London　conservator，

hom　Sh、mgdde　30　to　Bredgade　25　Three　years　later，　ln　191i3，　the　couple　　　　　thls　work　ls　m　extremely　good（o！）ditL（）1］Further，　there　ls　not　a　slngle

mo～ed　dgdm　to　Strangade　25、　across　the　street　froln　where　they　had　　　　　stroke　of　added　blu～hwoik．　dlld　there　LS　IIo　bdcklng　attached　to　the

h、led　at　Strangdde　30，　dnd　there　were　only　a　few　paintings　created　of　the　　　　　work　The　sdme　London（onse｝vdtot　removed　the　varnish　ln　March

Bredgade　IIIterlor　Thig　palntlng　teatures　two　Bredgade　rooms　　　　2007　returllmg　the　ongmdl　sparkle　to　the　woik　The　provenance　of　th［s

connected　by　a　large　whlte　door　The　whlte　dooi　stands　open　towards　　　　　work、　dccordmg　to　Bram～e・　n，～tates　thdt　ln　l〔）10the　work　was　purchased

the　vlewer　whlle　llght　shlnes　ln　diamatically　from　the　exterlor　to　the　　　　　by　the　Kun～tforenmgell　ol　Col）enhagen　However，　that　purchdse　wds

left　Hamrnershfoi’s　wife　lda　sit～dt　a　plano　in　the　far　room，　wlth　her　back　　　　not　the　cdse　ol　d　pdmtll）g　purchased　after　an　exhlb由（）n　has　closed，　but

to　the　vlewel　Glven　the　back　vlew　lt　ls　hdrd　to　determlne　ll　Ida　Is　　　　　rather　dppears　to　have　been　a　purchase　by　the　dl～ttibution　soclety　that

pldymg　the　plano　or　not　Howevei，　because　the　door　Is　open　towards　　　　　was　related　to　an　annual　event　The　members．　who　pa［d　thelr

the　vlewer，　we　can　magme　the　effect　of　the　plano　Muslc　flowing　out　of　　　　membershlp　fees　were　allowed　to　partlclpdte　ln　dn　amual　drawmg　and

the　compo～ltloll　Further，　the　baしk　vlcAws　of　Ida　are　remmlsしent　of　　　　　the　system　allocated　pamtlngs　for　pu　rchas　e　Unfortunately，　whlle　thls

Dutch　l7thしentury　Golden　Age　palnters　such　as　Vermeer　and　Emanuel　　　　　group　ls　stlll　extant、　the　records　of　their　distribution　soclety　are　not

de　Wltte，　and　Itseernstha田ammerghc）i　was　drawing　on　classical　works　　　　extant，　and　thu～the　detdils（）f　thls　matter　alenot　known　The

｛or　hic　conipo～ltlons　What　appear～to　be　d　fralned　etchmg　hangs　over　　　　whereal）out．s　of　the　pallltlng　after　thdt　nme　dre　unkl〕own　The　same

lda’s　head、　but　the　subJect　of　the　framed　lmage　ls　lndeupherable　Thus，　　　　group　held　a　posthumous　retrospedlve　of　Hdmmershoi’s　work　ln　19．　16．

unlike　the　Dutch　Golden　Age　lmage．s　fllled　wlth　s．　ubJect　matte】hlnts，　　　　and　there　were　a　total　of　275　workg　dl～pldyed　Examlnatlon　of　the

here　Hammershol　does　not　provlde　lnterpretlve　hints　for　hls　vlewers　　　　　catalogue，　however，　indicates　that　thl～work　wa．s　not　displayed　Thls

Similarly　a　gmgle　chalr　and　an　oval　table　are～een　m　the　foleground，　　　　　palnnng　flrst　reappeared　m　public　at　the　Hammershol　exhibition　held　at

but　the　sllver　digh　placed　on　the　table　contouiids　the　vlewer’s　　　　Goteborg　and　Stockholm　m　2000　The　work　was　m　d　Swedish　prlvate

mterpretation　with　its　simple　lnorganlc　form　A　square　table　can　be　seen　　　　　co［lection　at　that　tlme　and　a～lt　was　a　late　addition　to　the．sl〕owパt　wds

to　the　rlght　bdck　ol　the　oval　table，　which　m　turn～tands　m　front　of　empty　　　　not　lncluded　m　the　exhlblhon　cdtalogue　A　separately　prlnted　lmage　of

bookcd．ses　The　framed　work，　whlch　appears　to　be　d　landscdpe　lmage、　　　　the　work，　however　wa．s　distnbuted　with　the　cdta［ogue

hang～above　the　bookcases　The　A　rtist　’s　Easel（Statens　Museum　for　　　　　The　label　on　the　back　edge　of　the　frame　ls　that　of　an　Edlnburgh

Kun～t，　Copenhdgen）wds　pamted　the　sdme　year、　and　lt　provldes　a　　　　hamer，　and　lt　seems　to　have　been　made　when　the　work　wds　ln　a　prlvate

cledrer　rendermg　of　the　prlnt　on　the　wall　Judglng　frorn　that　palntlng，　　　　　collection　in　Edlnburgh　The　stretchers．　for　the　canvas　are　clearly　the

the　pi　int　was　J　F　CIemen’s　engravlng　of　C　A　Loerntzen‘s　painting，　The　　　　origlnals　and　qulte　stable　Further，　while　only　d　few　exlst，　Hammersh②i

Battle　of　C（，ρetl∫laget］（Exhぐat　Copenhagen／Parls／New　York　l997－98，　　　　dld　create　drawlngs　of　hls　own　oll　palntlngs，　and　one　drawmg　of　thls

no　68　p　l7〔）），　but　lt　does　not～eem　to　have　hdd　any　partlcular　meanlng　　　　　work　can　be　confirmed　today　m　a　private　collection

llコtelm．s　of　the　composltlon　overall　M（，tlfs．such　dg　furmture　wlth　tt．s　　　　　　The　purchase　of　thls　palntlng　not　only　allowed　us　to　lnclude　one　of

lnorgalllc　expres～1〔）n　and　unidentifiable　framed　plctures　are　vlsual　　　　Hammersh（う1’s　Iate　great　works　ln　the　exhibMon　held　ln　flscal　20081n

、occl1川ldry　sh、ired　dcro～．s　Hammersh（t）ピs　work～、　wlth　thelr　posltlons　　　　the　Royal　Academy，　L（）ndon，　and　at　the　NMWA，　lt　also　broadened　the

change〔1　canvd～by（dnvds，　ea（hreappedrmg　numerou．s　tlmes　Thege　　　　collectlon　ol　French　and　Eしiropean　．symboligts　in　the　NMWA，　such　as　the

stage　ptol）－llke“flttmg～”do　not　ddd　d　sense　of　everyddy　llfe　to　the　scene，　　　　museum’s　Puvls　de　Chavanne，　dnd　Carr1さre　Further，　the　comparlson　of

and　lt　Is　only　the　ndtural　light　that　fllls　the　room～that　glve　a　senge　that　　　　　thls　work　wlth　the　l920s　works　of　Ernest　Laurent　and　Edouard　Vulllard，

they　dle～pdしes　for　humdn　llfe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reveal　one　example　of　the　malor　role　played　by　northern　Europe　m

　　The　lnterlor～palnted　l）y　Hdmmershoi　dunng　the　three　yedrs　he　llved　　　　　　modern　art　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Naoki　Sato）

at　B］edgade　ale　highly　esteemed　as　representatlve　ol　Hammershoi’．s

later　period　According　to　Bramsen’sしatdlogue，　Hammershol　pdlnted　l5

11）terlo1’s　dLmng　the　years　lglO　to　19．1Lwlth　the　malorlty　of　them　on　the

mohf　of　these　two　IoOMS　The　canvases　for　these　works　dre　larger　than

those　for　the　lnterlor　scenes　pdinted　at　Strangade　30，　and　thls　could

have　to　do　wlth　the　fact　that　the　new　apartment　had　hlgher　ceilings

Thege　Interlors　from　the　sdme　tlme　penod　all　have　composltlons　made
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展覧会
Exhibitions

コロー光と追憶の変奏曲

Corot　Souvenirs　et　variations

会期：2008年6月14日一8月31日

主催：国、ヒ西洋）こ1’ドJ：館読売新聞東京本社NHK

入場者数：286，173人

Duration：14　June－31August　2008

0rganizers：Natlonal　Museum　of　Western　Art／The　Yomiuri　Shimbun／NHK
Number　ol　visitors：286，173

バルビゾン派の展覧会にしばしば顔を出すコローだが、意外なこ　　　　とそのほかの画家の作品を集め、コローの全体像を描きlhすこと

とに、彼を中心にすえた展覧会が開かれる機会はそう多くはない。　　　ができた。またモネやシスレー、ルノワール、ドラン、ブラック、ピカソら

ルーヴル）（2一術館の協力を得て、初期から晩年までの作品を集大　　　との比較展示は、コロー芸術が内包する近代性を示すとともに、こ

成した今lulのコロー展は、質的にも量的にも久しぶりの本格的な　　　れらの画家たちの作品の新たな魅力の発見にもつながった．本展

回顧展となった．また国際的にも最初の試みとして、印象派からキ　　　を出発点としつつ、この若い世代への影響というテーマに焦点を

ユビストまでコローの芸術に深い影響を受けた画家たちの作品を　　　あてて作品を拡充したコロー展が、その後、ランスとヴェローナを

あわせて展観し、このlltli家と19、20’ILI：紀芸術の接点の再検討を試　　　　巡回したことは特記しておくべきだろう。

みた，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本展には多くの来館者が訪れ、専門家、一般の美術愛好家0）双

　コローというと誰もが想起するのが、謁がかった夢想的な風景に　　　方から好評価を得た。一方、一部の作品の照明方法については来

ニンフが舞い踊るといった作品だろう。しかし古典的伝統の中で　　　館者から厳しい意見も寄せられ、美術館の展示に対する一般の来

画家修業を始めた若き日のコローはイタリアで戸外制作に励み、率　　　館者の関心の高まりをあらためて実感する機会となった、作品の

直な表現が際、γつ油彩習作群を残した。最初のセクションでは、　　　構造や展示環境の諸条件から限界があることはやむを得ない’IF実

イタリア各地で描かれた風景画や人物画を中心に、師の作品など　　　だが、こうした指摘を今後の工夫につなげていければと思う。

もあわせて初期作品を紹介した、その後もコローは生涯を通じて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（陳岡めぐみ）

フランス各地を旅し数々の優れた都市風景や田園風景を生み出し

ていぐ続くふたつのセクションでは、鋭敏なレアリスムの感覚と抜　　　［カタログ］

群の造形力によって革新をもたらしたその風景画の多彩な魅力を　　　　編集：陳岡めぐみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：美術出版デザインセンター
展望した、’ノ∫、コローが研究や個入的な楽しみのために手がけ

ていた人物画も今ll、高く評価されている・風景画に続き、彫塑的　　　　作品輸送・展示：ヤマトロジスティクス

な表現と確固たる存在感をもつ人物画の数々を紹介するセクション　　　　会場設営凍京スタデオ

も設けた，J晩年に向かうにつれコローはかつて旅した十地を追想

し、アトリエで再構成した多くの詩的な風景画を残した。最後のセ

クションにはこのコロー独特の絵画ジャンルを集め、展覧会をしめ

くくることとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Corot’s　works　appear　frequently　in　Barbizon　School　exhil）itiollS，　but

　展覧会の見所としては、ルーヴル美術館が所蔵するコローの代　　　　only「a「ely　is　he　the　focus　of　exhibitions　hims　e］f・Thanks　t°the

旅《モルトフ・ンテーヌの酬1》・《青い服の婦人》・《真珠の　1㍑㍑。鵠二㍑㍑忽、：1蕊：1蕊㍑：ぽll

女》が顔をそろえたことが挙げられる。とくに《真珠の女》は口本初　　　earliest　days　t。1）is　final　period，　The　exhibiti。n　als。　featured　w。rk：　by

公開となり、多数の熱心な来館者を集めた．、これらの作品をはじめ　　　　Pailltc）「s’　from　lmp「essionists　t°Cしibist：　，　wh°we「（／’　d｛．iciply　influ（’11cc（l　by

ルーヴル美術館所齪・を核に・欧米細や・本国内の美術館個　㌫蕊1㍑ご；；瓢ご，lll：laminati°剛he剛輌祠

人コレクションなど約60カ所の所蔵先から総数118点に及ぶコロー　　　　Menti。n　C。r。t　and　it　is　likely　that　most　l）eople　will　rememb（｝r　his
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dr（am－hk（misty　landscapes　and（lallcmg　nyrnphs．　However，　the　youllg　　　　　lightii〕g　Inethods　on　solne　works、　alld　it　was　all　oppol’tumity　to　once

Corot，　wh（．）began　his　painthlg　studies　ill　the　classical　traditioi．1、　strove　in　　　　　again　experiellce　thc，・high　regard　of　S，eneral　visitors　f（．．）r　art　museuln

his　efforts　to　create　plein－air　w（，rks　ilコltaly　and　he　left～ユIlumber　of　oil　　　　　displays．（〕iven　th（immutable　limitati（）ns～md　factors　il｜volved　ill　a

sketches　characterized　by　the　direct　expression　of　their　subjects．　The　　　　　display　environ！11ent．　we　II．lust　somel】ow　iink　th（se　mdicatiolls　from　the

first　section　of　tl．｜is　exhibition　introduced　these　early　period　works、　al（．）llg　　　　　audiellce　t（．）（．）urfuture　handling」（’）f　1　ucl）matt（t　rs．　　（Megumi」i【．igaoka）

with　those　of　his　teachers．　Later，　Corot　traveled　thr（：）llghout　his］ife，

visiti］lg　the　far－flung　French　regions（：reatins」rnany　supel’b　urban

landscapesalld　rural　landscapes．　The　second　section　exhibited　the　　　　　　　　［Cata［ogue］

diverse　aPl）eal　of　the　bndscapes　that　Corot　created　throtlgh　rea］ist　　　　　Edited　by：M（’9umiJmgaoka

sentime。t、　a。d，upe，i。r　d。pi。tive・、kill，．0。　th。。th。・h・nd、　C・r・t・・　p「°duced　by：Biil”tsu　．Sh’tPl．）an　Dc｝sign　Centc「

expc・im・rlt・with　figu「al　paintings　f°「his°wn　study　alld　pleasu「e　a「e 　T，a。sP（）rt　a。d　lla。dling，　Y。m。，。　L。gi、，i，、（・。，エ，d．

t・d・y・1・・highly　praised・C・・tin・i・lg・・1・・m　la・d・・ap・…ev・・al　fig・r・　　E・hibiti・n　de，ign・’Ibky・Studi・

Pain加gs　with　sculptural　expressi《）ll　and　a　firm　sense（．）f　presellce　were

also　introduce（l　ill　this　secti（．）n．　Ill　his［ater　years、　Corot　relnerllbered　the

sites〈）f　his　trave］s　and　left　mally　poetic　landscapes　that　he　recreated　ill

his　studio．　The　finalsection　explored　this　uniquely　C（．）rot　genre．

　　The　highlight　of　the　exhibitioi．I　was　the　lineup　ol　masterpie“s　lrom

the　L（．）しlvre、　A～ρ（’（）〃（～ctiorl　o∫ルfo’イε／b〃’（lit］（」，　W4っ17～〔～〃in　Blue　and　U／bm（〃～

tvi〃～〃～ρ∠ρ（～ar／．　ln　particular，　this　was　the　first　Japanese　showmg　of

Hio　ti～‘〃～～．oi〃～〃～（・Pc～（～〃and　it　broしight　quite　a　number　of　diligent　art

viewers　to　the　exhibition．　With　these　three　works

and　otho’Louvre　works　as　its　core，　the　exhibition

presented　an　image　of　Corot　in　his　cl］tirety　through

an　assemblv　of　a　total　of　l　l8　w（．）rks　bV　COrot　alゴld

（）t｜コer　l）三1illters　 fr（）rn　 s（）me　 （／i（）　〔tiffel．ellt　（：（）llecti（）｜）s、

both　private　and　Public、　fr（．）m　both　Jal）all　al）（．i

throughout　Eしtl’OPe　and　America．　The（．：OmPal’ative

display　of　Corot　al（．）11gside　works　l）y　M（．川et，　Sisley，

Renoir，　D（rain，　Braqし1e、　and　Picasso　Kvt　alc　d　the

modemity　ill　C（）roピS　artS〔md　als（．）mad（viewers

discover　new　asl）ects　of　these　Pail｜tings　by　other

artiSts．　lt　shoUld　alsO　be　noted　that　witll　this

exhibitioll　as　its　starting　P（）int、　al｜exhibitioll　of

Corot、　whi（：h　focused　ol｜the　theme　of　his　inflL．ience

oll　the　YoL．lllger　SJel）eratiol’1、　toured　Reims　E・md

VerOna、

　　Tlle　Tokyo　exhibition　attracted　a　large　audiellce，

and　was　well　received　by　the　wh（）k　gamut　of

visitors　from　specialists　to　general　art　lovers．　On　the

other　hand，　visitors　were　sharply　critical（）f　the

「



陥＝㌫蕊欝　　　　　　薯ttt：e・，，i蘭
会期：2008年9月30日一12月7｜・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　∴

i…催：国立西洋美術館　日本経済新聞子1：ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ

人場者：179，556人

1）uration：30　September－7December　2008
0rganizers：National　Museum　of　Western　Art／Nikkei　Inc．／Royal　Academy　of　Arts，　London
Number　of　visitors：179．　556

本展覧会は、19世紀末デンマークを代表する画家ヴィルヘルム・ハ　　　　ある。その画業からは、展開や進歩という概念とは無縁の、最初か

ンマースホイ（1864－1916）のH本で初めて開催された回顧展である。　　　ら完成されていたひとりの芸術家像を見ることとなる、、本展では、

ハンマースホイは、コペンハーゲンの王立美術アカデミーで学んだ　　　ハンマースホイが繰り返し描いた・－i三要モティーフに焦点を合わせ

後、仲間と「自由展」という分離派組織を設立、アカデミーとは一線　　　　ることで、彼の芸術の本質を改めて検証することができた、さらに

をIIIIiする活動によって生前にヨーロッパで高い評価を得ていた一、　　　東京展では、同時代に活躍したピーダ・イルステズやカール・ホル

その名は、口本ではまだ知られていないが、北欧の象徴主義美術　　　　スーウのセクションも設け、ハンマースホイの強い影響を受けながら

を代表する最も重要な作家のひとりであり、当時、ロダンの秘書を　　　　もll麦かみのある彼らの室内表現と対比することで、ハンマースホイ

していたリルケが、わざわざ彼に会うためにコペンハーゲンを訪れ　　　の暗く冷たい質感を帯びた芸術［H：界の独自性を効果的に際、Zた

たほどであった。没後、彼の名前は抽象表現主義の台頭とともに急　　　せることができた。

速に忘れ去られていくが、1997－98年のパリ、オルセー美術館とニュ　　　　　第一会場のロンドン、ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツでは、会

一 ヨークのグッゲンハイム）ξ術館での回顧展によって再び注目され　　　場の空間的制約から、東京展の105点に比べ72点と出lhll作品委化を

る，2003年にはハンブルク美術館でハンマースホイ展が開催され　　　抑え、年代順の構城をとらざるを得なかった。本来のコンセプトと

開館以来の入場者数を記録し、この作家の高まる人気を示すこと　　　異なるのは残念であったが、イギリスでも初めての回顧展というこ

となった，、本展は、ハンブルク展を監修したフェリックス・クレマーと、　　　ともあり大好評のうちに終了した。東京展においても予想を遥かに

佐藤ll‘1：樹がオードロブゴ・一・tY’術館長アネ＝ビアギデ・フォンスマー　　　　ヒ回る来館者を得ることができ成功のうちに幕を閉じ、北欧）こ術を

クの協力を得て組織されたものである。　　　　　　　　　　　　　1体でも定着させる契機となったであろう。　　　　（伽劇1‘1：樹）

　本展は、ハンマースホイが最も多く描いたモティーフ「室内画」を

中心に構成される。1　7　llL一紀オランダ絵画に強い影響を受けたハン　　　　［カタログ］

マースホイの作風は・フエルメールを思わせる静温で時代錯誤的　慧；璽ll］二樹’フエリックス’クレマー

な室内表現を特徴とし、自宅を舞台に、妻のイーダのメランコリック

な後姿が繰り返し描かれた，鑑賞者に背を向ける彼女は、鑑賞者　　　作品輸送・展示：ヤマトロジスティクス

を心JWI勺に画中へと導く役割を果たし、鑑賞者である我々はこの　　　会場設営凍京スタデオ

k婦の居室の目撃者となる．こうしたモティーフは、ドイツ・ロマン

派の1・1匠CD．フリードリヒの系譜に連なるものだが、ハンマースホ

イの作品で鑑賞者はイーダの後姿によって画中に導人されつつも、

同時にその背中で拒絶される招かざる客人のような不安感も覚え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　exhibition　was　the　first　retrospective　to　be　held　ilコJal）an　on　the

る　とは、1え、ハンマースホイの作品が居t心地悪いわけでは決し　　　sublect。f　the　maj（）r　Iate　lgth　century　Danish　painter　Vilhelm

てない、．そういう不安感を抱きつつも、音のないlll：界に包まれるよ　　　Hamme「sh¢i（1864’1916）・Hamme「shoi　studied　at　the　Danish　Royal

うな・臓を掛rけてやまな・・静≧画空間が作りHlされて　蕊㍑訳1：：；蒜㍑㍑∵；lll∵畠lll㌫li蒜lllil

いるからだろうr，このような、オランダ風の写実・｜三義とロマン主義的　　　　Independent　Exhibition）．　Stallding　apart　fr（｝m　the　Academy．

な情感溢れる要素の融合の中に、ハンマースホイ芸術の本質を見　　　Halllme「shoi　spent　hig．　enti「e／if（／）ainting　wo「ks　th〔lt　w「e　well「ec（‘ived

ることができるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　th「°ughout　Eu「（）pe’　While　hi：　nan｜e　is　still　n°t　well　kn°Wl｜in　Japan．　he

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　olle　of　the　most　iml）ortamt　Nortl）ern　Europeall　syml）olist　artists．　His

　その他に・建築・風景・肖像といったモティーフごとのセクション　　　fame　was　such　that　Rodin’s　secretat＞i　and　renow［）〔、（1　1）・et　Railler　Maria

を設けたL，ハンマースホイは、年を経ることでモティーフや作風が　　　Ri］ke　t「aveled　al］the　way　to　CoPel｜llagell　to　mee口lalllme「shoL　Afte「

変貌していくような作家とは異なり・あくまでも1製定したモティーフ　1㍑隠麟蒜㍑tlも蕊㍑忽ll：1蒜蹴㍍ll

にこだわり、初期から晩年まで同じような作1‘tellを作り続けた作家で　　　came　t（、　the　forefront　again　thanks　to　retrospediv（、　exhibiti。ns　he］d　at
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the　Mus6e　d℃rsay　and　the　Guggellheim　in　New　York．　ln　2003，　the

Haml川rger　KLL　ns　thalle　held　a　Hammersh（うi　exhibition　that　recorded

popularity　of　this　painter．　The　Toky（．）exhibilion　was　organized　by　Felix

Krilmer、　who　directed　the　Hambut’g　exhibitioll、　and　Naoki　Sato．　NMWA

〔：urator，　and　they　were　assisted　by　Anne－Birgitte　Fonsmark，　direct（）r　of

the（i）rduPgaard，　Copenhagen．

　　This　exhibition　focused　on　Hammershg，）i’s　most　pervasive　motif、　the

interior”．　Hammershoi’s　style　was　stro1．lgly　influenced　by　l7th　century

Dutch　painting，　and　he　specialized　in　the　anachronistic　motif　of　a　stin，

domestic　illteri（，r　scene　reminiscent　of　Verlneeビs　works．　Using　his　own

home　as　his　stage，　Hammershoi　often　presented　these　interiors　with

back　views　of　his　wife　lda．　The　motifof　a　womalゴs　back　turned　toward

the　vieWer　Serves　to　both　dl’aw　the　Viewer　into　the　I）cail）til］9

psychologicalb，．　while　also　makillg　us　the　witness　to　the　housewifeis

r（x，m．　In　addition　to　Vermeer，　such　motifs－illteriors　and　backs　of

women－can　also　be　linked　tc）the　works　of　the　great　Germall　Rom～mtic

C．D，　Friedrich．　ln　Hammershのi’s　works，　however，　the　viewer　is　drawll

into　the　painting　by　lda’s　back　view，　at　the　same　time，　there　s川l　remams

the　sen・e・f・light　unea・e・f　the・i・it・・wh・・e　w・1・・m・i・beli・d　by　th・t　　w・rld　witl・its　s・11s・・l　c・（）l　da・klless・

silent　back　view．　Nevertheless．　however、　HamInershors　works　were　by　　　　　　The　exhibition　was　first　heId　at　Lond（）1ゴs　Royal　Acadelny　of　Arts・

rlo　mealls　bad　in　feeling．　While　they　mailltain　a　sense　of　un．ease，　they　　　　where、　due　to　spatia川imitations　iII　the　ga］leries，　the　r〕umber　of

・eem・nv・1・p・d　il・asile・t　paillt・・ly　w・rtd　that　i・endlessly　fascin・ti・9　　di・pl・y・d　w・・k・w・1s　c・t　f・・m　the　T・ky・e・hibiti・・’・105　w・rk・t・72

to　its　viewers．　lIl　this　manner、　we　call　see　the　real　value　of　　　　　works・This　also　meant　that　the　London　sh（）w　had　to　be　arranged　ill　a

HammershoFs　art　work　in　his　fusion　of　Dutch　realism　and　Romanti（：　　　chronologicε11　fashion・While　this　unfortunately　differed　from　the

emotive　ekmellts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　original　concept　for　the　show，　as　it　was　the　first　retrospective　on

　　In　addition　tc）Hammershoi・s　interiors、　the　exhibition　featured　　　　Hammershoi　ill　England，　it　was　extrelnely　we11－received・The　Tokyo

sections　ol｜Hammershoi’s　architecturel　landscapes　and　Portraiture．　　　　exhibition　was　also　able　to　close　ol）slightly　better　numbers　of　visitors

Hammershc・）i，　unlike　artists　whose　motifs　and　styles　changed　with　the　　　　　than　anticipated・and　it　was　an　opPortunity　to　help　deline　the　field　of

pas・i・g　y…s，　c・eat・d・the・am・type・f　w（）rk・f・・ln　hi・ea・li・・t　l・e・i・d　t・　　n・rther・Eur・pean　a・t　i・J・pan・　　　　　　（N・・ki　S・t・）

his　final　vears．　Froin　his　oeuvre　we　can　see　that　he　was　uninv（：）lved　with

the　concepts　of　development　and　progress、　and　rather　in　it　we　can　see　a

・i・g・1・・c・n）Plete　a・ti・t　Becau・e　he　f・cu・ed・・e・a・d・ve・ag・i…th・　　［9gtai°gue］，　．，

・ame　pr・ndpl・…t・f・，…w・・s　have　b・en　abl・…ec・ns・d…he・・ue　＝。1；：灘蒜；。EIIix　K「ame「

nature　of　his　art．　The　Tokyo　exhibitk）n　also　presented　a　section　on　Peter

nsted　and　Karl　HolsOe・two　artists　active　at　the　same　time　as　　　　Transport　and　handlin9：YamatoLogistics　Co・iLtd．

Hammersh（うi、　who　were　also　greatly　influenced　by　Hammershのi．　　　　Exhibition　design：Tokyo　Studio

Through　their　interi（）r　expression　characterized　by　warmth，　we　can　see

all　the　more　how　effectively　Hammershoi　set　out　his　own　unique　art
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ルーヴル美術館展一　171LI：紀ヨーロッパ絵画

The　Revolutions　of　the　Classical　Age

－
European　Painting　of　the　17th　century　from　the　Collection　of　the　Louvre　Museum

会期：2009年2月28日一6月1411

主催：国立西洋美術館ルーヴル）ミ術館11本テレビ放送網読売新聞東京本社
入場者数：851，256人

Duration：28　February－14June　2009
0rganlzers：National　Museum　of　Western　Art／Mus6e　du　Louvre／

Nippon　Television　Network　Corporation／The　Yomiuri　Shimbun
Number　of　visitors：851，25（〕

●立囚簿筒賃臼日．｛1貝4n＄．・　臼写テレビ賃口65●巴禽・・　2009．228．⇔‘ト　6．14－”

塩鍵is鯉肇鑓饗難選
　　　　　　　　　一一■鼠，1肩　一　＾＿　．＝＿　・・，・・■8■

ルーヴル美術館の所蔵品による17世紀ヨーロッパ絵画展である。　　　見えないかもしれない。一方は、ブラジルに赴いて異国の景観を描

17｜II；紀という時代的枠糸1［みを設定し、横の関係において17世紀ヨ　　　き、他は、教養あるローマの貴顕のために、古代の物語を題材にし

一 ロッパ絵画の再検討を試みた‘、地域研究を出発点とする美術史　　　　た理想的風景を創出したf、けれども、ポストがはるか南米まで旅を

にとって、このような超域的発想それ自体がすでにひとつの新機軸　　　　して風景画を描いたことと、クロードが繰り返し旅をモティーフとし

であるとも言えるが、本展の斬新な試みはそれだけにはとどまらな　　　　た風景画を描いたことは、全く別の1［1：界のことではなかった

い．本展では3つの大きな基軸を設け、それに従って、超域的に17　　　　17111r紀は大航海の時代であり、旅や遠い国のモティーフひとつ

1日：紀絵1両を概観した．、最初の軸は、「黄金のlll：紀とその陰」、ふた　　　　にも大きな意味が込められていたのである。また、この時代は、ヨ

つ川が「大航海と科学・’1’1：命」、最後が「聖人たちのlll：紀における古　　　一ロッパが初めて非ヨーロッパ圏の文化を明確に意識し始めた時

代文化」であるt）それゆえ、展覧会を構成する3つのセクションでは、　　　代でもあった。オリエンタリズムは本展のi三題ではないが、こうした

各画派の絵画がその地理的な垣根を越えて並置された、　　　　　　　問題も射程に入れながら本展は構想された。それは、日本で開催

　このような構成により、17iH；紀ヨーロッパという時代を多面的にと　　　　されるルーヴル美術館展に相応しいものであったと言えるだろう

らえ、また、この時代が生み出したさまざまなイメージを総体として　　　　17肚紀のこのような大きな歴史的背景を理解してもらうため、力

理解しようとしたのである　所属する画派の基本台帳から開放さ　　　　タログでは［本とヨーロッパとの美術の交流を論じるエッセイ（ひと

れ、普段は遠くに置かれている作品と隣り合うような展示、たとえば、　　　つは南蛮JCt術に関するもので、もうひとつは日蘭関連0）もの）が収

ムリーリョ（スペイン絵画）とコルトーナ（イタリア絵1由i）とラ・トゥール　　　　録され、また、イタリア絵1由1、フランス絵両、オランダ絵画、あるいは、

（フランス絵画）とが同じ部屋に配されるような展示は、いささかの　　　　東インド会社を研究する歴史家など異なる専門をもつ研究者による

混乱を引き起こしたかもしれない一けれども、美術史的展示と本展　　　　講演会が開催された。レンブラント、フェルメールをはじめとする多

のような野心的構成とは、本来、相互に補い合って作品の本質を照　　　　くの名作が出品されたこともあり、来館者数は予想を大きく超え、85

らし出すのだろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ∫人にのぼった，いろいろな意味で、国立西洋美術館のr）Ol，IJ年を

　フランス・ポストの描いたブラジル風景とクロード・ロランの占代　　　　記念するに相応しい企画であったと「「えるだろう，，　　ぽ福輝）

的港湾風景とが隣り合うような展示は、一一見したところ、奇異にしか

［カタログ［

編集：匡い‘〆：西洋）ミ術館、京都巾）こ術館、

日本テレビ放送網、ルーヴル）ミ術館

制作：コギト

f’］：Ill｜1｜事‖〕」〕三．　り↓…ノJこ：　l　Iノ［こjL亘」》匡

会場設営：東京スタデオ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　awareness　of　non－European　c：ulture．　While　Orientalism　was　not　a　theme

This　exhibition　presented　l7th　century　European　paintings　from　the　　　　chosen　for　this　exhibiti（川，　the　exhibition　was　comPosed　with　this

collection　of　the　Louvre　Museum・　This　exhibition，　using　a　chronological　　　　Orientalism　ill　mind．　Such　a　suPplemental　focus，　indeed，　seemed

frarnework　of　the　l　7th　century，　sought　a　reconsideration　of　17th　century　　　　　somehow　appropriate　for　a　Louvre　museum　exhibition　held　in　Tokyo、

European　paintings　and　their　relationships　with　each　other・For　art　　　　　　In（）rder　for　visitors　to　understand　the　gre［1t　historical　background　of

history　that　uses　regional　research　as　its　basis，　this　type　of　apProach　that　　　　　　the　17th　century，　the　catalogue　preg．　ented　essays　on　the　interaction

ignores　geographical　or　political　boundaries　is　in　itself　a　new　axis　for　　　　　between　Jal）anese　and　Europeaii　arts；one　essay　was　on　the　so－called

study，　but　this　was　not　the　only　novel　experiment　in　this　exhibition・The　　　　　Namban　art，　or　European　art　as　seell　by　the　Japanese，　and　another　on

exhibition　was　arranged　around　three　principle　axes，　and　through　this　　　　　the　relationship　between　Japan　and　Holland．　Further，　lectures　were

structure　presented　a　borderless　overview　of　17th　century　painting　in　　　　given　by　a　number　of　specialists　whose　studies　focused　on　ltalian

Europe・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　painting，　French　paintin9，　Dutch　painting，　and　a　historian　who　study　the

　　The　first　axis　was，“The　Golden　Century　and　Its　Shadowg．　”・the　second　　　　　history　of　the　Dutch－East　lndian　Company．　Thanks　to　the　presence　of　a

was“ Great　Ocean　Voyages　and　Scientific　Revolutions”，　and　the　third　　　　　number　of　masterpieces，　such　as　works　by　Rembrarldt　and　Vermeer，　the

axis　was“Classicism　il）the　Century　of　Saints・”The　exhibition　consisted　　　　　number　of　visitors　was　greater　than　expected，　and　totaled　more　than

of　three　sections，　with　works　in　each　style　displayed　next　to　each　other，　　　　　850，000．　In　many　senses，　this　exhibition　can　be　said　to　have　been　of　a

rather　than　being　sectioned　off　by　region・　　　　　　　　　　　　　　　　　scale　and　subject　suitable　for　the　，50th　anniversary　of　the　NMWA．

　　This　c（’）nstruct　allowed　a　multifaceted　apProach　t（）the　period　known　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akira　Kofuku）

as　the　l7th　century　in　Eur（）pe，　and　sought　to　present　visitors　with　an

overall　view　of　the　various　images　born　during　this　period．　Liberated

from　the　basic　formbook　of　each　artisピsschool　affiliation，　works　that　are　　　　　［Catalogue］

normally　far　from　each　other　in　gallery　arrangements　were　displayed　　　　Editeg　by：National　Museum　of　Westerp　Art，　Ky．oto　Municipal　Museum　of

ll蒜：蒜。膿：81蒜㍑。＝謝sl、謬・；i＝＝1・；ltw°「kC°「P°「atl°n’　MuSee　du　L°uv「e

di・pl・y，　i・whi・h　th・w・rk・・f　these　th・e・p・i・t・・s　f・・m　diff・・ent　　T，a，、sP。rt　a・d・handli・g・NiPP・・E・p・e・s

countries　were　hung　il）the　same　room，　meant　that　probably　some　　　　Exhibition　design：Tokyo　Studio

confusion　would　arise．　However，　art　his　torical　display　and　this　type　of

wild　method　of　art　display　can　each　mutually　reflect　on　the　true　nature

of　the　paired　works．

　　The　Brazilian　landscape　painted　by　Frans　Post，　and　Claude　Lorrain’s

image　of　an　ancient　harbor　hanging　right　next　to　each　other　may　have

been　considered　strange　at　first、　On　the　other　hand，the　depiction　of　the

foreign　scenery　Post　experienced　in　Brazil　contrasts　with　Lorrain’s　ideal

［andscape　based　on　classical　narratives　created　for　wealthy　educated

Roman　aristocrats．　However，　the　fact　that　Post　traveled　all　the　way　to

South　America　and　painted　the　scenes　he　experienced，　while　Claude

painted　landscape　after　landscape　on　the　motif　of　travel　meant　that　the

works　did　not　come　from　completely　different　worlds．

　　The　l　7th　centu　ry　was　the　time　of　great　ocean　voyages，　and　travel　and

motifs　from　distant　lands　he［d　great　meaning．　Further，　during　this

period，　Europe　was，　for　the　first　time，　beginning　to　establish　a　clear
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i三催：国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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㌫灘撒鋼＿。n、G。ll。，、es，　　Sx幽鎖力
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　　　　　　　　　t．i㌍　　9i　　t”…
　　　　　　　　　つ　一　　　　　　　　　山．一／1

Fun　with　Collectionは、国立西洋美術館の所蔵作品を中心に、毎　　　　いうふたつのメディアを取り上げ、それぞれの物質的特徴とその扱

lul特定のテーマを設けて美術作品を紹介する小企画展である。こ　　　い方を紹介しながら修復の方法の一部を実見あるいは体験するプ

の企画は、子どもから大人までを対象に、美術作品をさまざまな視　　　　ログラムを行なった。

点から共時的に鑑賞する機会を提供することによって、美術作品を　　　　今年のプログラムも昨年同様に好評であった。とくに作品の修復

より身近なものとして理解し、楽しんでもらうことを目的としている。　　　に対する関心は高く、プログラムの中で実見、あるいは体験できる

　美術作品を見ると、わき起こる喜びや悲しみといったさまざまな　　　作業や施設見学は参加者に人気があった。この2年間は大人を中

感情に心が揺り動かされることがある。こうした感情に身をまかせ　　　心とするプログラムを実施してきたが、大人にとっても体験による学

ながら作品を鑑賞するのは、美術館を訪れる多くの人々にとっては　　　びの重要性が示された企画だったと思われる。当館では、f’ども

自然なNCt術の楽しみ方である。しかし、ある作品を見て、疑問を感　　　　を対象とするプログラムは、ギャラリートークやファミリープログラム

じたり、何かを発見したりすることもある。その瞬間、そこには感性　　　　など多様な学びのスタイルを意識したプログラムが実施されてい

だけではない認識や批判、あるいは分析といった行為が始まって　　　る。今回の成果をもとに、今後は大人に対しても多様なプログラム

いる／／鑑賞者の多くは、美術を感性で体感するように楽しむ一方　　　を用意する必要があると考える。

でK実は意識的に分析しながら作品を見てもいるのである。

　昨年に引き続き、今年もまた3つの視点から、作品の背景にある　　　企画：寺島洋子、横山佐紀、藁谷祐子、佐藤厚子（客員研究貝）

文化的、あるいは科学的な情報を知ることで、それまでとは異なる

作品の理解や楽しみ方を提供するプログラムを実施した。今回は、

ll乍年のプログラム参加者に実施したアンケートで関心の高かった

「芸術家」と「修復」、そして「宗教」（聖書を主題とする物語絵）をテ

ー
マに取り上げた，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Funωith　Collection　series　of　programs　introduce　theme－related　art

紺率の低い時代において1よ・絵⌒刻はキリスト教を布教　欝溜fl＝ご1蒜三鷺，＝lg；；f膿當；

するための重要なメディアであった。そこで、画家は神や特定の聖　　　enjoy　and　become　familiar　with　art　works　by　offering　opportunities　to

人をわかりやすく示すと同時に、聖書が伝える物語を荘厳に、ある　　　aPP「eciate　a「t　wo「ks　f「om　a　va「iety　of　diffe「ent　viewPoints・

いは㈱臓現することによっ徽えを広め人々の信仰心を喚　W隠：託ぽ㌶認隠隠1烈：1蕊蕊㌶
起する役割を果たしたのである。今回は、聖書の物語や聖人を描　　　appreciate　an　art　work　is　the　perfectly　natural　way　in　which　most　pe。1）le

いた絵lllli作品を取り上げて、クリスチャンではない鑑賞者にとって　　　enjoy　a「t　wo「ks　in　museums・Howeve「・when　viewin9　a　ce「tain　wo「k，

馴染みのないj三題を解説しながら・登場人物のアトリビユーシ・ン　蒜1蒜1；濫罐1隠i霊蒜、㌶；ll器，隠

や題材となった物語の表現の工夫などを紹介した。　　　　　　　　　that　go　beyond　simple　emotion．　While　most　people～appreciating　art

　芸術家と言っても、時代や社会によって彼らの立場や役割、制作　　　exPe「ience　the　visce「al　Pleasu「e　of　enjoyin9　the　em°ti°11s　evoked　l）y

・・繊などはそれぞれに異なるものである・そこで今回は・それ　瓢，ll：1隠：e「e　isals°an　element°fc°nsci°u…lysis°f　the　a「t

らの違いに注目してふたつの異なる時代に活躍した画家たちを紹　　　　　Continuing　on　from　last　year’s　program，　based　on　co　r］　sideri　n　si

介した．ひとつは、当館の15世紀から17世紀のイタリア絵画を中心　　　cultu「al　o「scientific　info「mation　in　the　back9「ound°f　the　c「eati°Tl°f　a

に…胸画家と社会の関係に焦点をあ℃もうひとつは2・世紀の　蒜；，9蕊1隠蒜蒜＝1：㍑蒜：1㌫llll

画家ピカソとマティスという画家同士の関係に注目した。　　　　　　　three　specific　viewpoints．

　長い年月の後に痛んだ作品を修復する技術は、近年科学的な調　　　　　This　time　we　took　as　ou「theme　the　th「ee　valltage　P°it］ts　of“a「tist，”

査減・よってさらなる進歩を遂1デつつある・修復は澗1のメデ　：：篇漂蕊慧：蕊蒜烈隠lllll㍊llll愁lll

イアによってその専門性も分かれている。今liilは、タピスリーと紙と　　　ques　tic）nmaire．
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efforts　allowed　the　paintings　to　spread　Christian　teachings　and　evoke　　　　　、1　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　・　　　l
devotion　in　the　hearts　of　worshippers．　Thls　program　took　for　lts

“ religion”theme　Biblical　narrative　paintings　or　paintings　del）icting

saints．　We　explained　the　unfam‖iar　subject　matter　to　the　non－Christian

participants　while　also　introducing　ways　of　deciphering　painting

elements、　such　as　each　saint’s　particular　attributes　arld　the　subject

matter　attributes．

　　Regarding　the　second　theme，　the　term“artist”meant　different　things，

different　social　positions　and　roles，　and　different　creative　motives，

depending　on　the　period　and　society　of　the　day．　This　prograln　focしised

on　these　differences　by　introducing　painters　active　in　two　different　time

periods．　First，　we　focused　ol）Italian　l5th　to　l7th　century　painters，　ar）d

then　we　focused（m　the　20th　century　artists　Picasso　and　Matisse．

　　Regarding“conservation，”the　techniques　used　to　repair　art　works

that　have　suffered　from　long　years　of　exposure　and　wear　have　seen

many　advances　thanks　t（）recent　scientific　surveys　and　resear（：h．

Conservatioll　work　differs　by　the　medium　of　the　art　work，　and　there　are

specialists　for　each　different　medillm．　For　this　theme　we　examined　two

media，　textiles　and　paper，　examining　the　physical　characteristics　of

each　and　how　they　are　treated．　Then　participants　were　either　shown　　　　diverse　learning　styles　that　are　aimed　at　the　older　visitors　to　the　museum

one　part　of　the　conservation　methods　used，　or　they　experienced　that　　　　as　well　as　yoしlnger．

method．

　　This　year’s　l）rogram，　as　i　1’1　previous　years，　was　well－received．1n

particular，　interest　was　very　high　in“conservation”，　and　clearly

pa・・…pa…enj・y・d　pr・9・am・lemel・…ha・・nv・lved…h・・ac・ua［　腱ll＝，鵠Te「ashima・Saki　Y°k°yama，　Y”k°Wa「agai・Atsuk°Sat°

participation　or　visiting　a　work　site．　For　the　past　two　years　the　program

has　concentrated　on　adult　audiences，　and　it　has　made　us　consider　how

adults　can　also　learn　froln　experiential　programming．　The　NMWA’s

programs　aimed　at　children　include　a　variety　o，　f　diffe　re　nt　program　types，

such　as　galle｝y　talks　and　family　programs，　to　involve　participants　in　a

variety　of　different　Iearning　styles．　Based　on　this　year’s　experience，　we

believe　that　there　is　a　greater　need　for　the　preparation　of　programs　in
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修復記録

Restoration　Record

［絵画］

アレッサンドロ・ベドリ・マッツォーラに帰属

《ヴィーナスとキューピッド》

1560－70年頃

油彩、カンヴァス

1，048×610mm
P．1962－0003

保存状態：

前年記録参照

処置：

前年に引き続き処置

1．充填

2．補彩

3．ニス引き

［額縁］

木彫り金地額縁

ボニファーチョ・ヴェロネーゼ用

Hl，440×W1，825mm

保存状態：

四辺切断組、Zて状態の分離。角の欠損、

木部虫食い、金地剥落

処置：

1．本体木部の補強、接着

2．木部欠損の木彫刻部Ail」作、充填

3．虫食い充填

4．彩色、箔押し

　　　　　　　　　　　　　（河川公男）
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保（f：科学に関わる活動報告

Report（m　Conservation　Science　Activities

以ドの業務を行なった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．所蔵作品の調査について

1．環境管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作lllllの修復にあたって、科学調査を行なった。

2．館内への生物侵人・1k息状況の調査（捕虫川粘着トラ・ソプによる　　　　昨年度に引き続きアレッサンドロ・ベドリ・マッツォーラに帰属《ヴ

　調査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イーナスとキューピッド》（油絵、カンヴァス）：顔料とメディウム（展

3，貸出作品の管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色材）の調査をしたc、地塗りは鉛白、炭酸カルシウム白（ドロマイト

4，所蔵作品の科学1’1〈J調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　およびケイ酸塩化合物の粒を含む）、土性顔料、チャコールブラック

5．《地獄の門》および前庭彫刻免震装置の管理　　　　　　　　　　　を含んでいること、珍しい顔料として結晶質のヘマタイトが使用さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れていることが判明した、，

1．環境管理について

A．材料測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャン＝ジャック・エンネル《婦人像》（油彩、カンヴァス）：地塗りは鉛

新館改装にあたって、使川する床材、塗料、接着剤などの安全性を　　　　白と炭酸カルシウム白から構成されていた，、

調査した。調査は、デシケータ内に試料を入れて、パッシブ・ドジチ

ューブによりホルムアルデヒド、酢酸、アンモニアなどの濃度を測定　　　　《シャンボール城、九月》（タピスリー）：繊維の測色、繊維の同定、媒

した。新館改装1二事後は、東京文化財研究所の指導を受け、パッ　　　　染剤の同定を行なった．，

シブインジケータによりイ∫機酸とアンモニア濃度の調査を行なっ

た，，空調開始1カ月後には一部の部屋でアンモニア濃度が基準値　　　　5．《地獄の門》および前庭彫刻免震装置の管理

（30ppb）以上残留していたが、換気とケミカルフィルターの効果に　　　　《地獄の1．iiJ》および前庭彫刻の免震装置は設置後10年を経たので、

より2カ月後、3カ月後には問題のない濃度になり、2009年6月の開館　　　　定期点検を行なった、，《地獄の門》については、地震および風の観

を迎えた。そのほか、作品の展示時に使用する布や粘着シートに　　　測装置の無停電電源装ii¢とデータ収録装置のAD基板の交換を行

ついて安全性を確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なった。これは、保存修復室との共同作業である。　　（高嶋美穂）

B．温度・湿度管理

新館改装にあたって、新館では毛髪式自記記録計の数を増やし、

設置位置を改めた。本館では2008年5月から8月にかけて空調の異
常が多発したため、靱緒との話し合いを繰り返し・冷温水発4・　Th蕊＝；駕、蒜＝㍑w°「kdu「i”g　this　f‘scal　yea「：

器の流量：センサやフロースイッチを交換することで対応した。また、　　　　2．pest　Management（Su　rvey　us　ing　pest　traps）

展示室以外のバックヤードにおける換気率を見直し、人数が少な　　　　3・Loan　Facilities　Management

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．Scientific　Examinati（）n　of　Collection　Works
い部屋では換気率を減らして温度と湿度の安定化を図るとともに　　　　5．Management　of　Seismic　lsolation　Sy．stem　Fitted　t（）The　Gates　of　He〃

省エネルギー化を図った，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Other　Forecourt　Sculptures

3．館作、Zi，の管理（・ついて　　　　　　；瓢＝1＝㌃IM　gement
作品貸出が適切な保存環境のもとで行なわれるよう、貸出先の施　　　　The　department　examined　the　emission　quantity　of　volatile　organic

設環境をファシリティ・レポートにより事前に検討し、必要に応じて作　　　　comPounds　f「om　the　floo「in9’　wall　mate「ia［s　and　adhesives　bein9

欄・・のための適切な処置を貸I」1条件として求めている・また・　ll惣：二隠悠＝蒜蹴㍑，㌦e謬1，惣：tl

貸出作品のクレートと作品裏面に装着したデータロガーにより、作　　　　desiccator　and　using　passive　dosimeter　tubes　to　record　the　emitted

品搬出から返却までの期間の温度と湿度を測定し、記録されたデ　　　　fo「maldehyde，　acetic　acid，　ammonia　and　othe「mate「ials・Afte「the

一
タの分析結果をもとに紺諺｝を作成しているU　　　：蒜蒜ll惣蕊：i隠溜認il：i㌶惣㍑

　貸出先の美術館の温度と湿度が安定していないときには、作品　　　　tubes　with　the　he｜p　of　the　Nationa［Research　Institute　for　Cultura1

にクライメートボックス（アクリルの密閉型ボックスのこと。シリカゲ　　　Properties，　Tokyo・One　month　after　starting　the　environmental　control

ルやアートソープは含まない）を舗して貸し出している・馳に　ぽ：∴鷺惣，蕊こご：＝濃1ご膿認

わたる貸出記録から、ボックス内部の湿度は安定するものの、温度　　　　filters，　safe　concentrations　were　confirmed　two　months　and　three

は1～2℃上昇してしまうことが明らかになった。　　　　　　　　　　　months　afte「the　sta「t　of　oPe「ations・　This　meant　that　the　New　Win9　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　opened　to　the　public　in　June　2009．　In　addition，　the　safety　of　fabrics　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adhesive　sheets　used　in　the　display　of　art　works　was　also　tested．
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B．　Temperature　and　Humidity　Management

With　the　renovation　of　the　New　Wing，　we　increased　the　number　of

recording　hygrothermographs　positioned　in　the　New　Wing　and　revised

their　positioning　to　maintain　constant　temperature　and　relative　humidity

（RH）．　There　were　problems　with　the　environmental　control　system　in

the　Main　Building　from　May　to　August　2008，　and　this　led　to　repeated

discussions　with　the　maintenance　staff．　Replacing　the　flow　sensor　and

flow　switch　on　the　cold　and　hot　water　generator　solved　the　problem．

Further　we　decreased　the　Ventilation　Rate　in　the　staff　rooms　frequented

by　only　a　few　people　to　save　energy　and　to　maintain　constant

temperature　and　RH．

3．　Loan　Management

The　Conservation　Science　Section　provides　management　and

consultancy　regarding　loan　facilities　as　one　of　its　regular　duties．　This

process　involves　evaluating　facilities　reports　and　analyzing　climate　data

on　works　of　art　on　loan．　It　is　necessary　to　ensure　that　the　borrowing

institution’s　environment　is　maintained　at　apPropriate　levels　for　art

works　on　loan．　Therefore，　prior　to　any　outgoing　loan，　facilities　reports

are　submitted　to　the　Conservation　Science　Section　from　all　borrowing

institutions，　and　as　necessary，　apPropriate　condition　measures　are

stipulated　in　the　loan　agreement．　Further，　the　data　loggers　installed　in

the　objecゼs　transport　crate　and　on　the　back　surface　of　the　art　work　itself

monitor　the　temperature　and　relative　humidity（RH）fluctuation　from

the　time　of　the　object’s　departure　from　the　NMWA　to　its　return．　Reports

are　produced　from　analysis　of　the　data　recorded　on　these　devices．

　　When　the　temperature　and　RH　are　not　stable　at　the　borrowing　site，　an

art　work　can　be　loaned　out　in　a　climate　box　fitting．　A　climate　box　is　a

sealed　acrylic　box．　The　box　does　not　include　any　humidity　contro1　silica

geL　After　having　been　used　on　numerous　loans，　the　records　taken　by

the　data　loggers　reveal　that　although　RH　is　stable　within　the　climate　box，

the　temperature　rises　around　l　to　2℃．

4．Survey　of　Collection　Works

Whell　works　are　treated　for　conservation　purposes　they　are　sublected　to

aScientifiC　examinatiOn．

　　レセηαsoηd　Cαρ’（7，　attributed　to　Alessandro　Bedoli　Mazzola（oil　on

　　canvas）：

　　The　ground　contains　lead　white，　calcium　carbonate　white，　dolomite

　　and　snicate　granules，　earth　and　charcoal　black．　Crystalline　haematite，

　　an　unusua1　pigment，　was　found　in　the　paint　layers．

Portrait　ofa　lUoman，　Henner，　Jean－Jaques（oil　on　canvas）：

The　ground　includes　lead　white　and　calcium　carbonate　white．

L（・Chδteau　de　Chambord：Leルfo～s（ゴe∫（～ρtembre（tapestry）：Fiber

color　examination，　fiber　identification，　and　mordant　identification．

5．Management　of　the　Seismic　Isolation　System　Fitted　to　The　Gαres

　　f）f〃e〃and　Other　Forecourt　Sculptures

Testing　was　conducted　on　the　equipment　now　that　ten　years　have

passed　since　the　installation　of　the　seismic　isolation　of　The　Gates　of〃6〃

an（いhe　other　Forecourt　sculptures．　The　UPS（uninterruptible　power

supply）and　the　AD　board　for　the　data　recorder　on　the　seismic　and　wind

activity　monitors　for　The　Gates　of〃e〃were　replaced．　This　was　a　joint

prolect　run　by　the　Conservation　Science　Department　and　the

Conservation　Department．　　　　　　　　　　　　　　（Miho　Takashima）
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研究資料センター

The　Research　Library

研究資料センターは西洋美術史や関連諸学に関する資料を収集　　　　　所蔵作llll1の情報公開については、2008年8月、昨年度末にウェブ

し、当館職貝の職務の遂行に資すること、および外部の美術館学　　　　公開した国、τ西洋）ξ術館）iJ〒蔵作品データベースの英語版インター

芸員、大学研究者らの調査研究に資することを活動の柱としてい　　　　フェースを装備し、これにより日英2力国語での情報検索および閲

る、また図，ll：や雑誌に加えて、収蔵作品の情報や美術館ウェブサ　　　　覧が可能になった。

イトの管理も行なっている。本年度は新館の空調設備工事および　　　　所蔵作品データベースに関しては、さらに個々の作品情報の引

開館50周年記念事業などの行事に合わせて、次のとおり活動した。　　　用やブックマーク登録をできるようにするため、「パーマリンク」機能

　資料収集については、中世から20世紀前半までの西洋美術を収　　　　を追加した。これは、それまで当館の収蔵作品データベースでは、

集対象とする方針にしたがって、図書および逐次刊行物の収集に努　　　　作品詳細画面のURLがデータベース演算結果を表示しているため

めた。おもなところでは、1899年から1902年まで刊行された『ディ・イ　　　　固定ではなく、同じ作品を参照するにはもう一度初めから検索し直

ンゼル』誌を全巻揃いで入手したほか、『プロイセン文化財団年報」　　　さなければならなかったが、新たに所蔵作品ごとに永続的URLを割

誌の欠号補充などを行なった。また国内外の美術館、大学図書館　　　　り当て、そのページへのリンク（パーマリンク）を作品詳細画面に表

など計437機関と資料交換を実施し、当館刊行物を寄贈するととも　　　示させるというものである。これにより、各作品の情報画面を引用

に、一般の書籍流通では入手困難な展覧会カタロ久研究紀要、年　　　　したり、ウェブブラウザ上でブックマーク登録したりすることができ

報、ニュースレター等を受贈した、　　　　　　　　　　　　　　　　るようになり、作品情報への直接アクセスが簡単に行なえるようにな

　図書整理については、図書1，317件、逐次刊行物1，400件を図書　　　　った。パーマリンク機能追加と同時に検索エンジン対策を施し、美

館システム「LVZ」に登録し、装備・配架を行なった。　　　　　　　　　　術館ウェブサイトLに全作品の一覧を掲載する「総索引メニュー」

　今年度は国内の美術館図書館に先駆けていくつかの電子リソ　　　を追加するなどの一1：夫を行なった、

一 スを積極的に導入し、学術雑誌アーカイブ「JSTOR」、欧米で開催　　　　　美術館ウェブサイトについては、広く海外へも情報を発信するた

された美術競売カタログのデータベース（「Art　Sales　Catalogues　　　め、引き続き展覧会情報（常設展、特別展）やイベント（講演会・シン

Onhne」）、美術事典（「Oxford　Art　Online」）を新たに取り入れた。　　　ポジウム等）、教育プログラムなどの日英2力国語による情報提供に

これらの美術分野の先端的レファレンス・ツールを研究資料センタ　　　努めたほか、新たに開館時から現在までの展覧会の基本的情報を

一 で利用に供するとともに、国内の美術館関係者に対する広報（全　　　英訳し公開した。さらに国立西洋美術館開館50Jjel年記念サイトを

国美術館会議情報・資料研究部会における情報提供等）、美術館　　　　特設し、記念事業や美術館活動の多角的な紹介に努めた。年間

ウェブサイトでの案内等（メニュー「学術情報案内」）を積極的に行　　　　を通じて活動支援を受けているエプソンのウェブサイトでは国立

ない、美術に関する情報拠点としての役割を果たせるよう努めた。　　　　西洋美術館の所蔵作品に関する連載やダウンロードサービスを開

　新館空調設備コ：事のため、研究資料センターは7月1日からll月　　　始するなど、館内外のウェブサイトを幅広く活用して情報発信に努

28日まで閲覧室を閉鎖し、この間は利用者サービスを限定した（複　　　　めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川日雅子）

写申込みのみ受付）。この期間以外は例年どおり週2日（火・金曜

日）、外部利用者向けに開室した。計89日間の開室日に美術館学芸　　　　［主要収集資料、新規導入データベース］

員、大学院生、画廊スタッフらの計262人の利用があった。　　　　　　　Die　lnseL　Monatsschrift　mit　Buchschmucた　und　1／lustrationen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jahrbuch　preussischer　Kulturbesitz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JSTOR
収蔵作品に関する情報管理については・前年度に続いて平成20　　　Art　Sales　Catalogues　Online

年度科学研究費補助金研究成果公開促進費（研究成果データベ　　　　Oxford　Art　Online

一
ス）を獲得し、1）『国立西洋美術館年報』（1967年～現在）掲載の

新収作品の来歴・展覧会歴・掲載文献歴（『国立西洋美術館総目　　　　［研究資料センター公開］

録絵画篇』掲載分を除く）300件、作品貸出履歴（巡回展を含む）　　　開室日数：89日

2，3・・件、rl・晒酬6官総…酬（1979年）・「国立i・l」洋　畿翼；ll；㈱63人’更新4’人）

美術館所蔵絵画目録昭和54年・平成元年』（1990年）の展覧会歴　　　　出納：1，190点

300件の遡及データ入力、2）既存登録データの修正、展示情報の　　　複写：752件（10，269枚）

更新、3）新収作品（カラー）および版画（モノクロ）の画像1，070件を　　　撮影：22件（149枚）

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　レファレンス：6件
作成・登録し、ウェブサイト掲載サイズに調整するための画像トリ

ミング・変換作業も併せて実施した。独立行政法人国立美術館所
蔵作品緬録検索システムに対してCよ・新収作品データ等17件　；蕊；月8日大分県立芸術会館

を提供した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年12月18日財団法人吉野石膏美術財団
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2009年3月19日東京都立中央図書館　　　　　　　　　　　　　　　　retroactive　cataloguing　of　300　exhibiti（）n　rec・r（ls　taken　fr・m　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　General　Catalogue，　Painting　section（1｛）79）a”cl　thc・NMWA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　Painting　Catal（）gue（1990），

［ウェブサイト］　　　　　　　　　　　　2）C。rrec・i。n、・。　e。i、ti。g　d。，、，。n、1，e，i，i＿）f　exhil，i，i。11

アクセス件数：7，242549ページビュー　　　　　　　　　　　　　　　　　information，

開館50周年特設サイト設置：2008年8月ll日　　　　　　　　　　　　　　3）production　of　and　recording　of　1，070　images，　with　c。1。r．used　l（、r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　newly　acquired　art　works，　and　B／W　for　prir］ts．　The　ilnages　wcre

［国立’西洋美術館所蔵作品データベース］　　　　　　　　　　　　　　P「ePa「ed　fo「webs．i．te　P「esentaiion　size　th「ough　in）age　t「iinnlingi～and

英言吾版イ。タ＿フェ＿ス公開、2008年8月18日　　　　　　exrhange・Rega「di”g　‘he　U”i°n『ata1°g°f　lhe　C°llecti°ns°f　th・

パーマリンク設置・2・・9年3月3日　　　　　1＝：＝蕊㌫h；㍑。蒜㌶！ata°n　17　newly
公開データ数：テキストデータ4，320件、画像データ4210点（著作権　　　　In　terms　of　the　providing　information　on　the　collectioi｜workS　t〔）the

保護作品を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　public，　in　August　2008，　the　English　version　of　the　NMWA　Col］ections

アクセス件数：164，784ページビュー（計測を開始した2008年10月か　　　　Database，　made　pub［ic　at　the　end　of　the　previous　fiscal　yeこlr、　was

ら2009年3月までの数値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　implemented，　and　now　it　is　possible　to　do　information　searches　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　viewing　in　either　Japanese　or　English．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regarding　the　collections　database，　a　Permalink（Persistent　Link）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　function　has　been　added　to　the　database　to　allow　for　quoting　from　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　individual　object　information　and　registering　bookmarks，　In　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　previous　version　of　the　collections　database，　the　URL　for　each　object’s

The　Research　Library　collects　materials　related　to　the　history　of　western　　　　　page　was　rlot　set　due　to　database　structure，　and　thus　it　was　necessary　to

art　and　its　ancillary　disciPlines，　provides　materials　for　the　advancement　　　　re－conduct　a　search　for　the　object　any　time　it　was　referred　to．　The　Ilew

of　work　by　museum　staff　members，　and　aids　in　survey　research　done　by　　　　provision　provides　constant　URLs　for　collection　works，　and　a　Perma］ink

curators　and　scholars　from　other　institutions．　In　addition　to　its　　　　to　this　URL　wHI　always　result　in　accessing　the　specific　object’s　own

management　of　the　books　and　journals　in　the　NMWA　holdings、　the　　　　page．　This　will　allow　people　to　quote　each　object’s　information　p〔lge　or

Research　Library　also　manages　information　on　the　works　in　the　　　　create　a　bookmark　to　the　workt　allowing　for　simple，　direct　ac（：ess　to　the

collection　and　manages　the　NMWA　official　website．　The　following　is　a　　　　object　information．　At　the　same　time　the　Permalink　function　was　adde．d，

report　on　the　activities　of　this　fiscal　year　that　occurred　alongside　the　　　　　the　search　engine　was　optimized，　with　a　General　Index　Menu　added　to

climate　control　work（）n　the　New　Wing　and　the　everlts　related　to　the　　　　the　NMWA　website　that　presents　an　overview　of　all　works　in　collection．

museum’ s　50th　anniversary．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　order　to　make　it　possible　to　provide　more　informatioll　to　Ilon－

　　In　terms　of　materials　collection，　we　continued　to　collect　books　and　　　　　Japanese　reading　website　visitors，　efforts　are　being　made　to　provide

periodicals　in　line　with　the　collection　policy　focusing　on　western　art　　　　bi［ingual　information　on　the　NMWA　website，　including　ongoillg

from　the　medieval　period　through　the　first　half　of　the　20th　century．　The　　　　exhibition　information（permanent　collection　displays　and　sl）ecial

library　was　able　to　obtain　the　entire　l899－1902　run　of　the　German　　　　　exhibitions），　events（lectures，　symposia，　etc．）and　educatior）al

periodical　Die　InseL　M（）natssc／7rif『n7it　Buchschmucたund∫lliustrationen，　　　　programming．　Further　basic　information　on　all　exhibitions　he］d　at　the

along　with　the　missing　isgsues　of　the　Jahrbuchρreussischer　Ku／turbesitz．　　　　NMWA　from　its　opening　to　the　present　is　provided　in　English．　A　spe，cial

As　h）1）revious　years，　we　conducted　materials　exchange　with　a　total　of　　　　site　was　made　to　commemorate　the　50th　anniversary（）f　the　NMWA，

437museums　and　university　libraries　both　in　and　out　of　Japan，　　　　providing　a　multi－approach　introduction　to　the　commemorative　events

presenting　them　with　copies　of　NMWA　publications．　We　received　in　　　　and　various　museum　activities。　The　Epson　Corporation　provides　sul）port

exchange　hard　to　colne　by　exhibition　cata［ogues，　research　reports，　　　　for　museum　activities　throughout　the　year，　and　the　Epson　website

annual　bulletins　and　newsletters．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　includes　links　to　art　works　in　the　NMWA　collection　and　a　download

　　Cataloguing　activities　proceeded，　with　l，317books　and　l，400　　　　service．　These　and　other　projects　reflect　our　efforts　to　provide

periodicals　entered　into　the　LVZ　library　system，　prepared　and　she［ved．　　　　　information　as　broadly　as　possible　on　both　internal　and　external

　　During　this　fiscal　year，　NMWA　took　a　pioneering　roll　by　actively　　　　websites．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masako　Kawaguchi）

illtro（lucing　various　electr（，nic　resources，　including　the　introduction　of

JSTOR、　Art　Sales　Catalogues　Online，　and　Oxford　Art　Online．　These　　　　　［Major　Acquisitions　and　Newly　Acquired　Databases］

leadi・g・ef・・ence・t・・1・i・th・fi・ld・f・rt，・i・t・・duced　by　th・1・f・・m・ti・n　　Die　1・1・eL　M・natssch・ift　mit　B・・hsc／lmu・々　und　lt／u・t・ati・t・・c’n

・nd　Res…ce・R・・ea・ch　C・mm・・・・・…h…pan　C・unc・1・・A・・　＝‘加「ρ〃s∫活働”ωカεs”2

Museums・can　be　use（i　in　the　Resea「ch　Lib「ary・　　　　　　Art　S、1。，　C。・、1。gue，・。1ine

　　Due　to　the　climate　control　work　conducted　on　the　New　Wing，　the　　　　Oxford　Art　Online

Research　Library　closed　its　reading　room　from　July　l　to　November　28，

and　during　that　period　user　services　were　limited（photocopy　orders　　　　［Public　Use　of　the　Research　Library］

only）．　Other　than　this　time　frame，　the　reading　room　was　open　to　outside　　　　Open　days：89　days

use・s　a・i・th・pa・t，・・tw・d・y・aw・・k　Crue・d・y・a・d　F・id・y・）．・Th。・　Registe「ed　uSr「s：lo4（611　newiy・egi・t・・ed・41・e・ew・1・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NUmb（rof　visitorsl　262
the「eadin9「°°m　was　（）pen　f°「at°ta1°f　89　days　and　utilized　by　262　a「t 　Numbe，。f・t，m、，こ，。8、，。d、1，19。

mus；um　cu「at°「s・9「aduate　students，　gallery　staff　membe「s　and°the「　N・mbe・・f　ph…c・pi・・m・d・・752・eq・e…f。r　a・。・、1。f　l・，26g　1、。g。、

qualified　individuals．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　copied

　　Regarding　the　management　of　information　on　w（）rks　in　the　NMWA　　　　photograPhs　requested：2：）L　requests　for　a　total　c）f　lt19　phot（）graplls

・・llecti・・，…tinui・g・・f・・m　the　p・evi・u・fiscal　y…，・the　lib・a・y　　Refe「ence「equests：6

received　a　Grant－in－Aid　for　Publication　of　Scientific　Research　Results　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Studv　Visits］

f「°m　the　Japan　S°ciety　f°「the　P・・m・ti…fS・iel・ce　t・assi・t　with　th・　Dec・1・be・82・・8・・i・。　P，ef。ct。r、I　A，t・Museurn，　Vi。．。、1．M。nagt／，me、1t

creation　of　a　research　resu［ts　database．　Information　management　　　　System　forCollections　lnlorm《｝tioll

activities　included：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D（．cember　18，2008：Y（．）shino　Gypsum　Art　Foundati（）n、　Visited　R（scarc｜l

l）・r…ac・・ve　d・・a　e・t・y・・r　3・・；・…f・・…m・…－ewly　㍑1，、、。。9，T。ky。M。，r。P。ll，an　1．、br、r，，。、、、，，d　Researcli、L、brary

　　acqulred　works（provenance，　exhlbition　history，　bibliography）

　　published　in　the　NMWA　Annual　Reports（1967　t（）present）；entry　of　　　　［W（…bsite］

　　2，300art　work　loan　histories（including　traveling　exhibitions）；　　　　Hits：7．242．549　pageviews
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Aug，ust　11，2008：（）pいIK・d　tlle　r）OtllAnnivい1’snt），，，’Site

INMWA　Colkいctions　Datal）as　｛i｜

Fm　g，lish　lnterfa（’いBい！，u：｜：August　18，2008

Pcm．ialink　lc三ltllrいinstalle（1：Mar（・h　3｝2009

Pllblic　Diita：’11いxt　tracker’：4，320；llnagc　daki：4、210　itclns　〔いxcいpt　thOsい

work：Prok・ck・d　by　coPyright）

日its：16〆1，784　p《｝gu　viいws（figurcs（・alcu］三ltいd　frolll　Octol．）cr　2008　tl）　ro　ti　gs　h

March　2〔〕09）
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教育普及に関わる活動報告
Report　on　Educational　Programs

1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：坂本雅美（修復家・東北芸術工科大学講師）

当館の所蔵作品および常設展示に関連して実施されるプログラ　　　参加費：無料

ム。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「紙の修復」

．Fun　w、th　C。llecti。nフ。ン．ウィズ．コレクシ。ン　　　　識とデモンストレーションで紙の修復を6召介するプ゜グラム・

今回の「見る楽しみ．知る喜び宗教．芸術家．6多編」（詳細は　日時゜酬：8月16日（土）13：3°－15・3°蹴

「R・E会惨照）では、当館の作品をより深く醐することを促すた　竺参力ロ者：中学生肚（一般）傭

めに
ニキリスト教の聖書・芸術家・作品の保存修復の各分野におけ蓼㌶錫美（1彦復家’東北芸術工科撒師）

る知識や情報を提供するプログラムを実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■FUN　DAY　2008ファン・デー
〈宗教の視点から〉　、　　　　　　ふだん当館にあまり足を運ばない人に来館してもらうために、さまざ

竃㌶璽㌫㌫議語を描いた絵画作品のギャラリートまなプ・グラムと共に常設蹴を無料開放する日・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：9月20日（土）、21日（日）　9：30－17：30　本館全体・前庭

づ 　一　　　　　　　　　　プ。グラム内容、①建築ツアー
U時・場所：q）8月5日（火）、8日（金）②8月12日（火）、15日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ギャラリートーク「常設展、この1点」
　　　　　各日ll：00－12：00、14：00－15：00展示室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③フォトサービス
対象・参加者：一般30名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
li’mallj・巖覧搬麟㌶）　　　議ニサート
　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥ボランティア紹介コーナー
参加費：常設展観覧料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一一般’9月20日＝1，128名、21日・1，407名

〈芸術家の視点から〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■クリスマス・プログラム
「イタリア・ルネサンスの画家と顧客と社会」
　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クリスマス・キャロル」
哨゜場所：8月2日（土）14：°°－15・3°講堂　　　　　クリスマスに教会で歌われる緩歌などを特集したアカペラのコ。

対象・参加者：一般67名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サート。
講師：越川倫明（東京藝術大学准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：12月20日（土）、21日（日）　12：40－13：20、15：40－16：20
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本館1階ロビー（常設展入口付近）

「マティスとピカソ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画：西山奈々子

1　“1　，tJ：．・場所：8月30日（土）　14：00－15：30講堂　　　　　　　　　　　演奏：末千紘、谷原めぐみ（ソプラノ）、山崎春奈、坂上賀奈子（ア

対象・参加者：一般71名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルト）、小俣貴弘、田中研（テノール）、加未徹（バス）

講師：関直子（東京都現代美術館主任学芸員）　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般400名

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料

　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵でたのしむクリスマス」
〈僻修復の視点から〉　　　　　　　クイズや倉U作を通して天使が描かれた絵画偏を楽しむプ。グラ
「タピスリーの修復」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム。
講義とデモンストレーションでタピスリーの修復を紹介するプログラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：12月20日（土）、21日（日）　10：00－ll：30、14：00－15：30
ム。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講堂・展示室
ll時・場所：7月19日（土）　13：30－15：30　講堂・修復室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：6－　10歳の子どもと同伴の大人62名
対象・参加者：中学生以上（一般）20名
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
講師：h井美恵（修復家）

参加費：無料

「水彩画を素敵に見せるコツ　　もっとよく紙を知る」　　　　　　　　　2）特別展関連プログラム

紙の性質と水彩画をより良く見せる方法を紹介するプログラム。　　　　年3回開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジ

ロ時・場所：8月14日（木）　ll：00－16：00講堂　　　　　　　　　　　ウム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど、

対象・参加者：高校生12名
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鮮‘、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　［ハンマースホイ展］

・、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Lj　　9月30日（火）　参加者：86名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カール・ドライヤーの映画におけるハンマー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スホイの影響」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アネ・ビアギデ・フォンスマーク（コペンハー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲン、オードロブゴー美術館長）

10Jj4日（D　参加者：120名

「ハンマースホイと象徴1議」

フユリックス・クレマー（フランクフルト、シュテ

ー デル美術館学芸員）

11JJ2211（ll）　参加者：141名

「19．　Hlr紀末デンマーク、黒衣の女性が語るも

の」

田辺欧（大阪大学世界言語研究センター准

教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年2Jj2811（一ヒ）参加者：96名

・講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「古典主義時代の変革　　新しい『黄金の世紀』のために」

時間・場所：14：00－15：30　講堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブレーズ・デュコス（ルーヴル美術館絵画部キュレイター）

対象・参加費：一般・無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月7日（土）　参加者：90名

［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「17世紀ヨーロッパに流れ込んだアジアのモノ」

4月12日（土）　参加者：125名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田正（東京大学教授）

「イタリア文学におけるヴィーナスとその周辺人物たち」

浦一章（東京大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スライドトーク

4月19日（土）参加者：149名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間’場所：18：00－18：40　展示室あるいは講堂

「《オランピア》から《ウルビーノのヴィーナス》へ　　近代絵画と伝　　　対象’参加費：一’般’無料ただし展覧会観覧券が必要

統」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーナス展］

三浦篤（東京大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：渡辺晋輔（当館主任研究貝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月11日（金）251二1（金）、5月9「1（金）
5月10日（土）　参加者：103名

「ルネサンス美術に表わされたヴィーナス　《ウルビーノのヴィー　　　　参加者：計353名

ナス》を中心として　」

渡辺晋輔（当館主任研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コロー展］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：鈴木伸子（東京藝術大学大学院）

［コ。一展］　　　　　　　　　　　6月20日（金）・7月11日（金）25日（金）・8J’J8日（金）22日（金）

6月14日（土）　参加者：124名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計565名

「今なぜコローか」

ヴァンサン．ポマレッド（ル＿ヴル美術館絵画部長．統括学芸員）　　　　　［ハンマースホイ展］

高橋明也（三菱一号館美術館長．当館客員研究員）　　　　　　　　　　スライドトーク：佐藤直樹（当館主任研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月10日（金）24日（金）
7月6日（日）　参加者：102名

「コロ＿と日本人：受容とコレクションの歴史」　　　　　　　　　　　　スライドトーク：萬屋健司（大阪大学大学院）

井出洋一一郎（東京純心女子大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　11月7日（金）21日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計382名
7月27日（日）　参加者：135名

「コロー19世紀美術の体現者」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］

高橋明也（三菱一号館美術館長・当館客員研究貝）　　　　　　　　　　スライドトーク：高城靖之（慶雁義塾大学大学院）

8月3日（日）　参加者：134名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月6日（金）27日（金）

「風景画家コローが描く人物画」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計242名

隠岐由紀子（帝京平成大学専任講獅）
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グループに分かれて所蔵作品を使って作成したカルタで遊び、そ

の後カルタにした実作品を展示室で鑑賞した、、次に参加者は展示

室で選んだ絵の読み札をつくり発表した（内容は61111とも1司じ）

対象：6－10歳の子どもと同伴の大人

日II寺：4月12日（土）＊’1：前のみ26日（土）、5月10日（D＊午前のみ

　　24日（一上二）　　10：00－ll：30、14：00－15：30

参加者数：計105名

「イチ、二、サン、シ、Go！ロダン」

ゲームを通して体と心をほぐし、ペアやグループになって体でいろ

いろなモノを表現した。彫刻家と彫刻のゲームをした後、展示室に

行きロダンの彫刻を鑑賞した（内容は12回とも同じ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：7月12日（土）26日（土）、8月9日（土）／23日（土）、9月13日（1：）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27日（土）　10：00－ll：30、14：00－15：30
°コンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数：計204名

「コローの音楽趣味」

コローは音楽を愛し、しばしばその作品にも楽器を登場させている　　　「ワン・だふる・びじゅつかん」

が、マンドリンとハープによる楽曲を中心に、コローと同時代の音楽　　　絵に描かれた犬に着目したプログラム。所蔵絵画作品に描かれた

を楽しむコンサート。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬を主人公とする物語を聞いた後・展示室で犬が描かれた絵1町作

日時：7月10日（木）　18：00－20：00（17：30開場）　　　　　　　　　　　品を鑑賞し・最後は紙袋を利用して犬を作った（内容は4回とも同

場所：企画展示ロビー（B2F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ）°

企画・トーク：瀧井敬了（東京藝術大学演奏芸術センター助手）　　　　　対象：6－・10歳の子どもと同伴の大人

照明：海藤春樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：2009年3月14日（土）28日（土）　10：00－ll：30・14：00－15：30

演奏：青山忠、小野朋子（マンドリン）、岩城晶子（ハープ）、北川森　　　　参加者数：計53名

　　　央（フルート）、原裕子（ヴィオラ）

制作アシスタント：西山奈々子　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）学校関連プログラム

対象・参加者：一般100名　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スクール’ギャラリートーク

参加費：1，500円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の常設展示作品について・ボランティアスタッフが中心となって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施している予約制のプログラム。

・障がい者のためのプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度：2，122名（75件）

「コロー展特別鑑賞会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未就学児童＝28名（1件）・小学生＝1，046名（25件）・中学生＝788名

コロー展の作品について、30分程度の概要説明を講堂で行なった　　　　（37件）・高校生以上二260名（12件）

後・参加者にn由に鑑賞してもらうプログラム。　　　　　　　　　　　．オリエンテ＿ション

日時：6月28日（上）　18：00－20：00　　　　　　　　　　　　　　　　大人数の団体を対象に、講堂で行なう常設展あるいは特別展につ

参加者：147名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いての予約制の解説で教育普及室が実施している。

共同実施：三菱商事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度：979名（14件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学生＝587名（7件）、中学生＝172名（1件）、高校生以上・220名（6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件）
3）ファミリープログラム

ファミリ＿プログラムは、常設展が無料観覧となる各月の第二．第四　　　　’職場訪問

躍日に行なわれる。常譲示室で利用する家族向けの鑓用　血多学旅行あるいは総合学習の環としてグループで来館する生

教材「びじゅつ一る」の無料貸与と、コレクシ。ンの鎧と創作など　徒を対象に・教育普及室が対応している・

の体験がセ。トになった「どようびじゅつ」があり、いずれも教譜　　2°°8年）S：46名（11件）

及室とボランティアスタッフによって運営、実施されている。　　　　　　　中学生＝44名（g件）・高校生以上＝2名（2件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・先生のための鑑賞プログラム

・びじゅつ一る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別展ごとに小・中学校、高校の教員を対象に、展覧会の趣旨や

工事で新館閉室のため中止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもな作品について、展覧会担当者が講’lliで行なう解説，

．どようびじゅつ　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーナス展］
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll時：4月4日（金）　　18：00－18：40

實㌻㌶舞誌㌶巖漂㌻麗；蕊　蓼1慧1瓢li㌶舗
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［コロー展1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39月411（木）　「FUN　DAY」について

ll‖」：6Jj2711（（prr）　　18：00－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　10’」1611（ノトこ）08イ1三1∫どlll∫101（1）il㌃重力0）劫ミりjltり

講師：陳岡めぐみe｜］館研究（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　511月7日（金）新規ボランティア’lr務f：続き　ボランティア研修概

参加梱7名（他、観覧・）み29名）　　　　　　　　　　　　　要説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　611JJ14］1（金）コレクション概説（新藤淳、ll東岡めぐみ）

［ハンマースホイ展｝　　　　　　　　　　，11、JJ28　H（金）1，・1晒洋矧・1館眺（洲1槻）
剛：1｛川71除）1（i・°°－2°・°°（レクチヤー18・°°－18・4°）　　　　　｛iJI・｛、膓酬．センターC、ついて（J］II－1雅子）

講師：佐藤ll‘1：樹el1館i：任研究日＞　　　　　　　　　　　　　　　　812J15H（金））こ術館lj！n要．教育普及活動について（寺島洋子）

参hll　K・：繍（他・蹴σ）み2°7，）　　　　　　　　　　企1峻関連、、教伽醐について（横山佐紀）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cgi12Jj1911（金）ボランティア・ゼミOミ術史関連）アートカードの
■夏期教貝研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介と実施

東京都中学校）ミ術教育研究会武蔵野市小中学校美術研究会　　　　　10‘1H9．　lI（金）　コレクション概説（渡辺晋輔・村上博哉）

lKけ西洋美術館h同研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll月2311（金）コミュニケーションに関する講義（石澤典夫、NHK
日時・場所：7月31日（木）9：30－15：30　国、ltl西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　アナウンサー）

参加者：84名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示室でのお客様の対応について（齊藤亮・協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栄ビルメンテナンス）

東京都図画L作研究会東京国立近代美術東京都現代美術館　　　　⑫1月25日（1，1）講i寅「ル・コルビュジエと本館」（山名義之）

国、ヒ西洋美術館合同教員研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演「ル．コルビュジエと日本近代建築」（松隈洋）

日時’場所：8月25日（月）9：30－17：00東京国立近代美術館工芸館　　　　亘｝2月5日（木）　r一ども向けト＿クについて（寺島洋子）

参加者：78名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティアAの活動内容について（藁谷祐子）

その他に区、市単位で実施した教員研修　　　　　　　　　　　　　　’14・2月1211（木）どようびじゅつ「ワン・だふる・びじゅつかん」トライ

参加者：ll8名（7件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll512月18日（水）新規ボランティアによるスクール・ギャラリートーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯2月26日（木）　新規ボランティアによる模擬スクール・ギャラリート
5）ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーク
’i

G館では・2004年にボランティア制度を、砒ち上けミその年の後半か　　　　⑰3月8日GD　新｜Hスタッフ会合、活動のオリエンテ＿ション

ら活動を開始した。ボランティアスタツフは・ファミリープログラムと　　　　⑱3月14川ヒ）どようびじゅつ見学およびプログラム補助

スクール’ギャラリートークを中心に活動を行なっている・また・活　　　　⑲3月28LI（D　どようびじゅつ見学およびプログラム補助

動に必要な知識や技術を身につけるため、年問を通じて随時研修

にも参加している・9月には第21ii｜日のボランティア募集を行ない・　　　＊スクール．ギャラリ＿ト＿クの評価　7月2511（金）

従来の15名CO8年）に加え、新たに19名が加わった、、新規ボランテ

ィアスタッフは、来年度からの活動に向けて、ll月以降さまざまな‘∬

前研修に参加した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館では、西洋美術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をよ
・2006年度の活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り広く理解してもらうことを目的として、大学院生以ヒを対象とした

ilIファミリープログラム（ファミリープログラム欄参照）　　　　　　　　　インターンシップを実施している。当館職貝の指導のもと、研修生

どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク　　　　は所蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、そ

　　　　　　　および創作などの補助と有志による企画・　　　　　　れそれが希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携

．2、スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）　　　　　　　わる・

学校の児「責生徒向け対話型トークの実施・　　　　　　　　　　　　　［教育普及室］

．3その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターン：三石恵莉・福田京、江ll奇瑠璃r－

・ 9Jj2011（Il）、21日（日）に行なわれた「FUN　DAY」にて、ボランティ　　　期間：5月1日一2009年3月31H

　ア紹介コーナーを設け、ディスプレイの制作（有志）、当1」の紹介　　　指導：寺島洋f‘

　コーナーの運営を行なった。また、一般に向けた美術品のギャラ　　　　内容：（1健築をテーマとしたプログラム企画

　リートーク（所蔵作品の10分間トーク）を行なった。　　　　　　　　　　　　2）本館建設に関連する資料整理

’ 12月201｜（ヒ）・21H（H）に行なわれた家族向けプログラム「絵で　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］

　たのしむクリスマス」のプログラムを企画’実施した・　　　　　　　　インターン：川代イ∫甚

．2008、・、1渡の研修　　　　　　　　　　　期間：4JJ2111“8J」31日
r1）4月19H（：ヒ）講i寅会スク＿ル．ギャラリ＿ト＿クの新コ＿ス発　　　指導：高梨光tll

　　　　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：当館所蔵作品（絵画・彫刻・素描）の美術史的研究、所蔵品

②6月12日（木）どようびじゅつ「イチ、二、サン、シ、Go！ロダン」トラ　　　　　　カタログ編纂のための資料収集補佐

　　　　　　　イアル

5．｝



［絵画・彫刻・版画素描室］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤厚∫・（客員研究員）

インターン：矢野ゆかり　　　　　　　　　［ボランティアスタ。フ］
期lli，］：4月17日一8月31日　　　　　　　　　．」・Jj，燃まりえ、石川倣II子磯「E｜‖軍子」杜、好、栗盛苑r、・lt

指導：大屋美那　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広江、柴田若菜、白田．詠子、鈴木山紀、長Jl：靖f、檜谷錦f“、

内容：展覧会準備、カタログ編集業務などの補佐のうち、イギリス近　　　　　　平賀恵美、別所恵代、三好美智子、横畠ミサコ

　　　　代美術の関する内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：期：新井智子、伊藤敬子、小川滋、小竿真紀、澤野鵬・、谷口武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教、寺嶋直子、中野恵子、中村宏美、橋本典・∫・、畑中たまき、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田明美、福良恵子、文屋信男、前田直哉、道岡T・穂、森保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裕恵、山本三津江、吉田文子

7）他組織との連携

・東京都立飛鳥高校課外授業への協力

U時：6月13日（金）、10月24日（金）とFun　with　Collectionのプログラ

　　　　ム　合計10時間以上

内容：Fun　with　Collection参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Programs　Related　to　the　Permanent　Collection

参加者：10名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Fun、with．Collection

・ヒ鵬校「奉仕」課外授業への協力　　　　　：鵠膿躍蹴灘織㍑慧蒜㌫麗認忽瓢
日時：7月9日（水）、12月12日（金）15日（月）19日（金）20日（土）　　　　for　details）．

　　　　21日（日）　合計24時間

1格・「絵でたのしむクリスマス」の‡甫助作業　　　　：罐㍑‡樵1蕊：1；、。B、b1。・

参加者：5名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focusing　on　biblical　st（）「ies　alld　the　lives　of　the　saints，　the］ectu「e「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　introduced　the　main　religious　themes　found　in　various　art　w（）rks．

・東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究専攻の教　　　　1）August　5（Tue・）；8（Fri・）
育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）August　l2（Tue・）；15（F「i’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xTalks　are　held　at　l　l：00－12：00　and　l4：00－15：00　each　day

期問：4月1日一2009年3月3111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturers：1）Mutsuki　Iwaya（Graduate　Student，　Tokyo　University　of　the

内容：文化資源学研究専攻0）・一一層の充実と、当該研究科の学生の　　　　　　　　A「ts）
　　　　資質向上を図り、相1∫1の教育・研究の交流を促進した。　　　　　　　　　2）Hi「oyo　Hakamata（G「aduate　Student・　Tokyo　Unive「sity　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Arts）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：Admission　fee　to　the　Collection　Exhibition

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：30

8）出版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．The　Artist，s．Role、in、Art＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ltalian　Renaissance　Painters、　their　Patrons　and　Societゾ

・展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）　　　　　　　　　　　　　　　August　2（Sat．）14：00－15：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Michiaki　Koshikawa（Associate　Professor，　Tokyo　University（，f

・展覧会作品リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the・Arts）

展覧会の概要と出品作品リストを含む無料配布の作品リスト　　　　　　Fee：．　f「ee　of　cha「9e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：67

［コロー展］　　B4（　：つ抄〒り）

1ハンマースホイ展］　B4（－1つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　“Matisse　and　Picasso”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　30（Sat．）14：00－15：30

1ルーヴル展］　B4（二つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Naoko　Seki（Chief　curator　of　the　Museum　of　Contemporary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art，　Tokyo）

・ジュニア・パスポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：free　of　charge

展覧会の入場券を兼ねた小・中学生を対象とした展覧会ガイド　　　　　Pa「ticipants：71

［コロー展］　A4（．一一1つナ斤り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Conservation・s　Role　in　the　Arts＞

［ハンマースホイ展］B4（iつ折り）　　　　　　　　　　　　　　　“Tapestry　Conse「vation”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Methods　of　restoring　textile　works，　taught　through　lectures　with

［ルーヴル展］　円形Dl3cm（二つ折り）　　　　　　　　　　　　　demonstrations．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　19（Sat）13：30－15：30

■ゼフユロス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：over　13years－olds

’IG館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季刊（年4　　　Lectu「e「：Mie　lshii（Resto「e「）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fee：free　of　charge

lllDのニュースレター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：20

2007年度：No35－No．38　A3（．三つ折り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺島洋子・横山〃・・紀・藁谷材i子）　撫，言，1。Pgwcasing　wate「c°1°「s　i”　Fascinating　Ways：Le…（’「e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　nature　of　paper　was　taught，　to　find　out　ways　of　making　your

スタ・フ・リスト　　　　　　　　愁瓢㌫；蒜；蒜
［教儲及室］　　　　　　　　蕊瀦：謡：1㌶蕊（R。，，。re，，　Lec，ur。，。，　T。h。kll　U，。ve，、、，y。，

、宇島i’f．了・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arts　and　Design）

横ll・佐紀　　　　　　　　　；1：‘：i㌫二ll；「ge
藁谷祐．了・

前1索蹴　　　　　　　　　ぽ1（‘：1｝s隠麗w。rks。ll　P、1p。，　was，、ught　thr，）ugJti　lect＿，1，

う・1



demonstratio｜｜s．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Coro！lllld　th（・Japancse：History　of　Japan’s　Reception　of　Corot　and

August　l6（Sat．）13：30－15：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collcctioi｜〈cti、・ities　inJapalゴ’

Tan’g，c．it：｛｝vCr　l：S　yいars－o川s　　　　　　　　　　　　　　　　　．hlly　G（St川

Lectul’er：Mas～lmi　Sakalnoto（Restor（ir、　Lec川r（・！’aピ｜1（，hoku　Univursily《）l　　　　Lいd順・1’：Yoi℃hir《）lde（1）rolcssor、　Tokyo　Junshin　Women’s　College）

　　　　　　　Arts　and　DCsign）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPan｛s：1（）2

FeC：lrCいof℃h〔wge

Participants：17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cor《）｛：’1’hc－’Ernbodimc，rnt　of　19th　Centuly　Art”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jlllv　27（Stll〕．）

■FUN　DAY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lx・cturer：Akiya　Takahashi（［）irector，　Mitsubishi　lchigokan　Museum，
Atw（，－day　prograln　consisting　of　a　v・ariety　of　cs，’ellts　amd　lrいe　acc（iss　to　　　　　　　　Tokyo；Gu（・st　Researcher，　NMWA）

the　Perlnallellt　Collectioll　Galleries　held　to　encollrこlgc　th《）se　who　　　　　Pat’ticipallts：135

normally　don’t　ViSit　thc　mul　eumto　Vc！｝rlturいinside　for　the　first　tilllc）．

1）ates：Septelnl）er　2〔｝（Sat，）and　21（Sun．）　9：30－17：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LLTI｜e　Figure　PaintiIlgs　by　the　Landscape　Painter　Corot”

1’　ro　sf　ra　ms：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AugUst　3（SUI1・）

　　a、Architectural　t（）ur　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Yukik（）Oki（lnstructor，　Teikyo　Heisei　University）

　　b．Gallery　Talks　“One　Work　in　the　Permanent　Collection　Galleries”　　　　　　Participants：134

　　（・．Photo　service

　　d．Puzzle　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　series　of　lectures　related　to　the　exhibition“Vilhelm　HammershOi”

　　e，Forecourt　Concerts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Hammershors　lnfluence　on　the　Films　of　Carl　Theodor　Dreyer”

　　f．Volunteer　Staff　Corner　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　September　30（Tue．）

Participants：September　20：1，128；September　21：1，407　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Anne・Birgitte　Fonsmark（Director　（）f　the　Ordrupgaard　Museum，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Copenhagen）

■Christmas　Program　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：86
“ Christmas　Carols”

From　carols　sung　in　churches　in　the　Christmas　season　to　popular　songs，　　　　“Hammersh②i　and　Symbolism”

this　acapella　concert　featured　a　range　of　festive　Christmas　songs．　　　　　　　　October　4（Sat・）

December　20（SaL）and　21（Sull．）12：40－13：2015：40’16：20　　　　　　　　　　　Lecturer：Felix　Kramer（Chief　Curator　of　the　l9th　Century　and　Classic

Organizer：Nanako　Nis．　hiyama（Tokyo　University　of　the　Arts）　　　　　　　　　　　　　　Modern　Painting　and　Sculphlre（lollection・Stadel　Museum，

Musicians：Chihiro　Sue，　Megumi　Tanihara（sop．），　Haruna　Yamazaki，　　　　　　　　　Frankfurt　am　Main）

　　　　　　　　　Kanako　Sakaue（alt．），　Takahiro　Omata，　Ken　Tanaka（ten．），　　　　　　Participants：120

　　　　　　　　　Toru　Kaku（b．）

Fee：free　of　charge

Participants：400

“ Enjoying　Christmas　through　Paintings”

Usirlg　quizzes　and　creative　projects，　participants　enjoyed

learning　about　a　painting　of　angels．

December　20（Sat．）and　21（Sun．）10：00－11：3014：00－15：30

Target：Children　aged　6－10　and　accompanying　adults

Fee：free　of　charge

Participants：62

2）Programs　Related　to　Special　Exhibitions

■Lectures
All　l4：00－15：30，　Auditorium，　free　of　charge

Aseries　of　lectures　related　to　the　exhibition“Venus　of

Urbino”
“ Venus　in　ltalian　Literature　and　Those　arourld　Her”

April　l2（Sat．）

Lecturer：Kazuaki　Ura（Associate　Professor，　Tokyo
University）

Participants：125

“ From　O！ymρia　to　V（III　us　of　Urbino：Modern　Painting　and

Tradition”

April　l9（Sat．）

Lecturer：Atsushi　Miura（Professor，　Tokyo　University）

Participants：149

Venus　as　Portrayed　in　Renaissance　Art：Focusing　ollレ’enttS

of’　tケbino”

May　lO（Saし）

Lecturer：Shinsuke　Watanabe（Curator，　NMWA）

Participants：103

Aseries　of　lectures　related　to　the　exhibition“Corot”

‘℃orot：AMusical　Conception　of　Painting”

June　l4（Saし）

Lecturer：Vincent　Pomarede（Semor　Curator，　Dlrector　of

3r



‘‘

Nineteenth　Century　Denmark：As　Told　by　the　Woman　in　the　Black　　　　■Biju－tool

Dress”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Suspended　due　to　the　renovation　of　the　New　Wing，

October　22（Sat．）

Lecturer：Uta　Tanabe（Associate　Professor，　Research　lnstitute　for　World　　　　■Doyo　Bilutsu（Saturday　art　workshoP）

　　　　　　　Languages，　Osaka　University）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　consists　of　art　appreciation　in　the　Museum　Collecti《）n

Participants：141　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Galleries　and　creative　activities　in　the　w（）rkshol）room．　Three　pr《）gr～mls

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　run　during　this　fiscal　year．

Aseries　of　lectures　related　to　the　exhibition“The　Louvre”
“

Revolution　in　a　Classicist　Age：For　a　New‘Golden　Age’” 　　　　　　　　　　　　“Let’s　play　Karuta　with　Art”

February28（Sat），2009　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　After　playing　a　Karuta　game　based　on　works　in　our　perlni）nent

Lecturer：Blaise　Ducos（Curator，　Painting　Department，　Louvre）　　　　　　　　　collectlon，　families　went　to　the　exhibition　room　to　look　for　the　paintings

Participants：96　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depicted　in　the　museum’s々aru’αcards．　The　families　created　s（）me

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　verses　which　matched　the　paintings　they　chose．　At　the　end，　they　shared

“

Asian　Goods　that　Made　their　Way　to　17th　Century　Europe” 　　　　　　　　　　their　own　karuta　with　others　by　reading　out　the　verses　they　made．（「The

March　7（Saヒ），2009　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　same　program　was　repeated　6　times．）

Lecturer：Masashi　Haneda（Professor，　Tokyo　University）　　　　　　　　　　　　　April　12（Sat．），26（SaL），　May　lO（Sat．），24（Sat．）10：00－ll：30，14：00－15：30

Participants：90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：105

■Slide　Talks　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“lchi，　Ni，　San，　Shi，　Go！Rodin”

All　l8：00－18：40，　Lecture　Hall，　free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants　relaxed　by　playing　games　that　involved　body　movement．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　They　then　divided　into　several　groups　and　posed　as“an　objecゼ’using

Related　to　the　exhibition“Venus　of　Urbino” 　　　　　　　　　　　　　　　　　their　bodies　and　their　imagination．　After　becoming　both　sculptor　and

April　l　l（Fri．），25（Fri．），May　9（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sculpture，　the　whole　group　went　to　the　galleries　to　look　at　Rodin’s

Speaker：Shinsuke　Watanabe（Curator，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　sculptures．（The　same　program　was　repeated　l2　times．）

Total　participants：353　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　July　l2（Saし），26（Sat．），　August　9（Sat．），23（Sat．），　September　l3（Sat），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27（Sat）　10：00－11：30，14：00－15：30

Related　to　the　exhibition“Corot”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：204

June　20（Fri．），July　l　l（Fri．），25（Fri．），August　8（FrL），22（Fri．）

Speaker：Nobuko　Suzuki（Graduate　School　of　Tokyo　University　of　the　　　　“Bow－wow　Wonderful　Museum”

　　　　　　　Arts）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　program　focused　on　dogs　depicted　in　paintings　at　the　museum．

Total　participants：565　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　After　enjoying　a　story　about　a　dog　in　a　painting，　families　went　to　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gallery　to　look　for　the　dog　in　the　story．　They　also　looked　at　other　dogs　in

Related　to　the　exhibition“Vilhelm　Hammersh¢i”　　　　　　　　　　　　　　other　paintings．　At　the　end，　they　created　their　own　dog　by　using　paper

October　lO（FrL），24（FrL）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bags　and　other　materials．（The　same　program　was　repeated　4　times．）

Speaker：Naoki　Sato（Curator，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　l4（Sat．），28（Sat．）200910：00－11：30，14：00－15二30

November　7（Fri．），21（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：53

Speaker：KenjiYorozuya（Graduate　School　of　Osaka　University）

Total　participants：382

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）School　Program

Related　to　the　exhibition“The　Louvre”

March　6（Fri．），27（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■School　Gallery　Talk

Speaker：Yasuyuki　Takashiro（Graduate　School　of　Keio　University）　　　　　　　This　reservation－only　program　involved　group　tours　of　the　Museum

Total　participants：242　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　Galleries，　led　primarily　by　Volunteer　Staff　members．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：

■Concert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Under　age　of　6：28（l　group）

Related　to　the　exhibition‘℃orot” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Primary　School（aged　7　to　l2）：1，046（25　groups）

‘℃orot’s　Musical　Taste” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Junior　High　School（aged　l3　to　15）：788（37　groups）

Corot　loved　music　and　musical　instruments　often　apPear　in　his　　　　　Overageof　16：260（12　groups）

paintings・Focusing　on　works　for　the　mandolin　and　harp，　this　concert　　　　Total　participants：2，122（75　groups）

presented　museum　from　the　time　of　Corot．

July　lO（Thu・）18：00－20：00，　Lobby　of　Special　Exhibition　Gallery　　　　　　　　　　　■School　Slide　Talk

O・gani・e・and　L・・t・・e・・K・ik・T・kii〔「・ky・U・ive・sity・f　th・A・t・）　　　Thi・p・・9・am・eq・i・i・g・e・e・vati・n・inv・lved　Educati・・D・p・・tment

Assi・ta・t・Nanak・Ni・hiy・m・（T・ky・U・ive・sity・f　th・A・t・）　　　　・t・ff　m・mb・・s　p・e・enti・g　lect・・e・expl・i・i・g　th・w・・k…di・pl・y　i・th・

Lighting　Design：Haruki　Kaito　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum　Collection　Galleries　or　special　exhibitions．　These　talks　were

Musicians：Tadashi　Aoyama・Tomoko　Ono（Mandohn），　Akiko　Iwaki　　　　aimed　at　large－scale　audiences　and　held　in　the　lecture　hall．

　　　　　　　　（Harp），　Morio　Kitagawa（Flute），Yuko　Hara（Viola）　　　　　　　　　　participants：

Ti・k・t・・1・・500　yen　　　　　　　　　　　　　　p・im・ry・S・h・・1（・g・d　7　t・12）・587（79・・up・）

P・・ti・ip・・t・・100　　　　　　　　　　　　　　　J・ni・・High　S・h・・1（・g・d　l3t・15）・172（l　g…p・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Over　age　of　l　6：220（6　groups）

■Program　for　the　Disabled　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　participants：979（14groups）

Special　Viewing　Session　for　the　Corot　Exhibition

After　a　30’minute　general　explanation　of　the　works　in　the　Corot　　　　■Museum　Visit　for　Extracurricular　Activity

・・hibiti・・，・i・it・・s　w・・e　all・w・d　t・f・eely　el・j・y・th・・exhibiti…　　　　Th・・e　g・・up・i・it・inv・1ved・middl・・ch・・1　and・high　sch・・1・t・dent・i・

June　28（Sat・）18：00－20：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coordination　with　their　Integrated　Courses　at　school．　The　Education

With　S・pP・・t　by・Mit・ubi・hi　C・・p・・ati・n・，1・c・　　　　　　　St・ff　m・mb…g・id・d　these　g…p・，・nd　p…id・d　il・f・rm・ti・n　regarding

Participants：147　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　curator’s　job，　art　works，　and　the　art　museum　itself，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Junior　High　School（aged　l3to　l5）：44（9　groups）

3）Family　Program　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Over　age　of　l6：2（2　group）

The　Family　Program　is　a　lree　program　held　on　the　2nd　and　4th　Saturdays　　　　Total　participants：46（llgroups）

of　every　month，　aiming　at　children　aged　6－10and　accompanying

adults・Two　different　programs・“Biju－tool”and“Doyo　Bijutsu”（Saturday　　　　■Teachers’　Program

art　workshop），　are　conducted　by　members　of　the　Education　　　　This　program　has　been　designed　for　elementary，　Illiddle　school，　and

Department　staff　and　Volunteer　Staff・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　high　schoo1　teachers　and　other　educational　staff　meml）ers．　The　program

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　includes　a　brief　overview　of　the　exhibition’s　contents，　discussioll　of　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　few　works　on　display　and　free　entry　to　the　exhil）iti（）1｜，
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All　18：00－18：40，　Lectu　re　Ilall、　frcc　olcharge　　　　　　　　　　　　　　　l）eccmbcl’19（Fri．）Workshops　oII　a　Way　ol　S【・u川g　Art　Works／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lntrodtic・tiOll（）I　Art　Card

Related　to　the　exhibition“Venus　of　Urbino” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jal川ary　9（FrL）　　1．ecttiresト‘ltaiitlTl　Old　Master　Paii｜tillgss”1）y　ShinstLke

∧pri同（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wa佃1abe　and“PailltillgJs　il川1e　20th　cellmry”by

Lectur｛・r：Shinsuk（i　Wat2111al）い（（：urator，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroya　Murakami

P・rti・iP・・t・・124（E・hibiti・n　vi・wi・9・・ly・5：う）　　　　　　　　」川1・・ry・23（Fri．）Le（・mres“C・1・m｛L・ic・ti・11　alld　V・・ic・P・・jclCti・・”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Norio　lshizawa（N日K　broadcaster）alld

Related　to　the　exhibition“Corot” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“lnformation　oll　Visit（）rs　at　the　Museum”by　Ryo

Julle　27（FrL）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saito（Kyoei　Building　Maintenance　Coml）any）

｜舳lr・r・M・g・1・i」i・9・・k・（gllr・・t°「・NMWA）　　　　　　　J。…ワ25（SUII．）L・・t・res・・L・C・rb・・i・・al・d　the　M・i・B・ildil・9”by

Pilrticil）allts：47（Exhibition　vlewil190nly：29）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshiyuki　Yamalla　al｜d“Le　Corbusier　and　Modern

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Architecture　in、lapalゴ1　by　Hiroshi　Matsukuma

R・1…d・・tl三rexhil・iti・n“Vilhelm　Hamme「sh②ド’ 　　　　　F。bruaツ5（Thu．）Lec・。，。、・C。ndし1，・illg　T・ur・f・・Child・e・・by　Y・k・
（．

）ctober　l7（Fri・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Terashima　and・Volullteer　Activities　at　the

L・・ture・・Na・ki　Sat・（Curat・1，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　Mし1seum・by　Y・k・W・・ag・i
P・「ti・ipantg．：35（Exhibiti°n　vlewing°nly：2°）　　　　　　F。b，u剛2（・・。．）T，・。1。f　D。y。　B・j。t、u　p，。9，am・・。w－w・w

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wonderful　MuseUm”

■Teachers’Summer　Seminars
J、ly　31σh。．）9・30－15・30，　NMWA，　F・ee・f・h・・g・　　　　　　F・b・uary・18（W・d・）Ob・erv・ti・n・I　S・h・・I　G・11・「y　Talk（1°「new　staff）

Organized　with　Musashino　City　Study　Group　of　Primary　School　and　　　　　February　26　Crhu．）　Trial　of　School　Gallery　Talk　by　new　stafl　members

Junior　High　School　Art　Teachers’Study　Group　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March　8（Sull．）　　　Meeting　forall　the　volunteers　to　get　acquainted

Pa「ticipants：84 　　　　　　　　　　　　　M。，ch　l4（S、t．）　Ob、e，vati。n，、f・D。y・Bil・t・・p・・g・am（1・・new

含麟謬。g6＝・・…nalM・・eum・・M・d・・nA・しT・ky・・M。，ch28（S。、）：：ll，va・一。fD。y。B・j。・・up・・g・am（…new

O，gani，ed　wi・h　T。，。k・・，・h・N・d・nal　M・・eum・f　M・d・m　A・t，　T・ky・　　　　　　staff）

and　the　Museum　of　Contempora　ry　Art，　Tokyo．

P。r，i。ip。nt，、78　　　　　　　　　　　　Revi・w・f　S・h°・1　Gallery　Talks：」uly　25（F「i・）

Other　seminars
Total　participants：ll8（7　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）Internships

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　I）art　of　its　mission（）f　developing　human　resources　in　areas　related　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　western　art　and　also　as　a　way　to　further　garner　and　broaden

、1，。P。由、ip。，，d　i。・，ai、i。g、e・si・n・h・1d・h…gh…th・yea・i…d・・　edVcati・nal　p・；9・am・，　wlth　eaCnlnt三m　taklng　Pa「t　ln　hands“°n　w°「k’n

t。acq。i，e　th。　k。。w1。dge　and　tech・ique・necess・ry・f・・th・i・acti・iti・・．　thelr・w・・peclflc　a「ea°f　sl’eclallzah°n・

In　2008，19　new　members　joined　our　volunteer　team，　bringing　the　total　　　　　　　　．

numb。，。1。。lunt，ers　t。34．　The　new　m・mb・・s　att・・d・d　t・ai・i・g　　［Ed・・atl・P］．．．　　　．　．

・ess・・n・a・p・ep・・a…）・f…h…ac・M・・ess・・・…g…m…9・ 　　ご補；㍗㍑㍑濃uda’Runk°Esakl

．A，ti。iti。，　　　　　　　　　　　　　　S・n・ryi・・「：Y°k°Te「ashima

竃職瓢＝；ム　　h欝竃＝諜三㌶1÷，、－d，he
M。d。　di、pl。y、，。　h，lp。i、i・。，s　leam　ab…NMWA・・1・…e・ac・i・i・i・・　　Main　Building

蒜、瓢ced　thei「acc°mplishments　t°visit°「s　du「ing　the“FUN　DAY　［…a・・…1］

繍1鷲＝：＝：＝㌶㎞羅撫三blmg＿一＿＿he
．T，a、。、。g　and　M。，，・。gs　　　　　　　　　w°「ks　in　the　c°llecti°ns　and　c°mpiling　a　catal°gue・

April　l9（Sat．）　　　Lecture／Presentation　of　new　highlight　courses　for　　　　｜【ハtern二Yukari　Yano

　　　　　　　　　　　　　　　　S・h・・1G・ll・ry・T・lk　　　　　　　　　T。・m・Ap・iI　l7－A・g・・t　31

June　l2Crhu．）　　Trial　of　Doyo　Bilutsu　program‘‘lchi，　Ni，　san，　shi，　　　　supervisor：Mina　oya

　　　　　　　　　　　　　　　　Go！Rodin”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Training　Program：Assisted　with　the　preparation　of　the　exhibltion“Frank

September　4（Thu．）Meeting　on　the　up－coming　event“FUN　DAY” 　　　　　　　　　Brangwyn”

October　l6（Thu．）　Review　ol　the　activities　implemented　by　the
　　　　　　　　　　　　　　　　volunteers　in　the　first　half　of　2008

N。vemb。，7（F，L）・ve，vi。w。f、p。。mi。g・，ai。i。g・essi・ns　and　7）C°°pe「ati°n　with　Othe「lnstituti°ns

　　　　　　　　　　　　　　　　necessary　paperwork　for　new　volunteer　stalf　　　　Off－campus　Course　for　the　Tokyo　Metropolitan　Asuka　and　Oizumi

　　　　　　　　　　　　　　　　members　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sakura　Senior　High　Schools

N。vemb。，14（F，i．）Lect。，e，・Fl。mi、h　Old　M・・t・・P・i・d・g・・by　At・u・hi　June　l3（F・L），　O…b・・24（F・L）・・d・・m・d・t・・f・・m　th・p「°9「ams°f

　　　　　　　　　　　　　　　　Shi・f・li　and・F・ench　P・i・ti・g・i・th・19th　Cent・ry”　　Fun　with　C・ll・・ti…

　　　　　　　　　　　　　　　　by　Megumi　Jingaoka　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：10

N°vember28（Fri〕 麟三馴籔灘iご蕊㌃瓢麗＝漂1㍑漂（，，、〕，、。（，。，〕，21

　5（剛 欝謙㌶鞭1瀦鷲當…－m・
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Cooperation　with　the　Graduate　School　of　Humanities　and
Sociology，　the　University　of　Tokyo

Term：April　l，2008－March　31，2009

This　program　sought　to　deepen　the　understanding　of　Cultural　Materials

Research　specialists　in　this　program　and　carry　out　mutual　exchange　on

research　and　education．

8）Publications

■Exhibition　brochures
“

coroド
“

Vilhelm　Hammersh②i”
“

The　Louvre”

■Junior　Passports

Exhibition　guide　for　primary　school　and　junior　high　school　students：
‘L

Coroビ
“

Vilhelm　Hammersh¢i”
“The　Louvre”

．Zephyros
NMWA　Newsletter，　No．35－No．38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko　Terashima，　Saki　Yokoyama，　Yuko　Waragai）

Staff　List

Educiition　Department：

Yoko　Terashima

Saki　Yokoyama

Shigehiro　Maezono

Yuko　Waragai

Atsuko　Sato（Guest　Researcher）

Volunteer　Staff：

T《）moko　Arai，　Marie　Ando，　Sachiko　Ishikawa，　Kiiko　Isoda，　Takako　Ito，

Naoko　lnoue，　Shigeru　Ogawa，　Maki　Ozao，　Enko　Kurimori，　Hiroe　Sato，

Koichi　Sawano，　Wakana　Shibata，　Eiko　Shirota，　Yuki　Suzuki，　Takenori

Tar）iguchi，　Naoko　Terashima，　Yasuko　Nagai，　Keiko　Nakano，　Hiromi

Nakamura，　Noriko　Hashimoto，　Tamaki　Hatanaka，　Akemi　Hamada，

Kaneko　Hinotani，　Megumi　Hiraga，　Keiko　Fukura，　Nobuo　Bunya，　Hisayo

Bessho，　Naoya　Maeda，　Chiho　Michioka，　Michiko　Miyoshi，　Hiroe

M（．）riyasu，Mitsue　Yamamoto，　Misako　Yokohata，　Ayako　Yoshida
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FUN　DAY　2008　セイビまるごとお楽しみ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩　　・

FUN　DAY　2008　Let’s　Enj（）y　all　of　the　NMWA！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1川」：2｛｝08fド9月20川（｜つ、2111qD

Vemle：Mus（コum（ollection　Galleries（Main　Building。and　New　Wing）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　1　　5㍗
゜・gamze「・NatK）11111　Mureum°f　WCste「1’今「t．．、　．　　　　　　　　・【幾　ご

． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いトパリダ

　　　　　　　　　　働夢亙゜a‘

・ごご’　　　子

鷲

1

FUN　DAY　2008はlli三年に引き続いて行なわれた、国立西洋美術館　　　　た。今後も、さらに充実したプログラムを行なっていきたい。

無料開放プログラムである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横山佐紀）

　その目的は、すでに当館を知っている人ばかりでなく、当館や美

術館にあまり足を．運ぶことのない人たちに、当館のコレクションや活　　　　企画：国立西洋美術館教育普及室

動を知ってもらうことにある一／本年のFUN　DAYは、OPEN　museumプ　　　協ノJ：フィルハーモニア東京

ログラムの．・環として行なわれた、、

　FUN　DAY　2年日にあたる本年は、昨年同様、当館の常設作品を

楽しむためのプログラムの実施に加え、ボランティアスタッフ2期生

の募集の時期と重なったことから、ボランティアスタッフの活動紹介

コーナーを設けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fun　Day　2008・　continuin9　f「om　last　year，　was　a　pr・9ram　of　free　days　at

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　NMWA．
　当日は、入館者全員に入場券代わりのマグネットバッジを配布し、　　　　The　aim　of　this　pr。gram　was　t。　attrac．t　not　only　those　who　know　the

「美術館を楽しむプログラム」として、以ドの6プログラムを行なった。　　　museum，　but　also　those　who　d（）n・t　ofter）　visit　museums、　ours　included，

1）建築ツアー（建築関係者による、本館をめぐるツアー）、2）ギャラ　　　and　make　them　aware　of　（）ur・collecti・ns　an（1　progrElms．　This　year’s　Fun

リートーク「常設展、この1点」（ボランティアスタッフが常設作品1点　　　　Day　was「un　as（）ne　element　of　the　OPEN　museum　p「09「am’

について行なう1・分間のトーク）、3）常設展クイズ（轍の㈱1　，。；i㌶。鷲1，11隠溜∵f∴：，：濃a；謡瓢：i工

点を取り一ヒげたクイズシート、解説つき）、4）フォトサービス（プロの　　　　permanent　Collection　Galleries．　Coinciding　with　the　search　for　a　second

カメラマンによる前庭での記念撮影）、5）パズル（常設作品を拡大　　　　round　of　Volunteer　Staff　members，　a　b（）oth　was　set　up　on　Fun　Days　to

し、パズルにしたもの。制限時間内での完成をめざす）、6）前庭コ　　　int「oduce　the　activities　of　the　museum’s　voluntee「staff’　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　Fun　Days，　each　person　entering　the　museum　was　glven　a
ンサート（《地獄の門》の前でのコンサート）。建築ツアーは事前に　　　magnetic　badge　rather　than　an　entrance　ticket、　and　the　following　six

何度も勉強会を行なった上で実施され、また建築関係の専門家に　　　　“programs　for　Enjoying　the　Museum”were　held：

よるツアーだったこともあり、非常に好評であった。　　　　　　　　　　　　1）A「chitectu「al　tou「s（tou「of　the　Main　Building　by　a「chitectu「ally

また・ボランテ・ア紹介コ＋では・これまでボランティアスタ・　、）ご器1；罵潟。，k、。，h。　P。，mane。、　C。11ec，、。。　G。ll。，、。s”

フが行なってきたファミリープログラムやクリスマス・プログラムを紹　　　　　　　（volunteers　introduced　one　art　work　in　the　galleries　in　10minute

介するボードを作成し、プログラムで実際に使用したワークシート　　　　　　talks）

なども手にとって見ることができるよう展示を行なった。ボランティ　　　　　3）Permanent　Collection　Galle「ies　Quiz（quiz　sheets　with

アスタ・フによって貸出が行なオ・れている「びじゅつ一る」も・部展　、）：㍑麗課蒜＝，1慧；C麗＝：1）、。，he

示したところ、来館した親子や子どもに人気であった。当館におけ　　　　　　Museum　Forecourt　by　a　professional　photographer）

るボランティア活動を幅広く紹介する良い機会となった，，　　　　　　　　　5）Puzzles（a　photo　of　a　work　in　the　museum　collection　was

　残念ながら台風の時期にあたったために天候に恵まれず、昨年　　　　　　enla「9ed　and　made　into　a　jigsaw　Puzzle’The　goal　was　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　assemble　the　puzzle　within　a　set　time　period．）
よりも来館者数は少なかったが、本館、新館共に開館していた昨年　　　　　6）Concert．in　the　Forecourt（Concert．in　fr。nt、of　The、Gates、ofHeの

とは異なり本館のみの開館であったため、適切な来館者数であっ　　　　　The　architecture　tours　were　extremely　popular　because　they　were

たと考えている。本年のFUN　DAYはOPEN　museumプログラムのひ　　　　held　after　many　advance　study　meetings，　and　were　conducted　by

とつとなったため、パズル、フォトサービスなどエプソン、電通のこ協　　　　a「chitectu「al　sPecialists’　　。　　　　．　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Further，　the　Volunteer　Activities　Corner　displayed　boards　presentlng
力を得て昨年よりもさらに充実したプログラムを行なうことができ　　　the　previous　activities　of　the　volunteer　g．　taff，　such　as　Family　programs
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and　the　Christm《1s　Program、　alld　the　Corner　also　displ～iyed　the　actual

worksheets　and　other　materials　used　in　programs．　A　section　of　the

Bijutool　program　operated　by　the　Volunteer　staff　was　also　displayed，

and　it　was　particularly　popular　with　families　and　yc）ung　visitors．　This

corner　provided　a　good　oPPortullity　for　an　introduction　of　the　broad

range（．）f　volunteer　activities　at　the　NMWA．

　　Unlortunately，　this　year’s　Fun　Days　were　marred　by　typhoon　weather，

and　this　meant　fewer　participallts　than　the　previous　year．　However，　this

year　only　the　Main　Buildillg　was　opened，　unlike　Iast　year　when　both　the

New　Wing　and　the　Main　Buiiding　were　open，　and　thus　the　number　of

visit（．）rs　was　actuaily　appro｛）riate　for　the　scale（）f　space　available．

　　This　year’s　Fun　Day　was　part　of　the　OPEN　museum　programs　and　thus

the　puzzles，　photo　service　and　other　aspects　were　carried　out　with　the

support　of　Epson　and　Dentsu．　This　meant　that　the　programs　were　more

fully　realized　than　they　had　been　in　the　past．　We　hope　to　work　with

these　partners　to　present　even　better　and　more　developed　programs　in

the　future．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Saki　Yokoyama）

Planning：NMWA　Educ．ation　Department

In　cooperation　with：Philharmonia　Tokyo
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OPEN　mllseUm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sいrtillg　ill　fiscai　2007，　the（．）PEN　MUs（iUM　l）rojec：t　was　developed　by　the

嗣・蹴酬1よ・r成19・1渡より・よ1）多くの人1・・11館を楽しんで　1、1；ぽill∵：lllllnl。ll∴】蕊瓢1：1㍑1：、；11、ll：諜（llllぽ

もらい、かつより開かれた）ミ術館をU指すプロジェクトOPEN　　　sttpported　by　its　official　partllers，　Seiko　Epson　Corl）oration　and　Epson

mUscumを発足し、オフィシャル・パートナーとしてセイコーエプソン　　　　Sales　Japan　（’orporation．

株式会社およびエプソン販売株式会社から支援を受けている．．　　　　　　The　OPEN　mlls（’ttm　P「oject　ailns　to　make　the　a「t　museum　a　Place

・PEN　m－nとは・多様な機関端没とのつなが・）を大切（・し　：1：lll，lll，ll：）：lill蒜：ll∵；illl》、∵：ll惜1、：＝濃（：惣

ながら、）こ術を通して人々が出会う開かれたk術館を目ざすプロ　　　　《｝ffers　a　variety　of～art　work　to　c－it）joy〔alKl　view，　while　providing　people

ジェクトである，，その基本コンセプトは、さまざまな．美術の見かたや　　　　with　a　place　where　they　call　encoullter　a　diverse　array　of　viewpoints

楽しみかたを提供し、多様なものの見かたや考えかたに接するこ　　　　and　philosophies　on　a「t　wo「ks’　To　fa（’ilitate　these　90als・new　media　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　introduced　to　c’xistillg　I）rogralns，　making　this　fiscal　yeaピs　OPEN

とのできる場を人々に提供するといっものである。そのために、既　　　museum　all　the　m（）re　involvillg，　whether　for　individuals，　family　or　group

存のプログラムを充実させつつ新たなメディアを取り入れ、ひとりで　　　visitors．

も家族でも、グループでも参加することのできるプログラムをOPEN　　　　The　fiscal　2008　versi・ll・f　the　OPEN　museum　Project　included　the

museumプログラムとして昨年度より行なっている。　　　　　　　　　　following　P「09「ams’The　Fun　Day　2008（da￥s　on　which　Pe「manent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　collection　galleries　were　open　for　free）；educational　programs　related　to

　　OPEN　museumプロジェクト2年目にあたる20年度は、以．下のプロ　　　　permanent　collection　galleries，　such　as　the　family　program　Doyo　Bijutsu

グラムを実施した。常設展を無料開放するFUN　DAY　2008、常設展　　　　（Saturday　Art　Workshop，　for　details　see　its　descriptive　page．　The　same

関連教育普及プログラム（ファミリープログラム“どようびじゅつ”。　　　aPPIies　fo「P「09「ams　listed　below・）；Lectu「e≡Conce「t　held　in　conjunction

詳細は該当項目を参照・以下同じ）・コ・一展レクチャーコンサー 　ご二：；。漂蒜顎濡ご二惣麗蒜謬瓢il
ト（7月10日）、「Museum　X’mas　in国立西洋美術館美術館でクリス　　　　Guide　was　played　during（）pening　h。urs，　and　a　large．scale　panel　was

マス」（ll月28日一2009年1月4日）である。これらに加え、昨年に引き　　　　displayed　about　Tf？e　Port　ot’　Saitit－Trθρez、　replacing　last　year’s　panel　on

続き本館エントランスにおいて「映像ガイド」を常時．L映したほか、　　　Water　Lilies・Sta「ting　this　fiscal　yea「，　lists（）f　wo「ks　on　disPlay　in　the

大型作品パネルとしで臓》（・替わり《サン・ト・ぺの港》を新た　㌫；顎割、蒜ぽぽi，；1㍑1蒜蕊蕊llご）器：

に掲出した。また、来館者サービスとして今年度より、常設展作品　　　　galleries．　Similarly，　the　mini－museum　c：ut。ut　guide　designed　from　works

リスト（和文、英文）を展示替毎に作成・配布したほか、常設展作品　　　　in　the　permanent　galleries　was　distributed，　while　Christmas　cards　and

をデザインしたミニミュージアムや、クリスマス期間にはグリーティン　　　　memo　holde「s　we「e　dist「ibuted　du「in9　the　Ch「isnnas　season’

グカードや・モピ・トを酉己布した．　　　　　Ep三：麗、：㌶蒜1慧。f：：。Sllww・7．（lg。鷺a＝1

　　本プロジェクトに対し、セイコーエプソン株式会社およびエプソ　　　for・distribution　related　to．works　in　the　collection，　and　provide　an　even

ン販売株式会社の支援を得ることで、所蔵作品に関連する新たな　　　　more　thorough　service　to　visitors　than　possible　in　previous　years・　Each

配布物を作成するなど、昨年よりもさらに充実した来館者サービス　　　　of　the　P「o．￥「ams　was　well　attended’　and　the　P「09「ams　have　P「oved　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　very　effective　method　of　raising　awareness　of　NMWA　collections　and

の実施が可能となった。それぞれのプログラムには多くの参加者　　　　activities．　We　hope　to　provide　ever　more　developed　programs　next

があり、当館のコレクションや活動への認知を高めるために、たい　　　fiscal　year，　the　third　year　of　the　program，　inviting　all　the　more　people　to

へん有効であった。3年目となる来年度も、国立西洋美術館が人々　　　　conside「the　NMWA　an　oPen　museum・　　　　　（Saki　Yok°yama）

により開かれた・美術館となるよう、プログラムの更なる充実に努め

たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横山佐紀）

国立西洋美術館

open　museum

・↑1



Touch　the　Museumβ　映像と音でめぐる常設展

Touch　the　Museum（beta）：Multimedia　tourof　the　permanent　collection

会期：2009年2月9－14日

主催：国立西洋美術館

Duration：9－14　February　2009

0rganizer：National　Museum　of　Western　Art

「Touch　the　Museumβ　映像と音でめぐる常設展」は、文化庁か　　　　　こうして、音声／言語から画像tt映像への転換という意識の中、

らの平成20年度委託業務に基づいて製作した音声・映像ガイドの　　　　ネットワークとも切り結んだ新たな美術鑑賞ツールを探る試みとし

実証実験である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、「Touch　the　Museum」は小さくない意味をもつのではないかと

　昨今、私たちの生活に欠かせないものとなった携帯電話をはじ　　　思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新藤淳）

めとするモバイル機器は、近年ではさらに，急速な多機能化を遂げ

たことで、とりわけ視聴覚コンテンッの流通と消費の形態を大きく変　　　　コンテンツ製作：株式会社NHKエデュケーショナル

えつつある。とくにここ2、3・年のあいだに、欧米の美術館・博物館　　　　システム開発：有限会社シネティクス

では、iPhoneやNintendo　DSといったモバイル端末を用いた新世代

型の作品鑑賞ガイドへの関心が高まってきた。そもそも美術作品

という視覚媒体を扱う場において、こうした変化に対して一定に敏

感な反応があるのは、ある意味で当然のことかもしれない。かねて

蝋術館では・馴・関連する写真や映願料を並置するよう　隠＝lel：f忽㍑Sgぽ㌻蒜ご⊇監蒜

な展示手法が模索されてきた。とはいえ、美術館において来館者　　　　Affairs．

個々の鑑賞を支援するための一般的なツールは、いまだ「音声ガ　　　　Mobile　devices・such　as　the　mobile　telePhones　that　seem　to　have

イド（オーデ・オ・ツアー）」に留まっている・iPh・neなどを用いた鑑　惣；：惣lt：1＝ぽ慧1㌘㌶麟ddl＝；1

賞ガイドへの興味は、言語情報（音声）に特化した既存の鑑賞補助　　　functions　of　obtaining　and　consuming　AV　contents．　particularly　in　the

から、新たに視覚情報を中心とするそれへの移行を果たそうという　　　last　two　to　th「ee　yea「s，　inte「est　has　inc「eased　in　weste「n　museums　in

馴を物語っている・　　　　　　濃蒜rご＝霊；1蕊惣蕊鷺ぽ澱
　Apple社製iPod　touchを利用した当館の「Touch　the　Museum」　　　Needless　to　say，　there　has　not　been　a　uniform　reaction　to　this　change　in

も、大きくはこのような潮流の中にある。実証実験では、40点の作　　　the　case　of　visual　media　such　as　a「t　wo「ks’In　addition・exhibition

ll－“1解説（音声と画像）と・12本のコ＋解説（動画と音声）・さら（・　㌶隠霊1、＃1㌶1；：ln蒜ぱ徽㌫＝1

は本館コルビュジエ建築の解説（動画と音声）や音楽コンテンツな　　　the　basic　tool　used　to　support　the　viewing　experiences　of　the　many

どを川意し、それらを独自の位置測位システムと連動させながら、　　　diffe「ent　individuals　who　visit　a　museum　is　limited　to　an　audio　tou「・The

鑑賞者が効率的にアクセスできるよう酉己置した・こうしたコンテンツ　＝＝蒜麗1：、lli蒜、麟。Cl蒜。霊蕊1：

は、絵の前で画像や映像を提供することの功罪について有識者と　　　of・audio　information，　and　shifting　to　a　new　guide　form　centered　on

の議論などを経たうえで、映像の教育的活用を専門としているNHK　　　visual　info「mation’

エデュケーシ・ナ・レが製作したものである（たとえば・端末ばかりに　P。lh5《㍑：㍑蒜㌶a＝；隠i；ll，蒜1≒㍍ll

鑑賞者の意識が集中するのではなく、彼らの視線が壁に掛けられ　　　　version　of　the　program　involved　40　art　work　explanations（audio　and

た実作品と端末画面上に現われる映像とを自由に往還できるよう　　　still　images），12　co「ne「a「ea　exPlanations（video　and　audio）and

工夫を施した）・その結果・利用者の9割弱（回答数843）がガイド　驚：＝隠惣遮憶，三㍑蒜麗lll蕊li

の内容を理解しやすかったと回答するなど、展示室への映像の導　　　　accessed　through　a　unique　positioning　system　that　allowed　viewers

入は、事前の予想を遥かに上回る好評を得た。また、iPod　touchを　　　effective　access　to　the　info「mation・　The　content　of　the　Tou（’h　tfi（～

用いた第一の理由は・その操作性の高さ（・あった龍験ではお　竺蒜，9：ll遮、：；蕊。bl、隠、：：－1蕊1】蕊㍑li（㍑

よそ8割の利用者が、われわれの開発したアプリケーションの操作　　　　consultation　with　specialists　about　the　pros　and　cons　of　presenhng

を容易だと答えた。まだ改善の余地はあるにせよ、機能面に関して　　　either　still　images　or　moving　images　in　fr・nt・f　the　art　w・rks・Quc，，sti・Ils

も淀以上の有雛を認められたと言ってよ…　　　蕊蕊艦㍑蒜：蒜1蒜ll㌶蒜1愁當
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to　encourage　the　vieweピs　focus　to　move　back　and　forth　between　the

actual　art　work　hanging　on　the　wall　and　the　image　appearing　on　the

terminal．　According　to　our　su　rvey，　iust　under　90　percent　of　the　viewers

（lr（．）m　a　total　answer　pool　of　843）answered　that　the　guides’contents

were　easy　to　understand，　and　the　introduction　of　video　in　the　exhibition

galleries　was　favorably　received　as　having　slightly　increased　their

expectations　regarding　such　devices．　Further，　the　first　reason　for　the　use

of　the　iPod　Touch　was　its　ease　ol　use，　During　the　tests，　approximately　80

percent　of　users　answered　that　it　was　easy　to　use　the　application　we

developed．　Whether　or　not　there　was　room　for　improvement，　regarding

functionality、　it　is　good　that　effectiveness　exceeding　a　certain　standard

was　acknowledged．

　　Thus，　in　the　awareness　of　switching　from　voice／words　to

image／video，　the　Touch　theルluseum　program　can　be　considered　to　be

the　first　step　towards　finding　a　new　art　viewing　tool　that　connects　with

the　Internet．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（AtsushiShinfuji）

Contents　production：NHK　Educational　Corporation

App）ication　development：SYNETICS　LTD．
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展覧会貸出作品一覧
List　of　Loans

「田園讃歌近代絵画に見る自然と人間」　　　　　　　　　　　　　　　「線の巨匠たち　　アムステルダム歴史博物館所蔵素描・版画展」

（Songs　in　Praise　of　Rural　Life：The　Nature　and　Man　Relationship　in　　　　（The　Connoisseur’s　Eye：Master　Drawings　and　Prints　from　the

　　　　　　　Modern　Art）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Amsterdams　Historisch　Museum）

2008年2月23日一4月6L｜ひろしま美術館　　　　　　　　　　　　　　　　2008．年10月11日一11月241三1東京藝術大学大学美術館

2008年4月19日一6月ln山梨県立美術館　　　　　　　　　　　　　　　　D．2001－0001アドルフ・ムイユロン《自作エッチング「ヤン・シックス」を

P．1959－Ol23　レオン・オーギュスタン・レルミット《落穂拾い》cat．no．1一　　　　　　　　　見るレンブラント》cat．no．62，　repr．　color．

　　　　　　　32，repr．　color．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「バチカンの名宝とキリシタン文化」

「マティスとボナール地中海の光の中へ」　　　　　　　　　　　　　（Masterpieces　from　the　Vatican　Museums　and　Christian　Culture　in

（Matisse　et　Bonnard．　Lumiさre　de　la　M6diterran6e）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japan）

2008年3川5日一5月25n川村記念美術館　　　　　　　　　　　　　　　　2008年ll月10ー2009年1月12日長崎歴史文化博物館
2008年5月31日一7月27日神奈川県立近代美術館．葉lli　　　　　　　　　P．1998－0002　カルロ・ドルチ《悲しみの聖母》cat．no．224，　repr．　color．

P．1996－0002　ピエール・ボナール《花》cat．no，84，　repr．　color．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「セザンヌ主義：父と呼ばれる画家への礼讃」

「静かなる情熱藤川勇造とロダンの美」　　　　　　　　　　　　　　（Homage　to　C6zanne：His　lnfluence　on　the　Development　of　Twentieth

（Quiet　Dynamism：Yuzo　Fujikawa　and　the　Art　of　Rodin）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Century　painting）

2008年4月5日一5J」18日香川県・立ミュージアム　　　　　　　　　　　　　2008年ll月15ロー2009年IJ」2511横浜美術館
S．1959－0027オーギュスト・ロダン《鼻のつぶれた男》cat．no．1，repr．　　　　P・1978－0005ポール・セザンヌ《葉を落としたジャ・ド・ブッファンの

　　　　　　　color．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木々》cat・no・75，　repr・　color・

S．1959－0026オーギュスト・ロダン《花．子の頭部》cat．no．8，　repr．　color、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドーミエ人間喜劇」

「コレクション小企画展」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Daumier　and　the　Human　Comedy）

2008年6JS1411　一　12JJ71　i大原美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年11月29日一12月21日伊丹ll∫立美術館

P．19，　59．0196ギュスターヴ・モロー《牢獄のサロメ》　　　　　　　　　　　P・1984－OOO1オノレ・ドーミエ《観劇》

「ヴィルヘルム・ハンマースホイ展」　　　　　　　　　　　　　　　　　「クロード・モネ《印象・日の出》展」

（Vilhelm　HammershのD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Claude　Monet［lmpression，soleil　levant］）

2008年6月2411＿gJ」7［1　London，　Royal　Academy　of　Arts　　　　　　　　　2008　ii　1｛　12月23日一2009年2月8｝1名古屋市美術館

P．20（）8－OOO3ヴィルヘルム・ハンマースホイ《ピァノを弾く妻イーダの　　　　P・1959－0149　クロード・モネ《波立つプールヴィルの海》cat．no．ll，

　　　　　　　　いる室内》cat．no．67，　repr，　color．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　repr・color・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P1959－Ol66　カミーユ・ピサロ《冬景色》cat．no．22，　repr．　color．

「ジョン・エヴァレット・ミレイ展」

（J。hn　Eve，ett　Mill。i，）　　　　　　　　　　　　「影」
2008年8月30日一101」26日Bunkamuraザ・ミュージアム　　　　　　　　　　（La　Sombra）
Pl975－0004　ジョン・エヴァレット・ミレイ《あひるの子》cat．no．53，　repr．　　　　2009年2月10日一5月17rl　Museo　Thyssen－Bornemisza，　Madrid

　　　　　　　color、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959－Ol47クロード・モネ《並木道（サン＝シメオン農場の道）》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catno．55，　repr．　color．

「コレクションノ」・企画展」

2008年g川ll＿12Jj31日Randers　Museum（Denmark）　　　　　　　　　「フランス絵画の19世紀　アカデミスムから印象派へ」

P．1965．0004　クロード・モネ《セーヌ河の．朝》　　　　　　　　　　　　　　（La　peinture　frangaise　du　XIXe　siecle：acad6misme　et　m（）dernit6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年3月611－5月31日島根県、玩美術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年6月12B－8月31H横浜美術館

「コロー光と追憶の変奏曲」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1996－0001ギュスターヴ・クールベ《眠れる裸婦》cat．n（）．38，　repr．
（Corot：souvenirs　et　variations）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　color．（島札↓・枯ii兵）

2008年9月13U－12月711神戸．市立博物館　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959－Ol65　カミーユ・ピサロ《、乞ち話》cat．no．66，　repr．　color．（島根

P．1959－0077モーリス・ドニ《ヴィラ・メディチ、ローマ》cat．no．19，　repr．　　　　　　　　　のみ）

　　　　　　　color．

P．1959－Ol83　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《木かげ》cat．no．75，

　　　　　　　　repr．　color．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「肖像の100年　ルノワール、モディリアー二、ピカソ」

P」970－0003　カミーユ・コロー《ナポリの浜の思い出》cat．no．109，　　　　　（A　Century　of　Portraiture：Renoir，　Modigliani，　Picasso　and　other　artists

　　　　　　　　repr．　color．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　the　Collection）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年3月14日一6月21日ポーラ）こ術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959－Olllジャン＝ジャック・エンネル《婦人像》cat．no．22，　rel）r．

「Happy　Mother，　Happy　Children：微笑みの太陽・母と子の詩」　　　　　　　　　　color．
2008イ1三10月4目一12∫」14日．東タ1（↑詳1ご）き稀∫6官

P．1986－OOO1モーリス・ドニ《雌烏と少女》cat．no．16，　repr．　color．



新収作1：nii・覧

List　of　New　Acquisitions

1絵画1　　　　　　　　　　　　　　　　267刈84ml・　　　　　　　　　　　　　　　G・L’oog－ooo6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2008・0001

カ，レ。．インノチェンツ。．カル。＿ネ［168（」一　　　　　　、　　　　　アウグスティン・ヒルシュフ・一ゲル［1503－

177r，1　　　　　　　　　イスラエル’フ・ン’メ・ケ不ム［1440／45－1503］　155：3］
《聖フ。リ。クスと聖アダウクト。スの栄光》　　《不鋤合いなカ・プル》　　　　　《？’　1‘　111に挟まれた川のある風景》

㌫㌦ス　　　　甥ここヴ・ング　　　　翌㌘・
90。120Cm　　　　　　　　　　161×1（）8　mm　　　　　　　　　　l39×168　mni
C、，1。lnn。cenz。　C、，1。n。［1686．1775］　　1・・ah・1・・n　Meckenem［1440／45－1503］　　A・gusti・Hi・schv（）8・1［1503“1553］

Tt，。．Gl。揃，ati。η。fSt．．Fe／α。nd・St　　　The〃1－〃at・h・d　C・・ρ～・　　　　　　＆…ム・・d∫C・ρ・ω・th　R・・た・・t　L・fr°nd

Ada、，tUS　　　　　’　　　・．1496　　　　　　　　　　Rig／・「
1759－61　　　　　　　　　　E・9・avi・g　　　　　　　　　　l「）46．
Oil。＿vas　　　　　　　　　161×108　mm　　　　　　　　　Etchm；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2008－OOO2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　139×168　mm
90×　120Crn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，2008－0007
P2008・｛｝001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MZの画家（おそらくマテウス・ツァジンガー）

ウジ。＿ヌ．カリエール［1849．1906］　　　《恋人たち（繊）》　　　　　　メルヒオール・・ルヒ［1527頃1588購］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《1’字架の男（ハマン）》
《自画f象》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1500年頃

霊1腰ス　　　　㌶：㌫イング　　　　竺一ヴ1ング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜65×97mm
42×33cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Meister　MZ（Matthaus　Zasinger）

1蹴篇・ie・e［184919・6］　　忽；1ε゜fL°ve「s　（7「he　Emb”ace）　　雅忠＝鰐；3fte「1588］

c．1895－1900　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l550

0il　on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l47×122　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving

42×33cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200＆OOO3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165×97　mm

P．2008－0002　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2008－0008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471－1528］

ヴィルヘルム・ハンマースホイ［1864－1916］　　　　《「聖母伝」：聖母の賛美》　　　　　　　　　　オラツィオ・スカラベッリ［1589年頃活動］

巖∵イーダのいる室内》　竃：：　　　鑑鶯璽蹴
蒜。mm。，sh。i［1864．1916］　響＝麟｝瓢G1＿，、。。。f　l豊＝・連f乍

6竺゜「　w’th　lda　Pl°吻9蹴゜n°　　罐’n　　　　　。；。、i。S。a，ab。11i［。。ti。，・c．1589］

Oil　on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Woodcut　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke

76×61．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　296×213mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ferdinand　I　of　Tuscany　and　Christina　of

P．20080003　　　　　　　　　　G．200＆OOO4　　　　　　　　　　L・rraine・：輪’Eη’rγ伽・del　Prat・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1589

ウィリアム・アドルフ・ブグ・一［1825－19・5］　アルブビヒト’デューラー［1471－1528］　　；；隠㌫aset°f28

《少女》　　　　　　　　　　　　　　　　《「聖母伝」：聖母の婚約》　　　　　　　　　　G．2008－ooog

l878年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1504－05年頃

油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オラツイオ・スカラベッリ［1589年頃活動］

45・…8・m 　　　　　　　295×2°7mm　　　　　　　《「トスカ＿ナ大公フェルディナンド・lll、とク
William　Adolphe　Bouguereau［1825－1905］　　　　Albrecht　DUrer［1471－1528］　　　　　　　　　　　リスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：第2の

Little　Gir／　　　　　　　　　　　　　　　　　1　The　Life　of　the　Virgin　｝：Ti？e」Betrotha／ofthe　　　入場門、ボルタ・アル・カッラーイア》

1878　　　　　　　　　Vi”gin　　　　　　　　　l589年
Oii・n　canva…　　　　　　　　　　1504－〔）5　　　　　　　　　　エ。チング128点連作
45．5・38・m　　　　　　　　　　W°°dcut　　　　　　　　　　246。348　mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　295×207mmP．2008－OOO4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・2008－ooos　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Orazio　Scarabelli［active　c．1589］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke

［版画］ 　　　　㌶ll二㌶1；ルファー［148°tl”．1538］竃馴瞬y謂麟i㌫・

イスラエル・ファン・メッケネム［1440／45－1503］　　　　151凶：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　158g

《一ぷL拝》　　　　　㌶蒜イング　　　　　；；灘ごset°f28
㌶i㌫：イング　　　　　Alb・ech・Al・d・・f・・［・．148・－1538］　　　G・2°°8－°°’°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」Pピコir　o／　Lovers　in　the　F（）rest

Israhel　van　Meckenem［1440／45－1503］　　　　　1511　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オラツィオ・スカラベッリ［1589年頃活動］

The　Ado「ation　of　the”Magi　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　《「トスカーナ大公フェルディナンドー世とク

En9「aving　　　　　　　　　　　　　　　　　l35×100　mm　　　　　　　　　　　　　　　　Vスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：第4の

45



人場門、ドゥオーモのファサードの装飾》　　　　　Anonymous　　　　　　　　　　　　　　　　l64346年頃
1589年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke　　　　　エッチン久12点連作

エッチン7　28点連作　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ferdinand　1　of　Tuscany　and　Christina　of　　　　　　lI7×257mm

・・－mm 　　　　　㌫；蹴㍑＝認C卿゜「d　　S・・fan・d・ll・B・II・［1610－1664］
Orazio　Scarabelli［active　c．1589］　　　　　　　　　　　　1589　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Divers　Paysages）：（3）

・Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke　　　　　Etching　from　a　set　of　28　　　　　　　　　　　　　　　　c・1643－46

Ferdinand　I　of　Tuscany　and　Christina　of　　　　　　　236×331　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　set　of　l2etchings

Lorraine＞：ηhe　F（）urth　En　try　Arch．　　　　　　　　　　G．2008－0015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　117×257　mm

Dec（）rations　f（）r　the　Fa輻ade　ofSt．ルlaria　de　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2008－0020

Fiore

G．2008．0011　　　　　　　　　　　　　　　　　イ宮中庭における模擬海戦》　　　　　　　　　　の巡礼者》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1589年　　　　　　　　　　　　　164346｛瀕
オラツィオ・スカラベッリ［1589年頃活動］　　　　　エツチン久28点連作　　　　　　　　　　　　　　エツチン久12点連作

《「トスカーナ大公フェルディナンドー世とク　　　　247×358mm　　　　　　　　　　　　　　　　115×259　mm

リスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：第5の　　　　Orazio　Scarabelli［active　c．1589］　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］

人場門・カント・デ・ビスケリ》　　　　　　　　　・Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke　　　　・Divers　Paysages・：（4）

1589年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ferdinand［of　Tuscany　and　Christina　of　　　　　　　　c・1643－46

エッチン久28点連作　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lorraine）：ハロ響ηoc力～o　m　the　Courtyard　of　　　　　Set　of　12　etchings

246。342mm　　　　　　　　　　　the　PaiaZZ・Pitti　　　　　　　　　Il5・259　mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l589　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2008－0021

0razio　Scarabelli［active　c・1589］　　　　　　　　　　　Etching　from　a　set　of　28

麗鷲競竃耀鴨竃ζ；＝m　　　㌫㌫蹴；°1664］
難㌫頭d28　　　；rファーニオ’ダルフィアーノ［1591－16°7活竃纂点連作

G2008．0012　　　　　　　　　　　　　　　　《「トスカーナ大公フェルディナンドー世とク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：ネプト　　　　Ste！ano　della　Bella［1610－1664］

オラツ・オ・スカラベ・リ［1589鞠i舌動］　・ヌスの凱旋行進》　　　　1隠IPaysages’：（5）

《「トスカーナ大公フェルデイナンドー・’世とク　　　　1589年　．　　　　　　　　　　　　　　　　Set。f　12　etchings

リスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：第7の　　　　エツチング’28点連作　　　　　　　　　　　　　　lI2×257mm

人場門、パラッツォ・ヴェッキオのファサ＿　　　　　243×336mm　　　　　　　　　　　　　　　　G2008－0022

ド》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Epifanio（i’Alfiano［active　1591－1607］

158g年　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］

㌫篇榔　　　　　蕊㌫n恕；蕩蹴認糊跳。e　《「さまごまな風景」・（6）網を担ぐ灘巾》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　a　Chariot，　with　Sea・nd・River　Gods，　　　164346年頃

Orazio　Scarabelli［active　c．1589］　　　　　　　　　before　Palazzo　Pitti　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久12点連作

｛Festivals　for　the　Marriage　of　Grand　Duke　　　　　I589　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　116×259　mm

［；㍑言鴇隠棚瓢麗d鶉　撫ごet°f28　　　　S・・f・n・d・11・B・11・［161・－1664］
〃・・腋・・d；。f・th。・P。1。。。。辺ccん∫。　　　G．2。。8。。17　　　　　　　　〈Dive・s　P・ysag・…（6）
158g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．164346

塁：灘㌣　　　　㌫㌶1ご＝麗》　§議㍗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1643－464F頃

オラツィオ・スカラベッリ［1589年頃活動］　　　　　エツチン久12点連作　　　　　　　　　　　　　ステーファノ’デッラ’ベッラ［1610－1664］

《「トスカーナ大公フェルディナンド＿世とク　　　　115×256mm　　　　　　　　　　　　　　　《「さまざまな風景」：（7）海岸の船》

リスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式」：サン　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　164346年頃

タ・クローチェ広場のトーナメント》　　　　　　　・Divers　Paysages・：（1）　　　　　　　　　　　　エツチン久12点連作

15，，年　　　　　　　　　　c・164346　　　　　　　　　118×257mm
エッチン久28点連作　　　　　　　　　　　　　　　　　　set　of　12　etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］

24－mm 　　　　　　ll≧；m　　　　　　・Dive・s　P・ysag・…（7）
Orazio　Scarabelli［active　c．1589］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c’164346

欝灘撒繊竃e㌫匡縫了還認繍　魏㍗
C’て）ビ（）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164346年頃

1589　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久12点連作　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［161（）－1664］

Etchiilg　fr。m・a・set・of・28　　　　　　　　　　　　　119×259　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《「さまざまな風景」：（8）2隻のガレー船と2

ill，蒜｛：m　　　　　　S・・f・n・d・ll・B・11・［161・－1664］　　　双のボート》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Divers　Paysages》：（2）　　　　　　　　　　　　　　　164346年頃

儲イ・詳　　　　　1㍑3窪6。，。h、。g，　　　　㌫瀦点連イ1：
腸㌶駕ゼ瓢糸露㌫慧ζ　1蹴；・　　　　　S・・！an・d・H・B・11・［16101664］

イ宮の・噛》　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘Di”e「s　Paysag・…（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c，1643－46
1589年．　　　　　　　　ステーファノ’デ・ラ’べ・ラ［1610－1664］　　S。・。fl2。・，hi。g、
エッチング、28点連作　　　　　　　　　　　　　　　《「さまざまな風景」：（3）川を渡るふたりの騎　　　　116×259mm

236×331mm　　　　　　　　　　士》　　　　　　　　　　　G、2〔）08－0025

・i6



ステーファノ・デツラ・ベッラ｛161｛｝－16〔141　　　　　G・L）　oo8－ools　1　　　　　　　　　　　　　　　　（’」644

誌さまな風；IU：（9）111．駆けするふたりのステーフ。ノ・デ。ラ・べ。ラ1161－4］　i蕊：llil時

16．B．｝砕頃　　　　　　　　　　　　　　　　　《「11［隊のデッサン1：（3）’ド地における人砲

エ・チ・久・・点IILf1． 　　　　　　の運搬》　　　　　　　　ステ＿フ。ノ．デ。ラ．べ。ラ［1610．1664］
㌫∵ll　。B。ll。【－6・4】　…i！i：il評　　　｝、燃のデッサン」：（9）⌒上たち》

・Divcrs　Paysages・：（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久12点連作

｛・，｜643．4G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefallo　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　　　　　　　Gl×124　mm

S（it・f　lL）・t・tlill！，S　　　　　　　　　　　t　［　essins　de　quelques　tr《）Upes・：（：号）
113×25g　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1644　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］

G．L）008－0026　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Set《）f　l2etchillgs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lDessins　de　quelques　troupes》：（9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1×125　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1（シ44

ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］　　　　　G200＆0032　　　　　　　　　　　　　　　　　Set（〕1｜2etchings
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61×12・lmm

i、1：嶽な蜘二（1°）1曄　　　ステーフ・ノ・デ・ラ・べ・ラ［161・－166・］　・…8－…18

蒜ご連作 　　　麟㌶ソサン」：（4）lll地に向かつて大蒜㌫㌘㌔瓢㌶填

蕊＝1』1；°1664］　1㌶；・iiJl」Sl1／il｛　　　蕊1・たち》

c，1643－46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチン久12点連作
sd　of　l2etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　　　　　　　61×124　mm

｜19×260rnm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Dessins　de　quelques　troupes）：（4）
G．2008－0027　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1644　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S。・。f　12。・，hi。g、　　　　　　　　1　Dessi・・d・quelque・t・・up…：（10）

ステーファノ・デッラ・ベッラ［16101664］　　　　　60×124mm　　　　　　　　　　　　　　　　c・1644

《「さまざま訓景」・（ll）糊・・》　　　G2°°8°°33　　　　　　　11t；’｛；蒜1illgs

三鷲1碧、点」，，、i，1、　　　　　ステーフ・ノ・デ・ラ・べ・ラ［161・－166・］　　G・2°°8－°°39

121・257mm 　　　　　　　《「軍隊のデ・サン」：（5）川を渡綱1・・》　　ステーフ。ノ．デ。ラ．べ。ラ［161。．1664］

1＝＝Wl664］　1驚r　　　 響のデッサン」：（ll）包PHした田丁への

・・164346　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1644年頃
Set　of　12　etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　　　エッチン久12点連作

121×257mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Dessins　de　quelques　troupes・：（5）　　　　　　　　　59×124　mm

G．2008－0028　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c」644

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Set　of　l2etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664ユ

ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］　　　　　60×124mm　　　　　　　　　　　　　　　　l　Dessins　de　quelques　troupes　）：（ll）

《「さまざまな風景」：（12）素描家とYこ飼い》　　　　G・2008－0034　　　　　　　　　　　　　　　　　c・1644　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Set　of　12etchings

甥兇1、点連作　　　　　ステーフ・ノ・デ・ラ・べ・ラ［161・－1664］　：9，6，；；；（1；；

11g×260　mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《「軍隊のデッサン」：（6）前哨戦》

Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　1644｛卜頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］

・D・ve・s　P・y・ag・・1：（12）　　　　孟：儲，1’点連f乍　　　　　《「軍1隊のデ・サ・」・（12）軍隊の腸》

・」643－46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜644年頃
set　of　12　etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　　　エッチン久12点連作

119×260mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Dessins　de　quelques　troupes・：（6）　　　　　　　　　　（jl×129　mm
G．200＆0029　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c」644

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S。・。f　12。・、hi。g，　　　　　　　　St・fan・d・11・B・ll・｛1610－1664］

ステーファノ・デッラ・ベッラ〔1610－1664］　　　　　61×123mln　　　　　　　　　　　　　　　　　c　Dessins　de　quelques　troupes　）：（12）

《「軍隊のデッサン」：（1）表紙》　　　　　　　　G’2008‘0035　　　　　　　　　　　　　　　　　c・1644
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Set　of　12etchings

竺5；12糊、　　　　ステーフ・ノ・デ・ラ・べ・ラ［161・－1664］　ll＝11
56×126　rnm　　　　　　　　　　　　　　　　　《「軍隊のデッサン」：（7）ふたりの兵｝：、》

Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　1644｛1噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］

・Dess…d・q・elque・・…p・…（1）　　蒜、認2馳f乍　　　　　《ポーランドの賑》

・・1644　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1648－50年頃
Set　of　12etchillgs　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　　　エッチング

56×126mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Dessins　de　quelques　troupes）：（7）　　　　　　　　　185×191　mm

G．2008－0030　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1644

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Set　of　12etchings　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stefano　della　Bella［1610－1664］

ステーファノ・デッラ・ベッラ［1610－1664］　　　　　64×125mm　　　　　　　　　　　　　　　　　Polish　Rider

《「軍隊のデッサン」：（2）城門のドの兵｝．：》　　　　G’2008’0036　　　　　　　　　　　　　　　　　c・161＆50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

竺蕩、12点連作　　　　　ステーフ・ノ・デ・ラ・べ・ラ［161・－1664］　鑑；1；m

62×124mm　　　　　　　　　　　　　　　　　《「軍隊のデッサン」：（8）荷馬車》

Stefano　della　Bella［1610－1664］　　　　　　　　1644年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　リュカス・フォルステルマン［1595－1675］（ブ

・Dessi・・d・quelque・・…p・・1・（2）　　；霜：；2馴…　　　　　IJユーゲルの馴による）

c．1644　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《農民の喧嘩》
S…fl2…hi・g・ 　　　　　　　St・f・n・d・11・B・H・［1610’1664］　　　　エ。チ玖工。グ。一ヴ，ング
62×124mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Desslns　de　quelques　troupes》：（8）
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426×522mm

Lucas　Vorsterman［1595－1675］（after　Pieter

Brueghel　the　Elder）

Peasants　Fighting　over　a　Game　of　Cards

E亡ching，　engraving

426×522mm
G．20080043

シャルル・メリヨン［1821－1868］

《ル・プティ・ボン》

1850年

エッチン久エングレーヴィン久薄緑色の紙

262×189mm

Charles　Meryon［1821－1868］

Le　Petit　Pont

I850

Etching，　engraving，　greenish　paper

262×189mm
G．2008－0044

シャルル・メリヨン［1821－1868］

《死体公示所》

1854年

エッチン久ドライポイント、シン・コレ

212×192mm

Charles　Meryon［1821－1868］

ムoルforgue

l854

Etchin9，　dtyPoint，　chine　coll6

212×192mm
G．2008－〔｝045
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客員研究員・インターンシップ・スタッフ・覧

List　of　Guest　Curators／Internship／Staff

｛学芸課］　　　　　　　　　　　　　　　　　1客員研究員1

・1孝福輝　　ヒ席i三イr研究貝　　　　　　　　　マーサ・マクリントク

村ヒ博哉　学芸課長磁ミ1由i第：室長兼任）　　　業務1ノ寸容：国、γ西洋）ξ術釘｛が行なう情

酬〔舶洞院』臓企1・酬　総幸1酬における蹴記の助’　i”

高梨光lll　i：任iiJf究員（絵lltli第・室長）　　　　委嘱期ll；j：H20．4．1～H21．3．31

陳岡めぐみ研究貝（絵画第1室）

新藤淳　　研究員（絵画第』室）　　　　　　　佐藤厚f一

大屋）こ那　　1三任研究員（版画素描室長）　　　　業務内容：X2一術館教育に関する調査研究

渡辺酬　1袖r究員（1坂1螺描室）　　委嘱期ll｛j：H20・4・1～H21・3・31

寺島洋f　　主任研究員（教育普及室長）

横t1｜｜F紀　研究員（教育普及室）　　　　　　　瀧井敬子　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　、　　　　　　　　　　　　　業務内容：「コロー」展コンサート企画協
川口雅f’E任研究員（資料センター長）力
河ll公男　｝三任研究員（f呆イs二fl参1夏弓ミ長）　　　　委嘱期間：H20，6．1～H20．8．31

［秘書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　山名善之

金澤清恵　　　　　　　　　　　　　　　　　業務内容：国立西洋美術館本館建築調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：H20，4．1～H21．3．31

［研究企画室研究補佐員］

飯塚隆㈱・一マ帝国の遺産展）　㌶容、国立西洋美術館本館建築齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：H20．4．1～H21．3．31

［研究資料センター］

研究補佐員：高橋悦子・門田園氏澤里　　　中村るい

佳、一瀬あゆみ　　　　　　　　　　　　　　業務内容：キクラデス像の調査研究

アルバイト：佐藤志緒、足立純f’、比戸奈　　　委嘱期間：H20・4・1～H21・3・31

津子、窪内美緒、粂和沙

科研費（rl賊西洋美flii館所蔵作品データ　　高橋｝馳

ベース」）アルバイト酬紘代・安永麻里　㌶㌶蒜鵠㌘る調査研究

絵、井深優子、安藤美奈、玉井貴子、桝田

倫広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小熊佐智子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務内容：戦前における松方コレクション

［保存修復・科学室研究補佐員］　　　　　　　の受容史

高嶋美穂、内田香里　　　　　　　　　　　　委嘱期間：H20・41～H21・3・31

［教育普及室研究補佐員］　　　　　　　　　塚田全彦

前園茂宏灘祐子　　　鋼謡：詣煙蕊存榊

［展覧会アルバイト］

コロー展：鈴木伸子、佐藤奈々∫・、袴田紘

代

ハンマースホイ展：近藤真彫、萬屋健司

ルーヴル展：高城靖之

［版画素描室アルバイト］

大森弦史
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研究活動
Research　Activities

大屋美那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作品貸出業務］

［避会企画．構成．監修］　　　　　　　　（徽改良・醐防止・マイク゜クライメイトボ・クスの製作など）
「コ。一．．．　ug」（2。。8年6月14日一8月3旧）カタ。グ鱗および展示醐　エドワ’レド◆ムンク《雪中の鉄たち》

「フランク．ブラング，ン展」、2。1。年開催予定　　　　　ヴィルヘルム’ハンマースホイ《ピァノを弾く妻イーダのいる納》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルロ・ドルチ《悲しみの聖母》

［調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他に絵画作品9点

収蔵作品調査：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版画1点

「ロダンの大理石彫刻に関する調査」ロダン美術館、フランス国立美
術史研究所（パリ）ほか、2008年9月22日一2009年3月14日　　　　　　　　［調査研究］

「松方コレクションのブールデル彫刻に関する調査」ブールデル美　　　愛塑工業大学耐震実験センター青木教授との共同調査研究「免
術館、フランス国立美術史研究所（パリ）、2008年9月22日一2009年3　　　震i滑り板の加震実験」基礎調査・実験装置製作

Jj1411　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［牛手6午申言青］

展覧会のための調査：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特許申請「簡易免震滑り板」再審査請求

「フランク・ブラングィン展」作品および文献調査、バーミンガム美術
館、ロチデール美術館、ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館、英　　　　［招待発表］

国図）tl：館（イギリス）、2008年9月15－20日　　　　　　　　　　　　　　“Protecting　The　Gate　of　Hell：Seismic　Protection　of　Monumental

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze　Casting”，　National　Technical　University　of　Athens，　J．　Pau1

情報・資料収集：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Getty　Museum　colloquium　project，　2　June－4June　2008

「松ノ∫コレクションおよびその返還に関する資料調査、収集」フラン
スlkl、フ1美術館資料室、フランス国立美術館図書室（パリ）、2008年9　　　［研修］

月22日一2009年3月14U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期在外研修（30日間）

酬i端室の活動］　　　　　　　議ドン大学コートールド研究所にてカンヴァスこの伸縮劣化の

作品購人に関する業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イギリス、オランダベルギ＿、フランスにて、フランドル、ネ＿デルラン

版1呵素描データベース管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド静物画の技法調査

閲覧者対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［業務出張］

1その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国福建省アモイ、福州で彫刻台座製品検査

フランス国立美術史研究所客員研究員、2008年9月22日一2009年3　　　愛知工業大学「耐震実験センター10周年記念シンポジュウム」

川4川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多摩美術大学野口康氏講i演会「紅梅白梅図の金箔について」

河ll公男Kimio　KAWAGUCHI

［－1：事関係］

新館空調改修に伴う業務

「保（f：修復処置］

絵lllli修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川lI雅子Masako　KAWAGUCHI

アレッサンドロ・ベドリ・マッツォーラに帰属《ヴィーナスとキューピッ

ド》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室の活動］
’1

］該作品は07年1月に処置を開始し、08年度に及んで完了してい　　　研究資料センターの公開運用

なかった・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匡ぱ西洋美術館所蔵作品データベースの英語版公開、パ＿マリン

彫刻修復処置、　　　　　　　　　　ク桃勒1｜
レオナルド．ビストルフ，《死の花嫁たち》　　　　　臓作品データ整備

保微態調査、瀞、処置台製作、ブ。ン頬繊造用型取り　　資料コーナーの酬運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイルサーバー、ドメイン管理等

額縁修復：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開館50周年記念誌の準備

ヴェロネーゼ作品額縁（解体修復）
・　、該作　占は。7年ll月より、。8年6月（、完了　　　　　　［研究活重力］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記事：

「保存処置（免震すべり板、取り付け金物、台座石製作）］　　　　　　　「第74111咽際図書館連盟ケベック大会報lfd『アート・ドキュメンテ

ロダン作品4点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ション通信』79号・2008年10月・P．11

ブールデル作品2点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランス所在の国、Z西洋芙柿∫館関係資料調査記」rlアート・ドキュ

「0



メンテーション通信」80り・、2009年Ul、P．18　　　　　　　　　　　　　　　イノll藤ll’1：樹　Na（）ki　SATO

［調査活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1展覧会資ご川1

研修：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヴィルヘルム・ハンマースホイ静かなる詩情」企画・構成・監ll参、
1収学｛，胱・8～糠V｛・賊20fl渡アーカイブズ・カレ・浅10」コー綬　　2（！（）8Wl3・ll一121」711剛　（°ンドン・°イヤ’レ’アカデミー：2008

1溝（分割履修｝　　　　　　　　　　　　イ1　：－6J］24　1　1－9月71D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「デコ、一ラー版画素描展」（仮称）企lllli・構成・tll；i一修、2010年10月26
f也｝幾1廻1‖制イ｝ri：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll－2011イドlJjl6111｝目f崔〕タフヒ

フランス外務省アーカイブ分館（ナント外交資料センター）、フランス　　　　　　　　、
川立）ミ術史研究所アーカイブズ、ル・コルビュジエ財団アーカイブ　　　　［調査研究活動］

ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ヴィルヘルム・ハンマースホイ　静かなる詩情』展カタログ、佐藤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直樹フェリックス・クレマー編、ltcl、Z西洋美術館、2008年

｛婦ll資金］　　　　　　　　　　　　（嬬｝版）F。li。　K，am。，，　N。。ki　S。t、）and　Anne－Bi，gitt・F…m・・k，

科学研究費補N力金研究成果公開促進費（研究成果データベース）　　　Hamtners／loi，　Royal　Academy　of　Art，　London，2008＊同じく独語・

「国、㌃西洋）ξ術fi1’｛所蔵作品データベース」　　　　　　　　　　　　　仏語版あり

科学研究費補H力金基盤研究海外学術調査「国、砒西洋）こ術館を中　　　　「物語のないH常　　ハンマースホイとオランダ17世紀の室内画を

心としたル・コルビュジエ作品の文化遺産保存活用に関する調査　　　　隔てるものと結びつけるもの」『ヴィルヘルム・ハンマースホイ』展力

研究」（研究代表者：東京理科大学山名善之准教授）　　　　　　　　　タログ、佐藤直樹フェリックス・クレマー編、国立西洋美術館、2008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ嘗、pp．33－37

［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英語版）The　Quotidian　View　without　Narrative，　Connections　and

学会参加：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Separations　between　the　Interior　Paintings　of　Vilhelm
第74　［lil　［　k“1際図｛i］・館連盟ケベック大会（2008年8Jj10－14日）　　　　　　　Hammershのi　and　Seventeenth℃ent亘y　Dutch　IPte「io「Paintings・

北米】究資澗整協劇三｛崔1・｜1際撚ジウム「ジャパン・イ　謡＝＝e㌫㌫；1：厭㍑kl3蒜鴨；蠕
メージ海外日本研究のための【由1像利用事情」（2008年6月23日・国　　　　＊同じく独語・仏語版あり

1紋化会館蹴）　　　　　　　　　第211。1国際版1、i素描欄｛会，議、パネルデ，スカ。シ。ン発表、「版

4N：．　1－　Kl　・k－　itl」館会馴報・資＊：1．研究舩榊　　　　麟麟9菊『たな方法をめぐつて」2°°8｛1捌16日’ドレスデン

1ミ川大学非糊講師　　　　　　　　　Symp。、i。m℃，aphic　a，，。。llec，i。。，。d。y・，1。，。ma，i。。a1　Ad。i、。ry

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Committee　of　Keepers　of　Public　Collections　of　Graphic　Art，　XXIth．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Convention　at　Dresden，15－19June　2008

｝Aki・aK・FUKU　　　　　　㍑㌶笥蓼聯灘露灘、㌘撒顯遥籠ξ
［蹴会企i、i運営］　　　　　　　　　2°°8年ll月2611
ルーヴル美術館展17・IH・紀ヨー・・パ馴国栖1酬館・　欝鵠梁｛慧㍑罐亀（辮舗6紀禦叉禦竺㌣
2009年2月2811－6月14日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バイバルについて（研究代表者：・橋大学教授喜多崎親）

［著書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館50周年記念『名作選』英語版“Masterpieces　of　the

r・レーヴル美術館展17Vヒ糸己・一・・パ絵1・i』カタ・グ　　麟塁㍑享㍑゜f　Westem　A「t・　T°ky°”の出版輔と英訳校正

［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［普及活動］

漂㌶訟㌶㌘1麟」『ルーヴ膜術館展　r日経メLの内キャリア塾ARTクラブ　　　　　　　　　　　　　展」講演、1玉1立西洋美彿∫館講堂、20〔）；ll繍ム・ハンマースホイ

［翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヴィルヘルム・ハンマースホイ展のみどころ」スライドトーク・国立

「ルーヴル焔鞭1泄紀。一。。パ絵画』カタ。グ供訳）　　西1撲術鱗堂・2°°8年1°月1°ll・2411

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NHK新日曜）こ術館「ヴィルヘルム・ハンマースホイ」出演、NHK、

［講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年ll月17日放映

「偽りの風景：ヤン・ボトの失墜と復活」、関西大学、2008年10月　　　　　「これまでにない美術展を目指して」『文部科学時報』6月号・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．1589、2008イ1三、P．59

［教育］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ブリューゲルと芸術イタリア・ルネサンスへの反乱」オーストリア航

金沢美術1：芸大学非常勤講師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空機内誌「・望丁・里』第3号・2008年7月3011

お茶の水女r大学文教育学部非常勤講師　　　　　　　　　　　　　「ヴィルヘルム・ハンマースホイ静かなる詩情」『うえの」No・594・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008イド10月号、pp．31－33

［調査研究］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「北欧のフェルメール？忘れ去られた天才画家ヴィルヘルム・ハン

科学研究費基盤61f究（B）海外学術調査「レンブラントおよびレンブ　　　マースホイ」咲術の窓』No・301・20（）8年10JJ　U－・PP・109－112

ラント派における和紙による版1由i素描作lli　1の研究」（研究代表者）　　　　「静かなる詩情ヴィルヘルム・ハンマースホイ」「月刊美術』2008年

「レンブラント：光の画家」（2011年開1｛li予定）のための準備　　　　　　　10月号・PP・96－102

［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［研究企画室の活動］

お茶の水女r一大学文学博士論文審査委員　　　　　　　　　　　　2007年度国立西洋美術館年報No．42の編集

新潟県立近代美術館作品収集委員　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会企画計画の調整

鹿島美術財団推薦委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンの採川の調整
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客員研究員採用の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新藤淳Atsushi　SHINFUJI

海外出張の調整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［石肝ラどi舌重fJJ］

［査読委員］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会準備：

「美術史』美術史学会編、第164冊、査読委員、2008年　　　　　　　　　　所蔵版画展、2009年7月7日一8月16日開催予定

［教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品鑑賞ガイドに関する調査研究：

東京藝術大学美術学部芸術学科、特講演習「国立西洋美術館の　　　　文化庁委託業務「美術展示物の鑑賞を助ける音声・映像案内の高

作品調査研究」2008年4月一2009年8月　　　　　　　　　　　　　　　度化にかかる調査研究事業」、iPod　touchを用いた常設展鑑賞ガ

上智大学ドイツ文学科、ドイツ文学特講「アルブレヒト・デューラー　　　　イド「Touch　the　museum」の企画（実証実験：2009年2Jl9－1411）

の芸術」2008年9月一2009年3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集協力：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ヴィルヘルム・ハンマースホイ静かなる詩情』展カタロ久国立西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋美術館、2008年

陳岡めぐみM・g・mi　JINGA°KA　　　　　　紋、

［展覧会企画］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「横顔のアイコン　宗教改革前夜におけるキリストの「肖像』につ

「コロー光と追憶の変奏曲」展、2008年6月14日一8月31日　　　　　　　　いて」『国立西洋美術館研究紀要』No・13・PP・5－27

「国立美術館五館共同展」（仮称）、2010年開催予定

［執筆活動］

論文等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光正Mitsumasa　TAKANASHI

「松方コレクションとコロー」「コロー光と追憶の変奏曲』展カタログ　　　　［論文］

作品解説、ヒ記カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Apoteosi　del　Tatto　一　Correggio　e　Mario　Equicola”，　in　L　’Arte　erotica

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de／ノ？inascimento，　Atti　del　colloquio　internazionale，　Tokyo　2008，　a
翻訳：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cura　di　Michiaki　Koshikawa，　pp．29－36

『コロー光と追憶の変奏曲』展カタロ久エッセイほか　　　　　　　　　　　　　、
rルーヴル美術繊1泄紀ヨー。。パ絵剛カタ。久工。セイほ　［調査1舌動］

か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品調査等：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人蔵旧松方コレクションの15～18世紀イタリア絵画および素描
［調査研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（テンペラ板絵3点および素描17点）の来歴調査および作者同定を

平成18－20年度科学研究費若手（B）「芸術遺産資本の表象　　19　　　含む美術史的調査

世紀仏の挿絵入り美術出版物に関する調査研究」　　　　　　　　　　ディルク・バウツ派《荊冠のキリスト》（P．1980－0003）および《悲しみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の聖母》の調査復元
［教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年度科学研究費補助金（基盤研究（C））、題目「15～1711L一紀パ

ボランティア研修講義「1玉位西洋美術館の所蔵品について一19世　　　　ルマ派美術の歴史的再構築に関する調査研究」（研究代表者）
紀編」II小ヒ西洋美術館、2008年ll月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会調査］

［普及活動］　　　　　　　　　　　古代・一マ帝国の遺産展（20。8年9月19ロー12月130開脚隼備
・ 般への講演等：

先生のための鑑賞プログラム「コロー光と追憶の変奏曲」展、国立　　　　［その他］

西洋美術館、2008年6月27日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館新館改修工事

日本経営クラブ講演「ルーヴル美術館展　　17世紀ヨーロッパ絵　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会貝

画」国、ア西洋美術館・2009年3月13日　　　　　　　　　　　　　　　　日本ヴィオラ・ダ．ガンバ協会員

奈維li志言己寸董等：

「コロー光と追憶の変奏曲」展：「新美術新聞』2008年ll53号、『う

4鵠漂鑑［15Z＝腰璽㍊瓢；麟2牒　鵠洋子Y・k・TERASHIMA

；ぎ舗謬薔縫竃雪鑑饗嬬籠竃蝶　［教育教活動］
クリー』「YW　Gallery」2008年6月22日号以下3回　　　　　　　　　　　　「Fun　with　Collection見る楽しみ・知る喜び　　宗教・芸術家・修復

「ルーヴル美術酬17－IH：＊tiLヨー。。パ絵1画」，rうえの』2。。9年3　編」企llili構成’実方｛一一・2°°8年7月1日一8月31日

月号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「コロー展」ジュニア・パスポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンシップ・プログラム指導

来鯖案内：　　　　　　　　　　ボランテ，ア．プ。グラムt旨導
「コ゜一光と追憶の変奏　順・皇后陛下・2°°8年8月13［｜　　　，」、．中学校類のための夏期研〔参会の企1、P実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファミリープログラム企画・実施

［社会貢献］　　　　　　　　　　蛾2。鞭美徹官を活用した蹴輔の献のため，，指瀦研
各種委員会委員等：東大比較文学会書評委員　　　　　　　　　　　修、東京国立近代美術館、2008年7月28．301｜
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h凋査・川究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［調査・川究活動｝

「ル・コルビュジエと国、フ1西洋〕庭術館」展作品および資料・調査　　　　　　全ll本博物館学会参加、明治大学、2008fl三G月15川

短期在外研究「高齢者プログラム調査」ロンドン、2008年31」311一　　　くこ国Xi術館会議教育普及部会参加、目黒区）隻術館、2007年8月28
2009イド5月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日、2～〕1｜

2008年度科学研究費（基盤研究B）「ltll、～：西洋）こ術館を中」C・とした　　　　ナショナル・ポートレート・ギャラリー｛ワシントンDC）Museum　Blog

ル・コルビュジエ作品の文化遺産保存活川に関する調査研究」、　　　インタビュー取材’対応（1（）Jj）および寄稿（11川

2009年11J」16－2：う日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナショナル・ポートレート・ギャラリー、ナショナル・ギャラリー（ロンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン）訪問・調杏（教育プログラム）、2009年1月15－2二3H
I雑誌等1

「スクール・ギャラリートーク」1教育）こ術』No．797、2008年ll月、　　　［その他］

1）P．26－27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FUN　DAY　2008企1川i・実施、2008年9月20川、2111

［1　｜yil’（　YJEメ！ミ］　　　　　　　　　　　OPEN　mUseumプ゜ジェクト準f’iii

「西洋美術の楽しみ方」浩志会（株式会社損保ジャパン）、2008年5　　　50周年記念事業オーラル’ヒストリー

月28日　　　　　　　　　　　　執筆、
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ゼフユロス』No．35「Fun　with　collection　2008年7月～8月見る楽し

俳1美術館鱗会合共同企画および実施・第33回会合、2008年8　み’知る喜び，撒’芸術家’｛1獺‖」

月28日、29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『文部科学時報』「他機関との協力の機会を開くために」（’r成20年

東京大学人文社会系研究科併任准教授、2008年4月一2009年3月　　　　　4月号）

武蔵野美術大学通信教育課程「造形ファイル」外部評価委員、2006　　　『文化庁月報』7月号「イベント案内」Full　with　Collection　2008につ

年ll月lll－2009年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて

財団法人H本海事科学振興財団評議員・2006年10月1日一2010年9　　　取材対応：

Jj30日　　　　　　　　　　　　陳京蝉新聞』1・聯酬館紹介，ILi　lt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術館．COm

村ヒ博哉Hiroya　MURAKAMI

［訳劃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE

ジェイムズ・クノー編『美術館は誰のものか美術館と市民の信託』
（共訳）ブリュッケ、2008年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファブリツィオ・パオルッチ「15・・18世紀におけるメディチ家のrlf代コ

［講i演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レクション」『国、71西洋美術館研究紀要』No．13，　pp．29－38

麟介が描いた鯨」・2°°8年9月27　El・ブリヂスト酬f館ヒ　［講演］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルネサンス美術に表わされたヴィーナス　　《ウルビーノのヴィー
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナス》を中心として」2008年5月10日、国、71西洋）ξ術館講堂

鯨蝉大学院非常勤講師（文化資源学）　　　　　［鮪活動］
全1喉術館会離画担当卓？事　　　　　　　武麟美術蝉版1、ifiJf究劉捌織、2。。8’、il1。月
文化庁「美術品等の貸借に係る諸課題に関する調査研究協力者

会議ワーキング・グループ」委員　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

世田谷区文化施設指定管理者選定委員　　　　　　　　　　　　　　カポディモンテ美術館展（2010年開fili予定）の準備

「美術史』査読委員

横山佐紀Saki　YOKOYAMA

［展覧会関係教育普及活動］

ウルビーノのヴィーナス展：講演会実施、先生のための鑑賞プログ

ラム実施、学校団体向けオリエンテーション

コロー展：講演会実施、先生のための鑑賞プログラム実施、作品和

文リスト、作品英文リスト、会場作品解説パネル、会場用作品解説パ

ネル拡大文字版制作、障がい者のための特別鑑賞プログラム実施
（協力：一三菱商事）、学校団体・教員向けオリエンテーション

ハンマースホイ展：講演会実施、先生のための鑑賞プログラム実
施、作品和文リスト、作品英文リスト、会場作品解説パネル、会場川

作品解説パネル拡大文字版制作、団体向けオリエンテーション

ルーヴル美術館展：講演会実施、作品和文リスト、作品英文リスト、

会場作品解説パネル、会場用作品解説パネル拡大文字版制作
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［付記］

本号より『国、γ西洋美術館年報』改め『国立西洋美術館報』となった、

なお、英語の表記はこれまでと変わらない，，
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